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日時：2012年8月3日（金）・4日（土）
場所：国立京都国際会館・比叡山

世界宗教者
平和の祈りの集い
THE INTERRELIGIOUS GATHERING 
OF PRAYER FOR WORLD PEACE

主催
比叡山宗教サミット２５周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」
実行委員会



開
会
式
典
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PE

N
IN

G
 C
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R
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N

Y世界各地での自然災害及び紛争の犠牲者に黙祷を捧げる各宗教代表者
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阿純孝実行委員会委員長による開会挨拶 

歓迎挨拶を述べる田中恆清実行委員会副委員長 会場となった京都国際会館の参加者
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日本宗教者代表 

海外宗教者代表 

交歓する宗教者たち 

比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い

日本日本日本日本本本本日本本本本本本宗教宗教宗教宗教教教宗教宗教教教教教者代者者代者代者代者者者代者者者者 表表表表

交歓交歓交歓交歓歓交歓するするするするするすす 宗教宗教宗教教宗教宗教者た者た者た者た者者たちちちちちち

海海海海海海



4

メッ
セ
ー
ジ

M
E

SSA
G

E
 FR

O
M

 A
B

R
O

A
D

ローマ教皇のメッセージを披露する
ピエル・ルイジ・チェラータ ローマ教皇庁
諸宗教対話評議会名誉局長 

サウジアラビア王国イスラーム問題・
寄進・宣教・指導大臣のメッセージを
披露するアブドゥラー・アルレヘダン
サウジアラビア王国イスラーム問題・
寄進・宣教・指導大臣顧問 

THE INTERRELIGIOUS GATHERING OF PRAYER FOR WORLD PEACE

世界仏教徒連盟会長のメッセージを
披露するパロップ・タイアリー
世界仏教徒連盟事務総長
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記
念
講
演

哲学者：梅原　猛氏
テーマ：自然災害と人間の文明
演　題：「草木国土悉皆成仏」という思想

人類は、原子力エネルギーという悪魔と手を結んで、
この文明を作ってきたのではないだろうか。
日本は、科学文明の被害を二度受けた。
ひとつはヒロシマ、ナガサキである。
もうひとつはフクシマである。
この二度の体験を持つ我々は、人類に先立って、
脱原発の方向に進まなくてならない。

「自然災害と人間の文明」のテーマのもと「『草木国土悉皆成仏』という思想」
を演題に記念講演を行う哲学者の梅原猛氏 

M
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O

R
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C
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R

E

比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い
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シ
ン
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被災者に宗教者は
如何に向き合ってきたか

コーディネーターをつとめる杉谷義純世界宗教者
平和会議日本委員会理事長・天台宗宗機顧問  

パネリストたち 

テーマ

THE INTERRELIGIOUS GATHERING OF PRAYER FOR WORLD PEACE
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シ
リ
ア
か
ら
の
声

シリアを抑圧する悪の手から自由に。
流血を停めるために支援と祈りを……。

R
E

PO
R

T FR
O

M
 SY

R
IA

シリアでの犠牲者に黙祷を捧げる宗教者たち 開会式典の閉会挨拶を行う
渡邊実行委員会副委員長

マー・グレゴリオス・イブラヒム  シリア正教アレッポ大主教 

比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い
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交
歓
レ
セ
プ
シ
ョン

W
E
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IN

G RECEPTIO
N

開会の辞を述べる根本昌廣実行委員会接遇部長 ビック・ボーティパラー師から半田孝淳実行委員会名
誉顧問（天台座主）に仏像が贈呈された 

献杯は渡邉純幸実行委員会
名誉顧問 

祝辞を述べるジョセフ・チェノットゥ
ローマ教皇庁大使  

岡野聖法実行委員会顧問による
歓迎挨拶   
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フォ
ー
ラ
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FO
R

U
M

原発と宗教者の立場を討議したフォーラムは大
きな関心を集めた

原発事故が提起した
エネルギー問題と宗教者の立場

パネリストたち  

コーディネーターは吉澤健吉京都新聞
総合研究所特別理事がつとめた  
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テーマ

比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い



平
和
の
祈
り
式
典

C
E

R
E
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O

N
Y

青少年により壇上に「結」の花文字が
作られた  

午後3時30分に平和の鐘が打ち鳴ら
された 
午後午後午後午後午後午後午午午午午午午午午午午午午午 3時3時3時3時3時時時時303030303030303033303 分分分分分分に平に平に平に平に平に平平平平平平平平平平平平和の和の和の和の和の和の和の和の和ののののののの鐘が鐘が鐘が鐘が鐘が鐘ががが鐘がががががががが打ち打ち打ち打ち打ちち打ち打ち打ち鳴ら鳴ら鳴鳴ら鳴ら鳴ら

開式の辞と総合司会は
山田歌師がつとめた

平和の鐘にあわせて黙祷を捧げる各宗教代表者 

青少青少青少青少青少少少少少少年に年に年に年に年年に年年年 よりよりよりよりよ 壇上壇上壇上壇上上壇上に「に「に「に「に「に 結」結」結」結」結」結」結 の花の花の花の花の花のの花の 文字文字文字文字文字文字文字がががががががが

鎮魂の祈り……

入場する各宗教代表者たち 入場する青少年たち 

開会挨拶を行う徳増公明
実行委員会顧問
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仏教代表による平和の祈り 仏教仏教仏教仏教仏教仏教仏教仏仏仏教仏仏仏仏教仏教代表代表代表代表代表代表表表表表によによによによによによによよよよよよよる平る平る平る平る平る平る平るるるるるるる平るるるる 和の和の和の和和和の和の和の和 祈り祈り祈り祈り祈り祈祈り

比叡山から平和を……！！

「比叡山メッセージ２０１２」の発表。朗読するのは芳村正徳実行委員会名誉顧問。 「核燃料から生じる危険な廃棄
物の安全な処理方法が、未だ見出せない現実一つをとっても、原発を稼働し続けることは宗教的、倫理的に許される
ことではない。われわれ宗教者は、このことに強く警鐘を鳴らす責任があったことを、率直に反省するものである」

キリスト教代表による平和
の祈り 

新日本宗教団体連合会に
よる平和の祈り 

教派神道連合会による平
和の祈り 

神道による平和の祈り  諸宗教による平和の祈り 武覚超実行委員による
閉会の辞 

半
田
孝
淳
実
行
委
員
会
名
誉
顧
問
（
天
台
座
主
）

に
よ
る
主
催
者
代
表
挨
拶  
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比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い

イスラーム代表による平和
の祈り 



ト
ピ
ッ
ク
ス

TO
PICS
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閉会後、半田孝淳実行委員会名誉顧問（天台座主）を囲んで、今回の祈りの集いを喜び合い、
再会を約す各国宗教代表者たち

最終の事務局会議で打ち合わせを行うスタッフ

比叡山宗教サミット25周年記念   
世界宗教者平和の祈りの集い

THE INTERRELIGIOUS GATHERING OF
 PRAYER FOR WORLD PEACE

３０周年でまたお会いしましょう！

学誠中国佛教協会副会長より半田孝淳実行委員会
名誉顧問（天台座主）に「佛」の軸が贈られた

シリア代表の特別発表を受けて緊急に記者会見
が開かれた

閉会後の記者会見 
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世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集い

自然災害の猛威と宗教者の役割
─３・11大震災と原発事故への反省と実践─

比比比比比比比比比比比比比
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祈
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の
集
い

R E P O R T

テーマ
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発
刊
に
あ
た
っ
て

　

神
仏
の
ご
加
護
と
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
今
ま
で
こ
こ
に
到
る
ま
で
の
関
係
者
の
ご
努
力
を
含
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
世
界
中
か
ら
遠
路
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
十
五
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
矢
先
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
自
然
の
猛
威
を

如
実
に
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
が
も
た
ら
し
た
災
害
は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界
各
地
に
お
い
て
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
を
機
に
「
自
然
災
害
の
猛
威
と
宗
教
者
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、自
然
災
害
に
対
し
て
宗
教
者
は
い
か
に
取
り
組
ん
で
来
た
か
、

ま
た
宗
教
者
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
宗
教
者
同
士
が
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
に
も
な
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
二
十
五
周
年
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
を
代
表
す
る
哲
学
者
梅
原
猛
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
自
然
災
害
と
人
間

の
文
明
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
人
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
発
電
に
依
存
す
る
こ
と
に

つ
い
て
明
確
に
反
対
の
意
見
を
示
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
今
回
の
集
い
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

産
業
革
命
以
来
、
永
々
と
築
き
上
げ
て
来
た
文
明
は
、
そ
の
利
便
性
に
お
い
て
優
れ
、
人
間
生
活
は
格
段
に
豊
か
に
な
り
ま
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し
た
。
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
を
機
に
、
文
明
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
三
・
一
一
大
震
災
と
原
発
事
故
へ
の
反
省
と
実
践
」
と
い
う
こ
と
ば
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
ご
討
議
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
現
代
社
会
が
か
か
え
て
い
る
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。今
回
、宗
教
者
の
皆
様
が
脱
原
発
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

二
十
五
周
年
の
集
い
が
歴
史
的
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
生
存
し
て
い
る
こ
の
地
球
は
、
宇
宙
に
存
在
す
る
無
数
の
星
の
た
っ
た
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
球
こ
そ
、

生
命
を
育
む
星
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
命
と
生
命
は
綿
密
に
つ
な
が
っ
て
、
地
球
の
自
然
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
為
が
生
命
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

最
近
そ
の
地
球
の
自
然
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
今
、
我
欲
を
超
え
た
叡
智
を
も
っ
て
こ
の
問
題
に

対
処
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
宗
教
者
が
集
う
意
義
も
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
、
ま
た
、
遠
路
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

    

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
実
行
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

天
台
宗
宗
務
総
長　

阿　

 

純 

孝

　

15



16

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
25
周
年
記
念

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

発
刊
に
あ
た
っ
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

開
催
趣
意
書

比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
２

開
催
に
寄
せ
て 

◎ 

天
台
座
主 
半
田
孝
淳　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
程

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

◎ 

世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長 

パ
ン
・
ワ
ナ
メ
テ
ィ
ー

CONTENTS

                   27              24              22     20     18              14               2 

　

目　

次



比叡山宗教サミット25 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

17

　

◎ 

ロ
ー
マ
教
皇 

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

　

◎ 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
・
寄
進
・
宣
教
・
指
導
大
臣 

　
　
　

シ
ェ
イ
ク
・
サ
ー
レ
フ
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ
・
ビ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ー
ル
・
ア
ル
シ
ェ
イ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

記
念
講
演
◎ 

哲
学
者 

梅
原　

猛　
　

　

自
然
災
害
と
人
間
の
文
明 

│
│
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思
想 

│
│

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
◎ 

被
災
者
に
宗
教
者
は
如
何
に
向
き
合
っ
て
き
た
か

  

緊
急
報
告　
 

シ
リ
ア
に
お
け
る
平
和
へ
の
ロ
ー
ド
マッ
プ　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
◎ 
原
発
事
故
が
提
起
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
宗
教
者
の
立
場

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
和
の
祈
り
式
典
◎ 

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
／
平
和
の
祈
り
登
壇
者
名
簿

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

資
料
◎ 

実
行
委
員
会
名
簿
／
新
聞
報
道
記
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

93　　　 87　　　 63　　 60　　43                      33    　　                                   



18

Prospectus

　

一
九
八
七
年
八
月
、
世
界
の
宗
教
指
導
者
は
比
叡
山
上
に
集
い
、
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
平
和
を
祈
り
、
人
々
と
共
に

平
和
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
、
私
達
は
時
代
の
問
題
に
取
り
組
み
、
常
に
宗
教
者
の
役
割

を
問
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
八
月
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

を
「
自
然
災
害
の
猛
威
と
宗
教
者
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
近
年
世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
チ
リ
、
ト
ル
コ
、
中
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
な

ど
で
大
地
震
が
発
生
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
始
め

周
辺
諸
国
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
死
者
二
十
八
万
三
千
人
以
上
と
い
う
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
ア
フ
リ
カ
東
部
の
「
ア
フ
リ
カ
の
角
（
つ
の
）」
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
干
ば
つ
、
タ
イ
の
洪
水
な
ど
が

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
被
害
に
呻
吟
し
て
い
る
人
々
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
日
本
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
日
本
の
観
測
史
上
最
大
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
想
像
を
絶
す
る
巨
大
津
波
が
震
源
地
域
の
太
平
洋
沿
岸
を
襲
い
、
三
十
も
の
市
町
村
が
壊
滅
的

被
害
を
蒙
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
二
万
人
に
も
及
ぶ
ほ
ど
で
し
た
。

　

私
達
に
恵
み
を
も
た
ら
す
自
然
が
、
突
如
と
し
て
大
災
害
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
冷
厳
な
事
実
の
前
に
、
人
間
が
い
か
に
無

力
で
あ
る
か
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
自
然
に
対
す
る
畏
怖
の
念
が
、
薄
ら
い
で
い
た
こ
と

を
私
達
は
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
は
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
福
島
原
子
力
発
電
所
の
全
電
源
を
奪
い
、

テ
ー
マ
「
自
然
災
害
の
猛
威
と
宗
教
者
の
役
割
」

                           　
　
　

│
三
・
一
一
大
震
災
と
原
発
事
故
へ
の
反
省
と
実
践
│

開
催
趣
意
書
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冷
却
装
置
の
不
全
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
大
量
の
放
射
能
が
外
部
に
拡
散
す
る
と
い
う
大
事
故
が
起
こ
り
、
今
な
お

収
束
し
た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
と
、
人
間
の
奢
り
と
怠
慢
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
断
ぜ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

日
本
災
害
史
上
最
大
の
地
震
被
害
に
加
え
て
、こ
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
人
々
を
恐
怖
の
底
に
陥
れ
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、

自
然
災
害
に
人
間
の
過
失
に
よ
る
災
害
が
重
な
っ
た
複
合
災
害
と
も
い
わ
れ
、
被
害
は
よ
り
大
き
く
、
又
よ
り
長
く
震
災
地
域

以
外
の
人
々
ま
で
も
苦
し
み
続
け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

近
代
文
明
の
象
徴
と
も
い
え
る
科
学
技
術
の
発
展
は
、
人
々
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
や
が
て
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
の
社
会
構
造
を
生
み
、
私
達
は
物
質
的
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
人
間
の
欲
望
は
ま
す
ま
す
肥
大
化
し
、
そ
の
充
足
を
目
指
す
一
方
で
数
々
の
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

南
北
の
経
済
格
差
、
資
源
の
枯
渇
、
生
態
系
の
破
壊
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
諸
問
題
で
す
。
そ
し
て
、
私
達
は
こ
れ
ら
の
問
題

解
決
の
た
め
、
安
易
に
新
し
い
技
術
の
利
用
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
防
止
が
叫
ば
れ
る
中
、「
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
、
か
つ
安
全
で
最

も
安
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
大
義
名
分
の
も
と
に
、
国
際
的
な
枠
組
み
の
中
で
次
々
と
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
の
み
な
ら
ず
、
被
害
者
の
問
題
等
に

つ
い
て
検
証
結
果
を
十
分
共
有
し
て
き
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
机
上
の
安
全
対
策
を
鵜
呑
み
に
し
た
、
い

わ
ゆ
る
安
全
神
話
が
一
人
歩
き
し
て
い
っ
た
な
か
で
、
福
島
原
発
事
故
が
発
生
し
た
の
で
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
の
多
発
、
特
に
日
本
の
大
震
災
に
誘
発
さ
れ
た
複
合
災
害
は
、
あ
く
ま
で
も
物
質
的
豊
か
さ
の
中
に
幸
福

を
求
め
る
現
代
文
明
の
在
り
方
に
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
人
間
社
会
全
体
の

在
り
方
を
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
含
め
て
、
真
剣
に
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。　

　

一
瞬
に
し
て
日
々
の
平
穏
な
生
活
を
根
こ
そ
ぎ
奪
い
去
る
自
然
災
害
の
猛
威
は
、
戦
争
と
同
様
に
平
和
を
破
壊
す
る
大
き
な

要
因
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
達
は
自
然
災
害
に
よ
る
人
々
の
苦
し
み
に
対
し
て
宗
教
者
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
き
た
か
を

お
互
い
に
検
証
し
、
さ
ら
に
は
自
然
災
害
の
被
害
を
増
長
さ
せ
た
り
人
類
の
未
来
に
危
機
を
招
き
か
ね
な
い
、
人
間
の
営
為
に

対
し
宗
教
者
の
立
場
と
責
任
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　



20

2012 Mt.Hiei Message 

　

二
〇
一
二
年
八
月
三
、四
日
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
参
加
す
る

た
め
比
叡
山
山
上
に
結
集
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
平
和
を
願
う
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い
と

思
う
。

　

人
類
は
有
史
以
来
、
大
自
然
の
豊
か
な
恩
恵
に
よ
っ
て
生
命
を
維
持
し
、
さ
ら
に
よ
り
利
便
性
に
富
み
快
適
な
生
活
環
境
を

手
に
入
れ
る
た
め
、
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
や
が
て
科
学
技
術
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
、
物
質

中
心
の
近
代
文
明
が
人
々
の
生
活
を
覆
い
尽
く
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

自
然
を
利
用
し
、
ま
た
改
造
し
て
、
よ
り
一
層
人
間
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
、
飽
く
な
き
欲
望
を
充
足
さ
せ
る
道
を

ひ
た
す
ら
求
め
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
世
界
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
、
そ
の
甚
大
な
被
害
の
前
に
人
々
は
為
す
す
べ
も
な
く
、
呆
然
と
立
ち

尽
く
す
外
な
か
っ
た
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
、科
学
技
術
が
生
ん
だ
知
見
に
よ
っ
て
自
然
災
害
を
防
ぎ
得
る
ど
こ
ろ
か
、

か
つ
て
日
本
の
物
理
学
者
、
寺
田
寅
彦
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
文
明
が
進
む
ほ
ど
自
然
の
猛
威
に

よ
る
被
害
は
そ
の
激
烈
さ
の
度
を
増
す
と
い
う
、
冷
厳
な
る
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
や
や
も
す

れ
ば
自
然
を
収
奪
し
、
思
う
ま
ま
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
が
、
い
か
に
傲
慢
な
こ
と
で
あ
る
か
に
気
付
か
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

特
に
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
と
大
津
波
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放

射
能
漏
洩
事
故
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
原
発
事
故
に
つ
い
て
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
が
余
り
に
も
乏
し
く
、

科
学
技
術
の
も
た
ら
す
安
全
性
を
過
信
し
た
結
果
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
技
術
の
進
歩
の
成
果
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
選
択
に
深
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
２
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古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
物
語
る
よ
う
に
、
人
類
に
火
を
与
え
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
、
ゼ
ウ
ス
は
生
き
な
が
ら
内
臓
を
鷲
に
喰

ら
わ
せ
る
と
い
う
罰
を
与
え
た
、
と
い
う
。
そ
れ
は
、
す
で
に
文
明
が
人
類
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
厄
災
を

内
包
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

核
燃
料
か
ら
生
じ
る
危
険
な
廃
棄
物
の
安
全
な
処
理
方
法
が
、
未
だ
見
出
せ
な
い
現
実
一
つ
を
と
っ
て
も
、
原
発
を
稼
働
し

続
け
る
こ
と
は
宗
教
的
、
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
宗
教
者
は
、
こ
の
こ
と
に
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
す
責

任
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
率
直
に
反
省
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
、
欲
望
の
充
足
が
幸
福
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず
日
々
の
生
活
の
中
に
平
安
を
祈
り
、
共
に
生
か

さ
れ
て
生
き
る
こ
と
を
神
仏
に
感
謝
す
る
こ
と
を
説
く
。
今
や
人
類
は
物
質
文
明
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
現
実

に
目
を
開
き
、
誤
り
の
な
い
道
を
選
ぶ
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
自
然
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
、
自
ら
の
生
命
を
も
顧
み
ず
救
援
活
動
に
従
事
す
る
人
々
の
崇
高
さ
、
黙
々
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
人
々
の
気
高
さ
、
ま
た
直
接
被
災
地
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
叶
わ
ぬ
ま
で
も
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ

て
支
援
し
続
け
る
人
々
の
心
の
温
か
さ
に
、
人
類
の
未
来
を
見
る
。
わ
れ
わ
れ
宗
教
者
も
、
災
害
発
生
と
同
時
に
、
各
地
で
被

災
者
支
援
に
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
が
、
甚
大
な
被
害
を
前
に
し
て
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

宗
教
者
の
重
大
な
使
命
は
、
大
自
然
の
猛
威
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
を
弔
う
こ
と
に
あ
る
と
同
時
に
、
最
愛
の
家
族
・

友
人
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
わ
れ
た
人
々
が
、
一
日
も
早
く
平
安
を
取
り
戻
し
、
安
寧
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
祈
念
し
、

共
に
歩
み
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
集
う
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
宗
教
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
こ
の
使
命
を
全
う
す
る
こ
と

を
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
　

  

二
〇
一
二
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
参
加
者
一
同　
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開
催
に
寄
せ
て

　

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ひ
と
こ
と
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
災
害
の
猛
威
と
宗
教
者
の
役
割
」
と
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
三
月
十
一
日
に
国
難
と
も
い
う
べ
き
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇

と
い
う
大
地
震
、
ま
た
大
津
波
に
よ
り
二
万
人
近
い
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
津
波
に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
が
破
壊
さ
れ
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が
漏
洩
す
る
と
い
う
重
大
な
原
子
力
事
故
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
周
辺
地
域
の
住
民
は
、
住
居
や
仕
事
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
今
な
お
日
本
全
国
、
ま
た
周
辺
諸
国
は
放
射
性
物
質
の
及
ぼ
す
健
康
被
害
に
脅
え
て
い
ま
す
。

　

有
史
以
来
、
人
類
は
大
自
然
の
豊
か
な
恵
み
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
猛
威
に
脅
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
猛
威
を
克
服
す
べ
く
、
科
学
技
術
の
発
展
に
力
を
傾
注
し
て
き
た
の
が
人
類
の
歴
史
で
あ
る
と
申
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
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大
地
震
、
大
津
波
は
人
智
で
は
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
で
い
う
「
諸
行
無
常
の
理
」
で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
原
発
事
故
は
、
人
間
の
あ
く
な
き
欲
望
を
満
た
そ
う
と
突
き
進
む
あ
ま
り
、
大
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を

軽
ん
じ
た
こ
と
が
根
本
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
宗
教
者
の
重
大
な
使
命
は
、
大
自
然
の
猛
威
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
の
霊
を
鎮
め
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
「
亡
く
な
っ
た
人
の
分
ま
で
生
き
る
」
と
決
意
し
た
人
々
に
寄
り
添
い
、
共
に
生
き
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
あ
た
り
、
こ
こ
比
叡
山
山
上
に

集
わ
れ
た
世
界
の
宗
教
指
導
者
と
共
に
、
世
界
平
和
が
訪
れ
人
類
の
救
済
が
な
さ
れ
る
よ
う
真
剣
な
祈
り
を
通
じ
て
、
平
和
の

た
め
に
働
く
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

二
〇
一
二
年
八
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   

天
台
座
主　

大
僧
正　

半　

田　

孝　

淳
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日
程

SC
H

E
D

U
LE

第  1 日目【8月3日（金）】

イスラーム問題・寄進・宣教・指導大臣メッセージ
イスラーム問題・寄進・宣教・指導大臣顧問

梅原　猛氏（哲学者）

学誠法師

世界宗教者平和会議日本委員会理事長・天台宗宗機顧問　杉谷義純師

顧問　岡野聖法師

渡邉純幸師
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比叡山宗教サミット25 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い

日
程

SC
H

E
D

U
LE

第  2 日目【8月4日（土）】

（英国国教会ウーリッジ教区主教カンタベリー大主教特使）

世界平和祈りの式典

・カンタベリー大主教特使）

（世界宗教者平和会議国際委員会事務総長）

ラーム最高評議会副議長）

京都新聞総合研究所特別理事　吉澤健吉氏

新日本宗教団体連合会

（於：比叡山延暦寺
　　一隅会館)

世界平和祈りの式典
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27

メッ
セ
ー
ジ

MESSAGE FROM ABROAD

パ
ン・ワ
ナ
メ
テ
ィ
ー
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長

ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国  

イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
・
寄
進
・

宣
教
・
指
導
大
臣

　

シ
ェ
イ
ク・サ
ー
レ
フ・ビ
ン・ア
ブ
ド
ル
ア
ジ
ー
ズ・ビ
ン・

　

ム
ハ
ン
マ
ド・ア
ー
ル・ア
ル
シ
ェ
イ
ク



28

　

世
界
仏
教
徒
連
盟
を
代
表
し
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト

二
十
五
周
年
を
記
念
し
た
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」

の
た
め
に
、
世
界
中
か
ら
こ
こ
に
お
集
ま
り
頂
い
た
宗
教
指
導

者
の
皆
さ
ま
に
、
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
八
月
の
集
い
は
、
人
類
の
利
益
や
幸
福
の
た
め
に
行
動
す

る
世
界
各
地
の
宗
教
同
士
の
協
力
や
団
結
だ
け
で
な
く
、
私
た

ち
が
住
ん
で
い
る
、
ま
さ
に
こ
の
地
球
が
い
か
に
脆
弱
で
あ
る

か
と
い
う
現
実
に
対
す
る
広
い
認
識
や
そ
れ
を
明
か
す
力
を
も

示
す
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
然
災
害
に
は
、
そ
れ
を
防
ぐ
人
間
の
能
力
を

超
え
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
現
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
然
災
害
の
多
く
は
人
間
が
作
り
出
し
た
も
の
で
、
こ
の

地
球
の
脆
弱
さ
や
大
切
な
人
間
の
命
を
思
う
な
ら
、
自
分
た
ち

の
力
で
最
小
限
に
抑
え
た
り
、
完
全
に
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
人
類
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
、
発
展
と
い
う
名

に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
天
然
資
源
が
破
壊
さ
れ
、
か
け
が
え
の

な
い
人
命
が
失
わ
れ
て
き
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
自
分
た
ち
を
文
明
人
と
呼
ぶ
私
た
ち
の
行
動
は
野
蛮
で
あ

る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
文
化
は
、
自
分
た

ち
の
未
来
や
創
造
物
、
す
な
わ
ち
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
、自
己
中
心
的
に
な
り
過
ぎ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、

災
禍
の
原
因
を
、
自
分
た
ち
の
欲
望
、
嫌
悪
、
身
勝
手
さ
以
外

の
あ
ら
ゆ
る
物
の
せ
い
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
類
の
生
息
場
所
で
あ
る
地
球
は
一
つ
し
か
な
い
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
こ
の
唯
一
の
生
息
場
所
を
、

意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
で
あ
れ
、
直
接
的
で
あ
れ
間
接
的
で
あ

れ
、
破
壊
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
ど
う
か
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。こ
の
世
界
の
救
済
は
、わ
た
し
た
ち
の
最
重
要
課
題
で
す
。

こ
の
脆
弱
な
地
球
を
救
う
に
は
決
し
て
遅
過
ぎ
る
わ
け
で
は
な

い
と
、
皆
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

二
千
五
百
年
前
、
仏
教
の
創
始
者
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
は
、
全
世

界
的
な
人
類
の
願
い
を
明
示
し
、
皆
に
次
の
こ
と
を
熟
考
・
黙

想
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
生
き
た
い
と
願
う
全
て

の
者
は
、
死
を
望
ま
な
い
。
全
て
の
者
が
幸
福
を
望
み
、
苦
痛

を
嫌
悪
す
る
。
生
き
た
い
と
願
う
全
て
の
者
が
、
死
を
望
ま
ず
、

幸
福
を
望
み
、
苦
痛
を
嫌
悪
す
る
の
で
、
も
し
誰
か
が
殺
生
を

す
れ
ば
、そ
れ
は
愉
快
な
こ
と
で
も
、心
地
よ
い
こ
と
で
も
な
い
。

も
し
私
が
別
の
命
を
奪
え
ば
、
そ
れ
は
他
者
に
と
っ
て
、
愉
快

な
こ
と
で
も
、
心
地
よ
い
こ
と
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私

に
と
っ
て
不
愉
快
で
好
ま
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
者
に
と
っ
て

も
不
愉
快
で
好
ま
し
く
な
い
の
で
あ
る
」。

　

計
り
知
れ
な
い
危
機
に
直
面
し
て
人
類
が
困
窮
し
て
い
る
時

に
は
、
人
種
、
宗
教
、
文
化
の
分
断
な
ど
は
な
く
な
り
、
祖
父
母
、

父
母
、
夫
婦
、
兄
弟
姉
妹
、
子
供
、
赤
ん
坊
、
人
々
な
ど
の
区

別
だ
け
に
な
り
ま
す
。
ま
る
で
自
分
の
愛
す
る
家
族
や
友
人
の

よ
う
な
人
々
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
教
指
導
者
と
し
て
、
平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
警
告
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
げ
る
た
め
に
、

こ
の
世
界
的
な
認
識
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
私
た
ち
自
身

の
認
識
、
習
慣
、
教
義
か
ら
始
め
て
、
ど
ん
な
方
法
で
あ
れ
、

行
動
し
よ
う
で
は
な
い
で
す
か
。

　

三
宝
の
祝
福
に
よ
り
、
全
人
類
が
導
か
れ
、
守
ら
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

佛
暦
二
五
五
五
年
八
月
九
日
（
西
暦
二
〇
一
二
年
）

世界仏教徒連盟会長

パン・ワナメティー

世界仏教徒連盟会長メッセージ
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ローマ教皇

ベネディクト１６世

ローマ教皇メッセージ

　

私
の
前
任
者
で
あ
る
福
者
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
の
推
進
に

よ
り
、
一
九
八
六
年
に
ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
た
歴
史
的
会
合
の

精
神
を
受
け
継
ぐ
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念

「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
た
め
に
お
集
ま
り
の

方
々
、
な
ら
び
に
宗
教
指
導
者
の
皆
様
に
、
ご
挨
拶
で
き
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

宗
教
指
導
者
が
平
和
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
努
力
の
お
か
げ
で
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
が
異
な
る
宗
教
を
も
つ
人
々
の
間
の
対
話
に
有
効
に

貢
献
す
る
、
主
要
な
年
次
行
事
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
知
っ
て

喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
、
な
ら
び

に
自
然
災
害
に
対
す
る
宗
教
指
導
者
の
対
応
に
つ
い
て
討
議
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
、
よ
り
強
い
連
帯
と
相
互
扶
助
を

も
た
ら
す
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
で
は
、
苦
難
を
抱
え
て
い
る
人
々
に

向
け
ら
れ
る
愛
は
主
の
慈
悲
の
表
れ
で
す
。
主
は
こ
の
世
を
非

常
に
愛
し
て
お
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
一
人
息
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
昨

年
に
日
本
の
東
北
地
方
で
起
き
た
地
震
と
津
波
、
そ
し
て
日
本

国
民
全
体
に
と
っ
て
の
そ
の
後
の
痛
ま
し
い
結
果
に
思
い
が
及

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
苦
悩
の
な
か
に
い
る
全
て
の
人
に
希
望
を

与
え
、
支
援
し
、
助
言
し
、
慰
め
る
た
め
に
宗
教
指
導
者
が
有

効
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
知
っ
て
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
悲
劇
的
な
出
来
事
は
ま
た
、
宗
教
が
異
な
る
人
々
が
人
の

た
め
に
互
い
に
い
か
に
協
力
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
、
善
意
と
友
情
の
印
と
し

て
、
集
ま
ら
れ
た
全
て
の
皆
様
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
主
の
恵
み

が
注
が
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
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慈
愛
あ
ま
ね
く
慈
悲
深
き
神
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
ア
ッ
ラ
ー
）

の
御
名
に
お
い
て
。
万
有
の
主
で
あ
る
神
に
称
讃
あ
れ
。
そ
し

て
神
の
使
徒
で
あ
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
、
そ
し
て
全
て
の
預

言
者
と
使
徒
の
上
に
祝
福
と
平
安
あ
れ
。

　

ま
ず
、
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念
「
世
界
宗

教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
の
実
行
委
員
長
殿
に
、
深
い
敬
意

と
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
世
界
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
信
者
達
に
対
し
、
寛
容
さ
と
平
和
を
広
め
る

と
い
う
、
真
の
宗
教
の
役
割
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
本
会
議
で
す
が
、
宗
教
界
の
指
導
者
達
が
一
堂
に
会
す
る
こ

の
よ
う
な
場
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
日
本
政
府
と
国
民
の
皆
様

に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
私
た
ち
の
世
界
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

国
際
交
流
の
発
展
お
よ
び
相
互
依
存
性
の
高
ま
り
を
悪
用
し
た

テ
ロ
組
織
や
利
益
集
団
と
い
っ
た
、
国
の
枠
組
み
を
超
え
る
要

因
か
ら
ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
彼
ら
は
、
人
々
を
戦
争
や
紛
争
に
駆
り
立
て
、
政
治
的
・

経
済
的
な
恩
恵
を
享
受
す
る
た
め
に
、
宗
教
を
口
実
に
使
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
者
間
の
対
話
を
継
続
す
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
の
で
す
。

　

信
仰
を
持
つ
者
は
、
持
た
な
い
者
よ
り
も
、
暴
力
に
対
峙
し

排
除
す
る
力
が
あ
り
、
そ
し
て
平
和
、
共
存
、
文
化
交
流
を
、

国
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
伝
え
る
力
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
そ
の
歴
史
を
持
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
は
世
界
の
安
定
、
治
安
、
そ
し
て
平
和
に
再
び
貢
献
い
た

し
ま
す
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
普
遍
的
な
人
類
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
遣
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
あ
る
特
定
の
人
種
や
肌
の
色
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
人
類
を
導
く
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。
神

の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
わ
れ
は
只
万
有
へ
の
慈
悲
と
し
て
、
あ
な

た
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
を
遣
わ
し
た
だ
け
で
あ
る
」（
預
言
者
章

一
〇
七
節
）。
唯
一
の
神
を
崇
拝
し
、
全
て
の
人
類
に
向
け
た
平

和
お
よ
び
平
和
的
共
存
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
人
々
に
伝
え
る
方
法

を
説
く
た
め
に
、
神
は
コ
ー
ラ
ン
（
ク
ル
ア
ー
ン
）
で
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
人
び
と
よ
、
わ
れ
は
一
人
の
男
と
一
人

の
女
か
ら
あ
な
た
が
た
を
創
り
、
種
族
と
部
族
に
分
け
た
。
こ

れ
は
あ
な
た
が
た
を
、
互
い
に
知
り
合
う
よ
う
に
さ
せ
る
た
め

で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
の
御
許
で
最
も
貴
い
者
は
、
あ
な
た
が
た

の
中
で
最
も
主
を
畏
れ
る
者
で
あ
る
。
本
当
に
ア
ッ
ラ
ー
は
、

全
知
に
し
て
凡
ゆ
る
こ
と
に
通
暁
な
さ
れ
る
」（
部
屋
章
一
三
節
）。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
信
者
達
に
平
和
と
思
い
や
り
の
心
を
説

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
安
定
お
よ
び
繁
栄
の
時
や
平
和
な
時
代

に
限
ら
ず
、
感
情
が
高
ぶ
り
苛
立
つ
行
動
を
と
る
よ
う
な
厳
し

い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
信
者
達
に
迫
害
を
避
け

る
よ
う
に
と
説
い
て
い
ま
す
。
四
代
目
カ
リ
フ
で
あ
る
ア
リ
ー
・

イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
タ
ー
リ
ブ
が
、
彼
の
軍
隊
に
対
し
て
言
っ

た
言
葉
で
す
が
、「
も
し
戦
い
に
勝
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
逃
亡
者

や
負
傷
者
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。
傷
害
を
負
わ
せ
た
り
、
秘

密
を
ば
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
許
可
な
く
家
に
押
し
入
り
、
金

銭
を
略
奪
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
自
分
や
自
分
の
主
を
罵

倒
す
る
女
が
い
て
も
、
そ
の
女
を
拷
問
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
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し
て
神
に
祈
れ
。
そ
う
す
れ
ば
神
の
慈
悲
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
」。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
そ
れ
以
外
の
国
の
関
係
は
、
平
和
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
神
は
、「
も
し
彼
ら
が
平
和
を
望
む
の

で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
も
ま
た
平
和
を
望
み
な
さ
い
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
全
能
の
神
は
戦
争
を
例
外
で
あ
る
と
し
、「（
信
者
へ
）

戦
い
を
し
む
け
る
者
（
不
信
心
者
）
に
対
し
（
信
者
は
）
戦
闘

を
許
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か
れ
ら
（
不
信
心
者
）
が
明
ら
か
に
悪

を
行
う
た
め
で
あ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
は
、
か
れ
ら
（
信
者
）
に
勝

利
を
与
え
る
だ
ろ
う
」。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
戦
争
と
は
公
正

な
も
の
で
あ
り
、
布
教
を
妨
げ
る
者
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
宗
教
に
入
る
こ
と
を
人
々
に
強
要
す
る
た
め
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
全
能
の
神
が
言
う
よ
う
に

「
宗
教
に
は
強
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
か
ら
で
す
。
イ
ス
ラ

ー
ム
に
と
っ
て
の
国
際
関
係
は
、
以
下
の
様
な
い
く
つ
か
の
基

本
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

　

一　

人
間
と
し
て
の
尊
厳

　

神
曰
く
「
わ
れ
は
ア
ー
ダ
ム
の
子
孫
を
重
ん
じ
て
海
陸
に
か

れ
ら
を
運
び
、
ま
た
種
々
の
良
い
（
暮
ら
し
向
き
の
た
め
の
）

も
の
を
支
給
し
、
ま
た
わ
れ
が
創
造
し
た
多
く
の
優
れ
た
も
の

の
上
に
、
か
れ
ら
を
優
越
さ
せ
た
の
で
あ
る
」（
夜
の
旅
章
七
〇

節
）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
逸
話
も
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
葬
式

が
預
言
者
の
前
を
通
り
過
ぎ
、
預
言
者
は
立
ち
止
っ
た
。
一
緒

に
い
た
教
友
た
ち
が
「
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
葬
式
で
す
」
と
言
う
と
、

預
言
者
は
「
人
間
の
魂
で
は
な
い
か
」
と
答
え
た
、
と
。 

　

二　

人
種
や
肌
の
色
に
関
係
な
い
人
間
の
平
等

　

神
曰
く
、「
彼
こ
そ
は
、
一
個
の
魂
（
ア
ー
ダ
ム
）
か
ら
あ
な

た
が
た
を
創
り
、
互
い
に
慰
安
を
得
る
た
め
、
そ
の
妻
を
創
ら

れ
た
御
方
で
あ
ら
れ
る
」（
高
壁
章
一
八
九
節
）。
ま
た
神
曰
く
、

「
人
び
と
よ
、
あ
な
た
が
た
の
主
を
畏
れ
な
さ
い
。
か
れ
は
ひ
と

つ
の
魂
（
ア
ー
ダ
ム
）
か
ら
あ
な
た
が
た
を
創
り
、
ま
た
そ
の

魂
か
ら
配
偶
者
（
イ
ブ
）
を
創
り
、
両
人
か
ら
、
無
数
の
男
と

女
を
増
や
し
広
め
ら
れ
た
方
で
あ
ら
れ
る
」（
婦
人
章
一
節
）。

　

三　

自
由

　

全
能
の
神
曰
く
、「
宗
教
に
は
強
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

正
に
正
し
い
道
は
迷
誤
か
ら
明
ら
か
に
（
分
別
）
さ
れ
て
い
る
」

（
雌
牛
章
二
五
六
節
）。
預
言
者
は
、
教
友
の
一
人
が
か
れ
の
息

子
た
ち
を
強
制
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
か

っ
た
。

　

四　

互
恵
的
扱
い　

　

全
能
の
神
曰
く
、「
あ
な
た
が
た
に
戦
い
を
挑
む
者
が
あ
れ
ば
、

ア
ッ
ラ
ー
の
道
の
た
め
に
戦
え
。
だ
が
侵
略
的
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」（
雌
牛
章
一
九
〇
節
）。
ま
た
神
曰
く
、「
も
し
あ
な
た

が
た
が
（
敵
を
）
罰
す
る
な
ら
、
あ
な
た
が
た
が
悩
ま
さ
れ
た

よ
う
に
罰
し
な
さ
い
。
だ
が
あ
な
た
が
た
が
も
し
耐
え
忍
ぶ
な

ら
ば
、
そ
れ
は
耐
え
忍
ぶ
者
に
と
っ
て
最
も
善
い
こ
と
で
あ
る
」

（
蜂
蜜
章
一
二
六
節
）。

　

こ
の
教
え
に
従
い
、
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ル
ア

ジ
ー
ズ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
王
は
、
二
〇
〇
八
年
六
月
に
イ
ス

ラ
ー
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
お
よ
び
そ
の
他
の
宗
教

と
の
対
話
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
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イ
ス
ラ
ー
ム
の
指
導
者
達
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
国

王
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
世
界
中
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
平
和
へ
の

取
組
み
が
行
き
詰
ま
る
中
で
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
ア

ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
の
取
組
み
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
基
本
原
則
に
沿

っ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
平
和
へ
の
願
い
を

反
映
し
た
も
の
で
し
た
。

　

ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
の
文
化
や
宗
教
に
お
け
る
対
話
へ
の
取

組
み
は
、
以
下
の
主
要
な
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

A 

人
種
隔
離
を
拒
否
し
、
人
種
的
優
越
性
と
い
う
考
え
を
捨

て
る
こ
と
。
全
て
の
人
々
は
平
等
で
あ
り
、
同
様
の
人
権
を
享

受
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
人
種
、
肌
の
色
、
性

別
に
よ
る
優
位
性
を
主
張
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　

B 

民
族
的
及
び
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
多
様
性
お

よ
び
差
異
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
違
い
の
中
で
の
協
力

や
理
解
へ
と
通
じ
る
べ
き
で
あ
る
。 

　

C 

人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
違
い
や
多
様
性
は
、
そ
の
起
源

や
宗
教
に
よ
っ
て
、
全
能
の
神
が
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
知
恵
と
理
性
の
持
ち
主
は
、
そ
の
違
い
を
超
え

て
お
互
い
に
敬
意
を
払
い
、
人
類
と
し
て
の
幸
福
を
得
る
為
に

共
通
点
を
見
出
す
べ
く
、
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　

D 

物
質
に
溢
れ
、
民
族
的
価
値
観
の
分
断
に
苦
し
む
こ
の
世

界
に
お
い
て
、
社
会
及
び
自
然
が
も
た
ら
す
共
通
の
問
題
に
対

峙
す
る
に
は
、
効
果
的
な
解
決
策
の
発
見
に
繋
が
り
う
る
経
験

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
軽
減
さ
せ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
協
力
を
呼
び
か
け
る
ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
国
王
の
取

組
み
は
、
世
界
各
国
の
指
導
者
達
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。
国
連
は

二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
平
和
の
文
化
に
関
す
る
高
官
級
の
会
議

を
開
催
し
、国
王
の
取
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
た
。同
会
議
に
は
、

百
九
十
カ
国
お
よ
び
世
界
的
指
導
者
六
十
名
が
参
加
し
、
文
化

や
宗
教
間
の
対
話
が
世
界
平
和
の
実
現
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。

　

過
去
数
年
に
渡
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ハ
イ
チ
、
米
国
、
そ

し
て
日
本
と
い
っ
た
国
々
で
、
多
く
の
自
然
災
害
が
起
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
人
間
の
責
任
で
あ
り
ま
す
。
人
類
は
環

境
を
汚
染
し
、
自
然
の
法
則
や
規
則
を
守
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

宗
教
機
関
や
そ
の
メ
ン
バ
ー
達
は
立
ち
上
が
り
、
こ
れ
ら
の

災
害
に
対
峙
し
解
決
す
る
と
い
う
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

政
府
や
国
際
機
関
か
ら
建
設
的
か
つ
誠
意
あ
る
協
力
を
得
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
破
壊
を
阻
止
し
、
主
が
創
ら
れ
た
法
則
や
規

則
を
人
間
が
守
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
平
和
と
友
好
の
国
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
宗
教
サ
ミ

ッ
ト
の
ご
成
功
を
心
よ
り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
人
類
の
幸
福

の
た
め
の
宗
教
的
対
話
を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
、

強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。  
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記
念
講
演

MEMORIAL LECTURE

哲
学
者
＝
梅
原　

猛
氏

テ
ー
マ
＝
自
然
災
害
と
人
間
の
文
明

演　

題
＝「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」と
い
う
思
想

８
月
３
日（
金
）14
時
10
分
〜
15
時
10
分

国
立
京
都
国
際
会
館
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今
回
、
二
十
五
周
年
と
な
る
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
私
が
記
念
講
演

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
私
の
八
十
七
年
の
生
涯
に
お
い
て
最
も
光
栄

な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
の
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
か
ら
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
愛
知
県
で
育
ち
、
京
都
で
学
び
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
は
仙
台
で

す
。
そ
し
て
母
の
故
郷
は
最
も
大
震
災
が
激
し
か
っ
た
石
巻
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
こ
の
震
災
で
私
は
深
い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
４
月
、
日
本
政

府
の
「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」
の
名
誉
議
長
に
選
ば
れ
、
震
災

か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
激
し
い
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
被
災
地
を
訪

れ
、
惨
状
を
こ
の
目
で
つ
ぶ
さ
に
見
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
「
こ
れ
は
文
明
災
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
確
か
に
地
震
、
津
波
は
天
災
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の

震
災
は
、
天
災
ば
か
り
で
は
な
く
、
原
発
は
絶
対
安
全
だ
と
言
い
続
け
た

日
本
政
府
お
よ
び
東
京
電
力
の
引
き
起
こ
し
た
人
災
で
も
あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
全
く
の
天
災
、
人
災
と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
文
明
に
よ

る
災
害
な
の
で
す
。

　

現
代
の
先
進
国
の
多
く
は
発
電
を
多
か
れ
少
な
か
れ
原
子
力
発
電
に
頼

っ
て
い
ま
す
。
依
存
度
の
高
い
の
は
フ
ラ
ン
ス
、ア
メ
リ
カ
、日
本
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
が
原
子
力
発
電
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
文

テ
ー
マ
＝
自
然
災
害
と
人
間
の
文
明

　
　
　
「
草そ

う

木も

く

国こ

く

土ど

悉し

っ

か

い皆
成じ

ょ
う

仏ぶ

つ

」と
い
う
思
想

◎
記
念
講
演
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明
に
よ
る
災
害
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
今
回
の
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

相
当
程
度
頼
っ
て
い
る
こ
の
現
代
文
明
を
考
え
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
革
命
以
来
、
人
間
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
石
炭
、
次
に
石
油
と
い
う
化
石
燃
料
に
よ
っ
て
、
現
代
の
科
学
技
術

文
明
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
石
炭
、
石
油
と
い
う
、
自
然
の
恩
恵
、
つ

ま
り
太
陽
と
水
の
恩
恵
で
生
み
出
さ
れ
た
動
植
物
の
化
石
か
ら
で
き
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
産
業
革
命
を
進
め
る
力
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
原
子
力
で
す
。
原
子
力

は
、
人
類
が
全
く
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
し
た
。

日
本
の
首
相
と
し
て
す
ば
ら
し
い
仕
事
を
さ
れ
た
中
曽
根
元
首
相
は
「
原

子
力
を
取
り
入
れ
な
い
と
日
本
は
先
進
国
の
仲
間
入
り
は
で
き
な
い
」
と

主
張
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
原
発
は
日
本
で
も
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

こ
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
幸
福
を
も
た
ら
す
女
神
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
と
も
災
い
を
も
た
ら
す
悪
魔
で
し
ょ
う
か
。

　

原
子
力
が
戦
争
に
利
用
さ
れ
た
時
、
原
爆
や
水
爆
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
そ
の
被
害
を
受
け
た
唯
一
の
国
が
日
本
で
す
。
原
爆
の

被
害
に
よ
っ
て
、
日
本
は
平
和
憲
法
を
守
る
平
和
国
家
に
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
歴
史
的
事
件
で
す
。
原
爆
の
災
い

に
つ
い
て
全
人
類
が
深
く
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

原
子
力
の
平
和
的
利
用
で
あ
る
原
発
の
災
い
に
つ
い
て
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発

事
故
が
起
こ
っ
て
も
、
ま
だ
日
本
は
「
原
発
は
安
全
だ
」
と
言
い

続
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
福
島
の
原
発
事
故
は
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ
り
も
更
に
深
い
災
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
は
本
当
に
人
間
に
幸
い
を
も
た
ら
す
も
の
か
、
そ
れ
と
も
人
間

に
不
幸
を
も
た
ら
す
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
は
核
分
裂
に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
で
す
。
私
の
友
人
に
核

融
合
の
研
究
者
が
い
ま
し
た
。
彼
は
「
核
融
合
が
で
き
れ
ば
、
全
て
の
技

術
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
人
類
に
平
和
な
世
界
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
信

じ
て
い
ま
し
た
。
世
界
の
文
明
国
が
核
融
合
研
究
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
を

費
や
し
た
か
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
、
核
融
合
は
太
陽
を
地

球
に
つ
く
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
学
問
だ
と
思
い
ま
す
。
太
陽
を
地
球
に
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
核
分
裂
は
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
が
、
や
は
り

人
間
の
思
い
上
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
科
学
技
術
で
は
な
い
か
。
ゲ
ー
テ
の

言
う
よ
う
に
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
が
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
手
を
握
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
。

発生から20 年。時間が止まったままのチェルノブ
イリ「原発城下町」
（提供：毎日新聞社） 2006年04月撮影
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我
々
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
だ
と
す
れ
ば
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

悪
魔
と
手
を
結
ん
で
こ
の
文
明
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
人
類
は
、
地
球
上
に
太
陽
を
つ
く
る
な
ど
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
や
自
然
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
存
続
し
て
い
く

と
い
う
文
明
に
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

同
時
に
科
学
技
術
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
科
学
技
術
文
明
を
進
め
る
哲
学
を
つ
く
っ
た
の
は
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
の
国
、
フ
ラ
ン
ス
は

最
も
大
き
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
原
子
力
に
依
存
す
る
国
で
す
。
そ
の
よ
う
な

科
学
技
術
の
考
え
方
、
デ
カ
ル
ト
の
考
え
方
そ
の
も
の
を
こ
こ
で
批
判
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

デ
カ
ル
ト
哲
学
に
つ
い
て
詳
し
く
語
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
デ
カ

ル
ト
は
全
て
を
疑
っ
て
、
疑
っ
た
末
に
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
「
我
」
に
達
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
表
す
の
が
「cogito, ergo sum

（
我
思
う
、
ゆ
え
に
我

あ
り
）」
と
い
う
言
葉
で
す
。

  

「
我
」が
一
番
確
実
な
も
の
で
あ
る
。
理
性
的
な「
我
」、疑
っ
て
い
る「
我
」、

考
え
て
い
る
「
我
」
が
確
か
だ
。
こ
の
「
我
」
の
証
明
の
後
に
神
の
証
明

が
あ
り
、
そ
し
て
今
度
は
「
我
」
に
対
立
す
る
外
界
の
証
明
が
あ
る
。
そ

れ
が
自
然
の
世
界
で
あ
る
。
自
然
の
世
界
の
法
則
は
数
式
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
る
科
学
的
な
世
界
で
あ
る
。
そ
の
法
則
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
科
学
的
世
界
は
解
明
さ
れ
る
。「
我
」
に
対
す
る
も
の
は
、無
機
質
な
、

い
わ
ゆ
る
数
学
的
法
則
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
自
然
世
界
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
自
然
の
法
則
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
人
間
は
た
や
す
く

自
然
を
支
配
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
自
然
は
人
間
に
と
っ
て
恐

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
然
科
学
に
よ
っ
て
、
自
然
は
容
易
に
人
間

が
支
配
で
き
る
も
の
に
な
り
、
自
然
は
奴
隷
の
ご
と
く
人
間
に
仕
え
る
も

の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
デ
カ
ル
ト
の
思
想
で
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
場
の
窓
か
ら
自
然
が
見
え
ま
す
。
そ
の
自
然
は
果
た
し
て
無
機

的
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
自
然
に
は
生
命
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
無
数
の
生

き
物
が
自
然
界
に
存
在
し
ま
す
。
そ
う
い
う
自
然
が
本
当
の
自
然
で
あ
り
、

デ
カ
ル
ト
の
言
う
よ
う
な
自
然
科
学
的
自
然
は
一
種
の
抽
象
で
は
な
い

か
。

  

私
は
西
洋
哲
学
を
日
本
史
と
と
も
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
西
洋
哲

学
を
批
判
す
る
の
は
恐
れ
多
い
こ
と
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
口
に
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
自
然
は
生
き
て
い
ま
す
。
自
然
に
は
生
き
物
が

た
く
さ
ん
い
る
。
そ
う
い
う
自
然
を
デ
カ
ル
ト
は
抽
象
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
自
然
科
学
的
世
界
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
科
学

と
科
学
技
術
が
裏
づ
け
ら
れ
た
。
デ
カ
ル
ト
は
そ
の
意
味
で
、
近
代
文
明

を
理
論
づ
け
た
最
も
偉
大
な
哲
学
者
で
あ
り
ま
す
。

　

人
間
が
自
然
を
支
配
す
る
た
め
の
自
然
科
学
は
著
し
く
発
展
し
ま
し

た
。
科
学
技
術
も
ま
た
著
し
く
発
展
し
ま
し
た
。
人
間
は
自
然
を
支
配
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
自
然
は
悲
鳴
を
上

げ
て
い
ま
す
。
自
然
破
壊
、
環
境
破
壊
が
地
球
の
至
る
と
こ
ろ
で
起
こ
っ

て
い
て
、
地
球
上
の
生
物
の
多
く
の
種
類
が
毎
年
絶
滅
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
現
代
の
文
明
の
運
命
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
デ
カ
ル
ト
哲
学
は
科
学
と
科
学
技
術
を
基
礎
づ
け
て
、
そ
れ
ま

で
支
配
で
き
な
か
っ
た
自
然
を
見
事
に
支
配
し
て
、
豊
か
で
便
利
な
文
明

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日

本
は
非
西
欧
国
家
の
中
で
い
ち
早
く
そ
の
よ
う
な
文
明
の
す
ば
ら
し
さ
を

認
め
、
採
用
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
非
西
欧
国
家
の
中
で
日
本
ほ
ど
西
洋

文
明
の
採
用
に
成
功
し
た
国
は
な
い
で
し
ょ
う
。
日
本
が
世
界
第
二
の
経
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済
大
国
に
な
っ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
文
明
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
日
本
は
こ
の
科
学
技
術
文
明
の
マ
イ
ナ
ス
面
に
よ
る
被
害
を
二

度
も
受
け
て
い
ま
す
。
一
度
目
は
広
島
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
で
す
。

二
度
目
は
福
島
で
起
き
た
原
発
事
故
で
す
。
こ
の
よ
う
な
二
度
の
経
験
を

し
た
日
本
は
こ
の
際
、
世
界
に
先
立
っ
て
新
し
い
文
明
を
模
索
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
私
は
、
日
本
は
脱
原
爆
、

脱
原
発
の
文
明
の
方
向
に
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
を
強
く

も
っ
て
い
ま
す
。

　

西
洋
は
す
ば
ら
し
い
科
学
技
術
文
明
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
文
明
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
き
詰
ま
り
を
解
決
す
る
思
想

は
ど
こ
か
に
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
東
洋
の
知
恵
が

必
要
で
は
な
い
か
。
日
本
の
文
化
の
中
に
現
代
の
科
学
技

術
文
明
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
思
想
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
五
十
年
来
考
え
続
け
て

き
て
、
今
よ
う
や
く
そ
の
答
え
を
出
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

　

日
本
仏
教
が
生
ん
だ
思
想
に
「
天
台
本
覚
思
想
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
天
台
密
教
が
流
行
し
、
比
叡
山
で

栄
え
ま
し
た
。
そ
の
天
台
密
教
の
結
論
が
天
台
本
覚
思
想

で
す
。

　

そ
の
思
想
を
端
的
に
表
す
の
が
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」

で
す
。
人
間
は
仏
性
を
持
っ
て
い
て
、
仏
に
な
れ
る
。
そ
し

て
人
間
ば
か
り
で
は
な
く
、
動
物
も
植
物
も
仏
性
を
持
っ
て

い
て
成
仏
で
き
る
。
鉱
物
や
国
の
よ
う
な
抽
象
物
も
や
は
り

仏
性
を
持
っ
て
い
て
成
仏
で
き
る
。
そ
う
い
う
思
想
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
実
は
イ
ン
ド
仏
教
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド

仏
教
で
は
、
仏
性
を
持
つ
の
は
動
物
ま
で
に
限
ら
れ
、
植
物
に
霊
性
を
認

め
る
と
い
う
考
え
方
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
中
国
の
仏
教
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
中
国
の
天
台
仏
教
で
は
道
教
の
影
響
に
よ
り
そ
う
い
う
思
想
が
一
時

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
中
国
仏
教
の
思
想
の
主
流
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
が
日
本
仏
教
思
想
の
主
流
に
な
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
天
台
密
教
と
い
う
の
は
天
台
宗
と
真
言
宗
が
合
体
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
し
て
こ
の
天
台
本
覚
思
想
が
浄
土
、
禅
お
よ
び
法
華
と
い

う
鎌
倉
新
仏
教
の
共
通
の
前
提
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
浄
土
教

の
思
想
で
も
あ
り
密
教
の
思
想
で
も
あ
り
法
華
宗
の
思
想
で
も
あ
り
ま
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す
。
と
す
れ
ば
、
日
本
仏
教
の
中
心
思
想
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

今
日
は
西
洋
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
日
本
の
仏
教

と
い
え
ば
禅
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
鈴
木

大
拙
の
著
書
『
禅
と
日
本
文
化
』
は
西
洋
の
人
々
に
よ
く
読
ま
れ
ま
し
た

か
ら
、
日
本
の
仏
教
は
禅
で
あ
る
か
の
ご
と
く
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多

い
の
で
す
。
し
か
し
、
禅
は
仏
教
宗
派
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
禅
の
み
で
日

本
文
化
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
禅
は
た
し
か
に
す
ば
ら
し
い

仏
教
で
す
が
、
そ
れ
が
日
本
仏
教
の
中
心
思
想
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本

仏
教
の
中
心

思
想
は
「
草

木
国
土
悉
皆

成
仏
」
と
い

う
言
葉
で
端

的
に
表
現
さ

れ
る
天
台
本

覚
思
想
に
あ

り
ま
す
。
私

は
五
十
年
間

仏
教
を
勉
強

し
て
、
そ
の

よ
う
な
結
論

に
達
し
ま
し

た
。

　

で
は
、
ど

う
し
て
日
本

に
お
い
て
仏

教
が
そ
の
よ
う
な
変
質
を
遂
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
狩
猟
採
集
文
化
あ
る
い
は
漁
労
採
集
文
化
が
甚
だ
発
展
し

ま
し
た
。
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
特
に
東
日
本
で
は
サ
ケ
、
マ
ス

が
遡
上
し
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
狩
猟
採
集
文
化
は
世
界
に
あ
ま
り
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
か
な
狩
猟
採
集
文
化
に
よ
っ
て
縄
文
文
化
が
発
展
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
約
二
千
五
百
年
前
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
稲
作
文
化

が
狩
猟
採
集
文
化
と
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
文
化
が
生
ま
れ
た
と

言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。

  

稲
作
文
化
は
自
然
の
恩
恵
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
。
農
業
で
も
っ
と

も
大
切
な
の
は
熱
い
太
陽
と
豊
か
な
水
で
す
。
エ
ジ
プ
ト
で
発
展
し
た
小

麦
農
業
文
明
も
、
中
国
で
発
展
し
た
稲
作
文
明
も
、
太
陽
と
水
の
恩
恵
を

受
け
て
い
ま
す
。
日
本
の
稲
作
文
明
も
太
陽
と
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。
自
然
崇
拝
と
い
う
点
に
お
い
て
、
日
本
の
稲
作
文
化
は
狩
猟
採
集
文

化
で
あ
る
縄
文
文
化
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
縄
文
文
化
を
育
ん
だ
の
は
日
本
の
神
道
で
す
。
日
本
の
神
道
と
い

う
の
は
、
明
治
以
来
の
国
家
神
道
の
よ
う
な
堅
苦
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
然
へ
の
畏
れ
と
自
然
崇
拝
か
ら
生
ま
れ
た
宗
教
で
す
。
そ
の
よ

う
な
時
代
に
も
っ
と
も
崇
拝
さ
れ
た
の
は
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
で
す
。
ヒ
ス
イ

は
、
白
地
に
緑
が
混
じ
る
石
で
す
。
そ
れ
は
雪
の
中
か
ら
顔
を
出
す
緑
を

象
徴
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
植
物
の
霊
と
言
え

る
。
ま
た
、
勾
玉
の
形
は
動
物
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
魚
や
イ
ノ
シ
シ
の
形
を
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
動
物
の
霊
と
も
言
え
る
。
つ
ま
り
ヒ
ス
イ
の
勾
玉
と

い
う
の
は
植
物
の
霊
、
動
物
の
霊
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。
日
本
人
は
、

そ
の
よ
う
に
植
物
の
霊
、
動
物
の
霊
を
縄
文
時
代
以
来
崇
拝
し
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
よ
う
な
神
道
が
仏
教
に
影
響
し
て
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」

太陽と水が稲作文化を支えてきた
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と
い
う
思
想
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
は
そ
の
よ
う
な
思
想
で
考
え
れ
ば
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
『
古
今
和
歌
集
』
は
二
十
巻
か
ら
成
り
ま
す
が
、
一
巻
か
ら
六

巻
ま
で
は
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。
春
が
二
巻
、
秋
が
二
巻
、

夏
と
冬
が
一
巻
ず
つ
。
そ
こ
で
は
日
本
の
植
物
の
美
し
さ
が
謳
わ
れ
て
い

る
。
春
は
桜
、
秋
は
も
み
じ
。
い
ず
れ
も
移
ろ
い
や
す
い
も
の
で
す
。
日

本
人
は
そ
う
い
う
移
ろ
い
や
す
い
も
の
に
深
い
美
を
見
た
の
で
す
。『
源

氏
物
語
』
の
登
場
人
物
は
、
桐
壺
、
藤
壺
、
葵
、
紫
、
夕
顔
と
い
う
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
植
物
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
ま
で
は
日
本
の
女
性

の
名
の
多
く
に
植
物
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
梅
子
、
松
子
、
藤

子
な
ど
。
そ
の
代
表
が
花
子
で
す
。

　
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思
想
は
俳
句
に
も
あ
り
ま
す
。
俳
句

は
必
ず
自
然
を
詠
む
、
自
然
の
一
瞬
を
鋭
く
と
ら
え
る
芸
術
で
す
。
俳
句

に
は
季
語
が
あ
り
ま
す
。
季
語
の
中
心
は
や
は
り
植
物
で
す
。
ま
た
、
ゲ

ー
ム
と
い
え
ば
、
西
洋
で
は
ト
ラ
ン
プ
、
中
国
で
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
日
本

で
は
花
札
で
す
。
花
札
の
絵
柄
は
、
一
月
は
松
、
二
月
は
梅
と
い
う
よ
う

に
自
然
の
植
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
ま
で
「
草
木
国
土
悉
皆

成
仏
」
と
い
う
思
想
が
広
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

国
歌
「
君
が
代
」
に
も
ま
た
そ
う
い
う
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
君
が
代
は
千
代
に
八
千
代
に　

さ
ざ
れ
石
の　

巌（
い
わ
お
）

と
な
り
て　

苔
（
こ
け
）
の
む
す
ま
で
」
と
。
小
さ
い
石
が
岩
に
な
る
。

石
が
生
き
物
の
よ
う
に
成
長
し
て
大
き
な
岩
に
な
る
。
こ
れ
は
国
家
主
義

を
謳
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思

想
が
謳
わ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

能
は
日
本
の
誇
る
伝
統
芸
能
で
す
。
能
の
主
人
公
は
、
主
に
救
わ
れ
な

い
霊
で
す
。
そ
れ
は
人
間
の
霊
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、キ
ツ
ネ
や
鵺
（
ぬ

え
）
な
ど
の
動
物
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
物
が
天
皇
を

悩
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
天
皇
を
殺
そ
う
と
し
た
こ
れ
ら
の
動
物
も
、
霊
を

持
っ
て
い
て
救
わ
れ
る
と
い
う
筋
で
す
。「
西
行
桜
」
と
い
う
能
は
、
桜

や
柳
の
木
な
ど
が
霊
を
持
ち
、
最
後
に
は
成
仏
で
き
る
と
い
う
筋
で
す
。

「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思
想
が
能
に
お
い
て
も
は
っ
き
り
語
ら

れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
演
劇
で
、
人
間
以
外
の
動
物
ば
か
り
か
植
物
、
自

然
現
象
ま
で
も
が
霊
を
持
つ
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
類
が
な
い
と
私
は
思

い
ま
す
。

　

欧
米
で
は
、
日
本
の
美
術
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
か
つ
て
は
葛
飾

北
斎
の
「
富
獄
三
十
六
景
」
が
大
変
有
名
で
し
た
。
こ
れ
が
印
象
派
の
画

家
た
ち
に
も
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
西
欧
で
も
っ
と
も
評
価

さ
れ
る
日
本
の
芸
術
家
は
伊
藤
若
冲
で
す
。
若
冲
の
最
大
の
傑
作
は
「
動ど

う

植し
ょ
く

綵さ
い

絵え

」
で
す
。
全
三
十
幅
の
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
と
植
物

が
描
か
れ
る
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。
そ
れ
は
現
在
は
宮
内
庁
所
蔵
で
す

が
、
か
つ
て
は
京
都
の
相
国
寺
と
い
う
禅
寺
に
あ
り
ま
し
た
。
相
国
寺
に

は
若
冲
の
「
釈
迦
三
尊
像
」
が
あ
り
ま
す
。
釈
迦
と
阿
弥
陀
と
観
音
の
三

像
で
す
。
観
世
音
菩
薩
は
三
十
三
に
化
身
し
て
人
を
救
い
ま
す
。
禅
宗
で

あ
る
臨
済
宗
の
も
っ
と
も
重
要
な
儀
式
で
あ
る
観
音
懺
法
は
罪
を
懺
悔
す

る
儀
式
で
す
。
そ
の
重
要
儀
式
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
が
「
釈
迦
三
尊
像
」

と
そ
れ
を
荘
厳
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
「
動
植
綵
絵
」
で
す
。

  

若
冲
の
絵
に
は
、
全
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
滅
び
ゆ
く
生
命
の

あ
り
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
生
き
物
の
世
界
は
弱
肉
強
食
の
世
界
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
カ
エ
ル
も
蛇
も
鳥
も
、
み
な
生
の
歓
喜
を
叫
ん
で
い

る
。
命
と
い
う
も
の
は
滅
び
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
世
界
は
弱
肉
強
食
で
あ

る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
し
か
し
生
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
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る
こ
と
を
高
ら
か
に
た
た
え
て
い
る
。
そ
れ
は
写
生
画
で
は
な
く
、
む
し

ろ
思
想
の
絵
で
す
。
仏
教
思
想
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
日
本
の
芸
術
の
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
も
の
、

能
や
若
冲
の
絵
は
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思
想
の
産
物
で
あ
る

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

近
代
科
学
技
術
文
明
を
推
し
進
め
た
デ
カ
ル
ト
の
考
え
方
は
、
間
違
っ

て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
世
界
の
中
で
も
っ
と
も
確
か
な
も
の
と

し
て
人
間
を
置
い
た
こ
と
は
一
種
の
抽
象
で
あ
り
誤
謬
で
あ
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
自
然
を
信
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
西
洋
社
会
は
科
学
技
術
文
明
を
生
み
出
し
、
豊
か
で
便
利
な
社
会

に
し
た
。
そ
れ
は
西
洋
の
大
い
な
る
功
績
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
性
の
哲

学
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
極
ま
り
ま
し
た
。
近
代
哲
学
は
デ
カ
ル
ト
に
始

ま
り
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
大
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
を

受
け
た
の
が
マ
ル
ク
ス
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
や
は
り
ど
こ
か
間
違

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
十
世
紀
最
大
の
哲
学
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
マ
ル
テ
ィ
ン･

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
理
性
の
哲
学
は
実
は
意
志
の
哲
学
で
あ
り
、
理

性
の
背
後
で
理
性
を
動
か
し
て
い
る
の
は
実
は
意
志
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ･

ニ
ー
チ
ェ
は
意
志
の
哲
学
を
唱
え
、
そ
の

強
烈
な
支
配
の
意
志
の
持
ち
主
を
「
超
人
」
と
呼
び
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
哲
学
は
永
劫
回
帰
の
哲
学
だ
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
に
言
わ
せ
れ
ば
、
近
代
哲
学
の
理
性
の
背
後
に
は
意
志
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
現
代
は
自
然
支
配
の
凶
暴
な
意
志
が
世
界
を
支
配
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
文
明
を
超
克
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
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ー
は
「
存
在
に
帰
れ
」
と
唱
え
ま
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
学
者
で
あ

る
イ
オ
ニ
ア
の
自
然
哲
学
者
に
は
「
存
在
」
と
い
う
も
の
が
認
識
さ
れ
て

い
た
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
「
存
在
」
は
忘
れ
ら
れ
た
。

そ
の
忘
れ
ら
れ
た
「
存
在
」
を
復
興
す
る
の
が
人
類
の
課
題
で
あ
る
と
言

っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
「
言
葉
は
存
在
の
家
で
あ
る
」
と
言
い
、

言
葉
の
中
に
新
し
い
人
類
の
救
い
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
ヘ
ル

ダ
ー
リ
ン
の
詩
の
中
に
そ
う
い
う
新
し
い
人
類
の
救
い
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
西
洋
文
明
の
批
判
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
正
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
存
在
の
哲
学
に
よ
っ
て
は
人
類
は
救
わ
れ
ま

せ
ん
。「
存
在
」
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
哲
学
者
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
、

ま
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
い
う
ド
イ
ツ
の
詩
人
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
け
れ

ど
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
人
類
は
救
わ
れ
な
い
。
人
類
存
続
の
危
機
に

つ
な
が
る
環
境
破
壊
の
問
題
は
そ
れ
で
は
解
決
で
き
な
い
。
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
我
々
日
本
人
が
出
す
べ
き
知
恵
は
や
は
り
日
本
の
伝
統
思
想

の
中
に
あ
る
。
そ
れ
が
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
と
い
う
思
想
で
す
。
こ

れ
は
人
間
と
自
然
と
の
共
生
の
思
想
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
自

然
支
配
の
哲
学
か
ら
自
然
と
の
共
生
の
哲
学
に
文
明
は
変
わ
っ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

浄
土
宗
の
僧
で
あ
り
、
私
の
中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
り
ま
す
椎し

い

尾お

辨べ
ん

匡き
ょ
う

師
が
共と

も
い
き生
の
思
想
を
唱
え
ま
し
た
。
浄
土
宗
を
始
め
た
法
然
は
善
導

と
い
う
中
国
の
仏
教
者
に
依
っ
て
い
ま
す
。
善
導
は
、
極
楽
浄
土
へ
と
も

に
行
く
こ
と
を
唱
え
ま
し
た
が
、
椎
尾
辨
匡
は
「
我
々
は
共
に
生
き
よ
う

で
は
な
い
か
」
と
唱
え
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　
「
と
も
い
き
の　

く
さ
木
虫
鳥　

な
ご
み
し
て　

い
か
し
め
ぐ
み
と　

み
ほ
と
け
は
の
る
」

　
「
ひ
と
い
き
も　

く
さ
き
の
い
き
と　

と
も
な
れ
は　

こ
の
み
さ
な
が

ら　

あ
め
つ
ち
ひ
ろ
し
」

　

共と
も
い
き生
す
る
の
は
人
間
同
士
ば
か
り
で
は
な
い
。
草
木
、
虫
、
鳥
と
も

共と
も
い
き生
す
る
。
そ
う
い
う
生
を
生
き
よ
う
で
は
な
い
か
と
椎
尾
辨
匡
は
言
う

の
で
す
。
こ
の
共と
も
い
き生
の
思
想
は
環
境
破
壊
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
な
今
後
の

人
類
の
思
想
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

浄
土
宗
か
ら
出
た
親
鸞
は
、
二
種
回
向
と
い
う
も
の
を
唱
え
ま
し
た
。

我
々
は
、
念
仏
を
唱
え
れ
ば
阿
弥
陀
様
、
仏
様
の
お
か
げ
で
極
楽
浄
土
へ

行
く
。
そ
れ
を
往
相
回
向
と
い
い
ま
す
。
往
き
の
あ
り
が
た
い
恵
み
で
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
極
楽
浄
土
に
と
ど
ま
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
こ
の

世
に
苦
し
む
人
が
い
る
限
り
、
帰
っ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を

還
相
回
向
と
い
い
ま
す
。
阿
弥
陀
様
の
お
か
げ
で
ま
た
こ
の
世
へ
帰
っ
て

く
る
と
い
う
思
想
で
す
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に

変
わ
り
の
思
想
で
す
。

　

近
代
科
学
で
は
、
阿
弥
陀
様
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
い
う
の
は
非
科
学
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
世
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
さ
ら
に

非
科
学
的
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
は
、
往
っ
て
還
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
れ
は
合
理
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
人
間
を

遺
伝
子
の
立
場
で
考
え
る
と
、
遺
伝
子
は
生
死
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

往
還
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
我
々
は
こ
こ
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
我
々
の
生
の
中
に
は
永
遠
の
昔
か
ら
共と

も
い
き生
し
て
き
た
命
が
あ
る

の
で
す
。
そ
し
て
ま
た
、
未
来
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
と
も
に
生
き
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
命
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
生
命
の
中
に
過
去
の
永
遠
と
未
来
の
永
遠
が
宿
っ
て
い
る

と
い
う
の
が
親
鸞
の
考
え
方
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
こ
の
考
え
方

に
強
く
惹
か
れ
る
の
で
す
。

記念講演



　

八
十
七
歳
の
私
に
残
さ
れ
た
人
生
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
と
十
年
し
か
な

い
と
す
れ
ば
寂
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
ま
た
こ
の
世
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
く
る
と
思
う
と
、
私
に
は
希
望
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　

私
は
四
十
年
ほ
ど
前
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
J
・
ト

イ
ン
ビ
ー
博
士
と
お
会
い
し
、
対
談
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
ト
イ
ン
ビ
ー

博
士
は
私
に
「
科
学
技
術
文
明
を
生
み
出
し
た
西
洋
社
会
は
世
界
を
支
配

し
た
。
こ
の
科
学
技
術
文
明
を
取
り
入
れ
な
い
限
り
、
国
の
発
展
は
あ
り

得
な
い
。
日
本
は
賢
明
に
科
学
技
術
文
明
を
取
り
入
れ
、
そ
し
て
成
功
し

た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
が
終
わ
れ
ば
、
新
し
い
哲
学
が
生
み
出
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
非
西
洋
諸
国
が
自
己
の
文
明
の
原
理
に
基
づ
い
て
、

新
し
い
世
界
像
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は

彼
に
「
ど
の
よ
う
な
原
理
で
つ
く
れ
ば
よ
い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
そ

れ
は
お
ま
え
の
考
え
る
こ
と
だ
」
と
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

四
十
年
経
っ
た
今
、
私
は
よ
う
や
く
ト
イ
ン
ビ
ー
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
西
洋
文
明
の
恩
恵
を
深
く
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か

ら
は
そ
の
よ
う
な
文
明
の
持
続
的
発
展
を
図
る
思
想
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
思
想
を
西
洋
以
外
の
文
明
か
ら
西
洋
社
会
に
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
の
平
和
が
初
め
て
可
能
に
な
る

と
私
は
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
私
は
一
つ
の
日
本
の
伝
統
思
想
に
基
づ
い
た
、
新
し
い
人
類
の

平
和
的
発
展
を
目
指
す
思
想
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

東京電力福島第１原子力発電所（提供：毎日新聞社） 
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

S Y M P O S I U M

被
災
者
に
宗
教
者
は

如
何
に
向
き
合
っ
て
き
た
か

テーマ

８
月
３
日（
金
）15
時
30
分
〜
17
時

国
立
京
都
国
際
会
館
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◎特別ゲスト＝アルベルト・クワトルッチ氏
　　（聖エジディオ共同体事務総長）イタリア

◎パネリスト
　　学誠法師（中国佛教協会副会長）中国
　　ユスフ・ユルドゥルム氏（キムセヨクム副理事長）トルコ
　　プラティープ・ウンソンタム・秦女史（プラティープ財団創設者・事務総長）タイ　　
　　千葉博男師（宮城県宗教法人連絡協議会副会長・竹駒神社宮司）日本

◎コーディネーター＝杉谷義純師（世界宗教者平和会議国際委員会理事長・天台宗宗機顧問）

◎進行役＝小林祖承師（実行委員会総務部長）

SYMPOSIUM

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

被
災
者
に

宗
教
者
は
如
何
に

向
き
合
っ
て
き
た
か

（
文
中
敬
称
略
）
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【
小
林
】
た
だ
い
ま
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

は
「
被
災
者
に
宗
教
者
は
如
何
に
向
き
合
っ
て
き

た
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
議
論
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
つ
と
め
て
い
た
だ

き
ま
す
の
は
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本

委
員
会
理
事
長
・
天
台
宗
宗
機
顧
問
、
杉
谷

義
純
師
で
す
。
そ
れ
で
は
皆
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
杉
谷
】　

そ
れ
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
司
会
者
よ
り
、
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
被
災
者
に
宗
教
者
は
如
何

に
向
き
合
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
高
承
の
と
お
り
近

年
、
大
災
害
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
は
、

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
地
震
は
タ
イ
も
襲
い
、
ま
た
タ
イ

で
は
先
年
、
大
洪
水
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
ト
ル
コ
、
中
国
、
イ
タ
リ

ア
で
は
大
地
震
が
起
き
て
多
く
の
被
災
者
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
は
昨
年
の
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
と
未
曾
有
の
津
波
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
者

は
ど
う
い
う
立
場
で
ど
の
よ
う
な
救
援
活
動

を
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
被
災
者
に
寄
り

添
い
、
将
来
的
に
大
震
災
と
い
う
も
の
に
ど

う
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
地
で
目
覚
ま
し
い
活
動
を
さ
れ

て
き
た
先
生
方
に
き
ょ
う
は
登
壇
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
ま
ず
五
、六
分
、
基
本
的
な
お
考
え

を
伺
い
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
ご
自
分
の
立
場
に
お
い
て
の
経
験
、

そ
れ
か
ら
将
来
の
方
向
性
等
々
、
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
で
き
れ
ば
大
変
あ
り
が

た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
ご
発
言
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
事
務

総
長
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
さ
ん
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

一
九
八
七
年
比
叡
山
で
行
わ
れ
た
初
め
て
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
よ
り
二
十
五

年
も
経
ち
、
宗
教
間
の
協
力
は
確
実
に
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
東
で
は
天
台

宗
の
山
田
惠
諦
猊
下
よ
り
は
じ
め
ら
れ
た
比
叡
山
で
の
サ
ミ
ッ
ト
、
西
で
は

聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
の
「
人
間
と
諸
宗
教
」
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
サ
ミ

ッ
ト
。 

こ
の
二
つ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
一
九
八
六
年
、
偉
大
な
前
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
が
望
ま
れ
た
ア
ッ
シ
ジ
で
の
会
議
の
精
神
に
則
っ
て
い
ま
す
。 

年
々
会
議
と
対
話
の
道
は
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

し
か
し
時
代
は
変
わ

り
ま
し
た
。 
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
情
報
が
伝
わ
る
反
面
、

人
間
の
意
識
に
何
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た

シンポジウム   

い
か
に
し
て
諸
宗
教
の
代
表
者

が
自
然
災
害
の
被
害
者
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か

聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
事
務
総
長　

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
氏

◎
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
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我
々
の
社
会
に
於
い
て
、
宗
教
の
役
割
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

各
国
内
の
事
情
に
悩
み
、
経
済
及
び
精
神
の
危
機
で
病
ん
で
い
る
欧
州
、

そ
し
て
目
的
が
定
ま
ら
ず
未
来
へ
の
新
た
な
道
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
東

の
国
々
を
前
に
、
諸
宗
教
の
代
表
者
た
ち
は
更
な
る
責
任
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
責
任
と
は
、
現
代
社
会
に
充
満
し
て
い
る
深
刻
な
疑
問

│
│
表
明
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
心
の
奥
底
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
疑
問
も
含

む
│
│
に
対
し
、「
希
望
」
と
い
う
勇
気
を
も
っ
て
応
え
、
人
々
の
心
に
語

り
か
け
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
を
背
景
に
、
今
回
選
ば
れ
た
テ
ー
マ
「
自
然
災
害
の
猛
威
と
宗
教
者

の
役
割
」は
、適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
、

地
震
、
洪
水
、
津
波
、
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
地
震
と
日
本

人
、
二
〇
〇
九
年
の
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ク
ィ
ラ
と
最
近
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ

ャ
州
で
起
き
た
災
害
と
イ
タ
リ
ア
人
、
イ
ン
ド
人
、
シ
ン
ハ
ラ
人
、

二
〇
〇
四
年
の
悲
劇
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
、
二
〇
一
〇
年
の
ハ
イ
チ
人
、
ビ

ル
マ
人
、
ア
メ
リ
カ
人
…
…
こ
の
悲
し
き
リ
ス
ト
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

自
然
災
害
を
免
れ
た
民
族
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 
こ
の
一
〇
年
間
で
、

地
震
と
い
う
災
害
だ
け
で
七
十
八
万
人
の
被
害
者
が
出
て
い
ま
す
。 

こ
の

災
害
の
多
く
の
、
い
や
多
分
こ
れ
ら
全
て
の
災
害
の
原
因
は
、
多
か
れ
少
な

か
れ
人
間
で
し
ょ
う
。 

　

そ
の
例
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
メ
キ
シ
コ
湾
に
流
れ
出

し
た
重
油
の｢

黒
い
波｣

は
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
海
を
汚
染
し
ま
し
た
。 

寓
喩
的
に
、
ま
さ
に
人
間
の
責
任
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
狂
っ
て
し
ま
っ
た

経
済
が
作
り
出
し
た
悪
が
人
間
を｢

無｣

に
し
、
命
の
価
値
を
奪
い
ま
す
。 

市
場
の
法
則
は
全
て
を
支
配
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
自
然
を
犯
し
欲
望
の
ま

ま
巧
み
に
操
り
、
自
己
利
益
の
た
め
に
利
用
し
た
が
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
会
原
発
事
故
調
査
委
員
会
が
す
で
に
公
式
に
認
め
た
よ
う
に
、

福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
津
波
に
よ
っ
た
だ
け
で
な
く
人
間
の
お

ざ
な
り
な
態
度
に
も
よ
り
ま
し
た
。 

調
査
委
員
会
は
、「
人
間
に
よ
る
事
故
」

と
さ
え
書
い
た
ほ
ど
で
す
。

　

多
く
の
人
が
宗
教
家
に
、「
も
し
神
が
人
間
を
愛
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起
こ
す
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。 

古
今
を
問
わ
ず
、
他
の
者
た
ち
は
、「
こ
の
よ
う
な
災
害
は
、
神
の
お
告
げ

で
あ
り
人
間
が
行
っ
た
悪
事
に
対
す
る
罰
で
あ
る
」
と
も
解
釈
い
た
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
神
が
決
し
て｢

悪
」
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
を
あ
ら

ゆ
る
辛
さ
・
悲
し
み
か
ら
救
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
、
と
我
々
は
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。
自
然
災
害
は
、
神
の
思
し
召
し
で
は
な
く
、
人
間
の
選
択
│ 

│
従
っ

て
人
間
の
責
任
│
│
に
よ
る
「
悪
」
の
結
果
な
の
で
す
。 

神
は
自
然
災
害
の

悲
劇
に
与
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
受
身
で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ば
、
人
間
と
忍
耐

を
分
か
ち
合
う
わ
け
で
す
。
信
仰
を
持
つ
男
女
は
、
全
て
の
災
害
の
被
害
者

に
神
が
身
近
に
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
向
上
的
な
責
任
、
打
ち
ひ
し

が
れ
る
人
々
に
慈
悲
を
感
じ
る
よ
う
人
類
を
促
す
責
任
、
及
び
あ
ら
ゆ
る
形

の
連
帯
感
を
推
進
す
る
と
い
っ
た
責
任
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

事
実
、
近
年
起
こ
っ
た
自
然
災
害
を
前
に
、
世
界
的
な
レ
ベ
ル
の
連
帯
感

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
日
本
の
地
震
・
津
波
の
際
、
世
界
各
国
か
ら
の
支
援

活
動
が
良
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
東
日
本
の
悲
劇
に
於
い
て
特
に
意
味

深
く
な
お
か
つ
効
果
的
だ
っ
た
の
は
、
諸
宗
教
間
の
連
帯
感
の
も
と
に
行
わ

れ
た
具
体
的
な
作
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
い
か
な
る
悲
劇
状
況
に

お
い
て
も
、
信
仰
を
持
つ
人
々
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
要
か
つ
特

別
な
役
割
を
果
た
す
の
で
す
。

　

実
際
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
於
い
て
、
信
仰
を
持
つ
男
女
は
、
時
に
は
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政
治
家
や
自
治
政
府
当
局
よ
り
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と

強
く
確
信
し
て
い
ま
す
。
苦
難
に
よ
り
傷
つ
い
た
者
た
ち
は
自
ら
の
姿
│ 

│

人
間
と
し
て
の
尊
厳
│ 

│
を
取
り
戻
す
た
め
に
神
の
「
姿
」
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
苦
し
む
人
々
の
孤
独
を
打
ち
壊
し
、
新
し
く
連
帯
感
を
作
り
出
す
神

の
「
手
」
に
も
な
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
は
、
イ
タ
リ
ア
で
の
数
多
き
地

震
災
害
や
二
〇
一
〇
年
ハ
イ
チ
で
の
地
震
、
及
び
二
〇
〇
四
年
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
津
波
災
害
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
時
期
に
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
・

ナ
ド
ゥ
州
で
家
や
十
五
も
の
小
学
校
を
再
建
設
し
、
そ
れ
ら
は
九
千
五
百
人

の
児
童
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
一
ヶ
月
経
っ

た
と
き
、
東
北
地
方
を
訪
問
し
ま
し
た
。
一
年
が
過
ぎ
た
今
年
、
陸
前
高
田

市
の
市
長
を
協
定
を
結
び
、
建
築
家
隈
研
吾
氏
設
計
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め

の
集
会
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
企
画
の
実
現
に
向
け
て
、

皆
さ
ん
の
資
金
援
助
を
募
っ
て
い
る
し
だ
い
で
す
。

　

最
後
に
、
自
然
災
害
を
前
に
、
諸
宗
教
の
代
表
者
の
方
た
ち
は
、
未
来
に

つ
な
が
る
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
つ
つ
、
全
世
界
に
慈
悲
と
連
帯
の

道
、
及
び｢

神
の
道
」
を
し
る
す
べ
く
生
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

【
杉
谷
】
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
さ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
聖
エ
ジ
デ

ィ
オ
共
同
体
の
世
界
各
地
に
お
け
る
救
援
活
動
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
き
ま
し
て
、
中
国
仏
教
協
会
副
会
長
の
学
誠
法
師
に
お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　

　

宗
教
は
、
天
地
自
然
や
宇
宙
法
則
と
い
う
未
知
の
分
野
へ
の
畏
敬
の
念
よ

り
生
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
類
は
、
大
自
然
の
猛
威
に
直
面
し
た
と
き
、
絶
望
的
な
無
力
感
を
覚
え

ま
す
。
人
類
は
産
業
革
命
以
来
、
科
学
技
術
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
、
近
年
で

は
「
人
類
の
力
で
自
然
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」
と
い
う
傲
慢
な

考
え
方
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
確
か
に
科
学
的
な
予
測
に
よ
り
、
自
然
災

害
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
方
で
人
類
が
自
然
を
破
壊
し
、
地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

よ
り
、
大
災
害
が
引
き
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ら
ば
科
学
技
術
の
進
歩
は
、

か
え
っ
て
人
類
に
マ
イ
ナ
ス
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
地
球
に
生
き
る
大
家
族
の
一
人
で
す
。
特
に
、
宗
教
者
は
、

そ
の
思
い
を
一
層
深
く
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
宗
教
者

は
、
大
災
害
の
被
災
者
を
救
援
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
責
任
を
負
う
か
ら

で
す
。

　

ま
ず
大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
宗
教
者
は
、
被
害
者
が
苦
し
ん
で
い
る
直

近
の
問
題
を
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
負
傷
者
の
治
療
、
住
居
の
復

興
、
生
活
基
盤
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

人
は
、
生
き
る
基
盤
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪
わ
れ
、
身
心
と
も
に
絶
望
に
う
ち

中
国
佛
教
協
会
副
会
長　

　
　
　
　
　
　
　

     

学
誠
法
師

シンポジウム   

被
災
者
に
宗
教
者
は
い
か
に

向
き
あ
っ
て
き
た
か
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ひ
し
が
れ
て
い
ま
す
。
宗
教
者
は
信
徒
た
ち
と
共
に
被
災
地
へ
入
り
、
で
き

る
限
り
の
貢
献
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
被
災
者
と
良
好
な

信
頼
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
、
長
い
支
援
の
中
で
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
宗
教
者
は
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
す
。
体
の

傷
が
癒
え
、
従
来
の
生
活
が
戻
っ
た
と
し
て
も
、
被
災
者
の
心
は
大
き
な
傷

を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
肉
体
的
な
リ
ハ
ビ
リ
よ
り
よ
ほ
ど

難
し
い
も
の
で
す
。
被
災
者
の
多
く
は
、
肉
親
や
友
人
、
ま
た
財
産
や
仕
事

を
失
っ
て
い
ま
す
。
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
の
で
す
。
そ
の
ケ
ア
が
な
い
と
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
ト
ラ
ウ
マ
を
残
し
、深
刻
な
影
響
が
出
ま
す
。
宗
教
は
、

人
々
に
安
心
を
与
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
宗
教
者
は
被
災
者
の
心
理
的
ケ
ア

に
お
い
て
、
重
大
な
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
宗
教
者
は
被
災
者
の
人
生
の
再
生
を
手
助
け
す
べ
き
で
す
。
被

災
者
の
心
身
の
傷
を
癒
す
の
み
な
ら
ず
、
被
災
者
が
新
た
な
人
生
を
歩
む
た

め
に
協
力
す
べ
き
で
す
。
災
難
は
人
々
を
苦
し
ま
せ
ま
す
が
、ま
た
一
面
で
、

そ
の
試
練
に
よ
っ
て
人
々
を
成
長
さ
せ
ま
す
。
困
難
の
な
い
人
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
激
し
い
試
練
に
直
面
し
た
人
は
、
深
遠
な
智
慧
が
身
に
つ
き
ま

す
。
人
々
が
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
災
い
は
、
無
常
を
知
ら
せ
、
改

め
て
命
の
大
切
さ
を
教
え
も
し
ま
す
。

　

第
四
に
、
宗
教
者
は
被
災
者
と
共
に
成
長
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
一
般
的

に
被
災
者
は
弱
者
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
援
す
る
者
と
、
支
援
さ

れ
る
被
災
者
と
の
間
に
強
弱
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
平
等
な
の
で
す
。
支
援

さ
れ
た
人
々
は
感
謝
の
気
持
ち
で
援
助
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
同

様
に
、
支
援
す
る
側
も
、
慈
悲
の
真
心
で
働
く
こ
と
に
よ
り
、
感
謝
さ
れ
る

喜
び
を
体
験
し
ま
す
。
そ
の
喜
び
が
、
今
後
の
幸
せ
の
指
針
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
宗
教
者
の
み
な
ら
ず
被
災
者
を
支
援
す
る
人
々
が
、
感
謝
と
慈
悲

の
気
持
ち
で
働
く
な
ら
ば
、
被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
同
時
に
自
分
自
身

を
も
助
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
、
人
間
が
最
も
恐
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
災

い
に
よ
っ
て
我
々
は
「
平
和
」
の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
、
元
気
で

生
き
て
い
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
実
感
し
ま

す
。

　

人
類
は
、
世
界
中
の
ど
の
国
、
ま
た
民
族
を
問
わ
ず
、
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
た
地
域
が
あ
れ
ば
、
即
座
に
駆
け
つ
け
援
助
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
そ
の
思

い
や
り
の
心
こ
そ
、
人
類
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
し
ょ
う
。

【
杉
谷
】
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宗
教
者
の
果
た
す
べ
き
役

割
等
に
つ
い
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
ト
ル
コ
か
ら
お
見
え
に
な
っ
た
キ
ム
セ
ヨ
ク
ム
副
理
事
長

の
ユ
ス
フ
・
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
氏
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
十
年
、
世
界
各
地
で
発
生
す
る
自
然
災
害
の
件
数
は
徐
々
に
増
え
て

き
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
大
半
は
第
三
世
界
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
が

発
生
す
る
と
多
く
の
場
合
、
食
糧
や
そ
の
他
の
物
資
と
い
っ
た
物
理
的
な
支

宗
教
指
導
者
は

自
然
災
害
の
被
災
者
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か

キ
ム
セ
ヨ
ク
ム
副
理
事
長 　

　
　
　
　
　

ユ
ス
フ・ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
氏
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援
の
提
供
に
よ
り
多
く
の
関
心
が
払
わ
れ
資
源
が
投
入
さ
れ
る
一
方
で
、
被

災
者
の
精
神
的
、
心
理
的
な
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
注
意
が

向
け
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
な
か
で
宗

教
、
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
宗
教
指
導
者
が
果
た
す
役
割
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

　

自
然
災
害
の
被
災
者
が
精
神
的
、
心
理
的
な
回
復
を
遂
げ
て
い
く
な
か
で

宗
教
指
導
者
が
一
役
を
担
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
被
災
者
の
回
復
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
未
だ

手
探
り
の
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
宗
教
指
導
者
が
被
災
し
た
地
域
社
会
と

個
人
の
両
方
に
支
援
を
提
供
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ
か
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

宗
教
指
導
者
が
被
災
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る
た
め
に
活
用
で
き
る
方
法
に

つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
自
然
災
害
の
被
災
者
が
負
っ
た
心
理
的
、
精
神
的

ダ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
被
災
者
は
壊

滅
的
な
自
然
災
害
の
後
、
過
酷
な
心
的
外
傷
性
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
被
災
者
は
信
頼
を
喪
失
し
が
ち
に
な
り
、
愛
情
深
く
慈
愛
に
満

ち
、
こ
の
世
に
秩
序
と
保
護
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
神
へ
の
信
仰
心

を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
被
災
者
の
大
多
数
は
生
き

て
い
く
上
で
の
意
味
や
希
望
を
見
失
い
、
力
を
な
く
し
、
無
力
感
に
苛
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ル
ド
・
コ
ー
ニ
ッ
ク
は
そ
の
著
書
で
あ
る
〝In the W

ake of 

D
isaster: R

eligious R
esponses to T

errorism
 and C

atastrophe

〞
の

な
か
で
、
心
的
外
傷
を
伴
う
経
験
は
被
災
者
の
力
を
確
実
に
奪
い
、
被
災
者

を
極
め
て
傷
つ
き
や
す
い
状
態
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
然
災
害
が
発
生
し
た
後
に
心
理
的
、
情
緒
的
、

精
神
的
な
回
復
を
図
る
な
か
で
、
秩
序
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
強
い
パ

ワ
ー
と
な
り
ま
す
。

　

宗
教
指
導
者
は
心
的
外
傷
に
よ
っ
て
被
災
者
の
心
に
空
い
た
穴
を
埋
め
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
災
害
発
生
後
の
状
況
の
な

か
で
次
の
二
つ
の
重
責
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

宗
教
指
導
者
が
担
う
べ
き
重
責
の
一
つ
は
、
強
力
な
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
し
て
、
被
災
者
の
精
神
的
、
心
理
的
回
復
を
後
押
し
す
る
た
め
の
支

援
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
社
会
的
、
精

神
的
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
手
段
で
す
。
被
災
者
は
自
然
災
害
と

い
う
思
い
も
か
け
な
い
厄
災
に
よ
っ
て
大
切
な
も
の
を
失
い
、
苦
悶
す
る
な

か
で
孤
独
感
を
募
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
社
会
的
支
援
の
提
供
に

は
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
絶
対
に
必
要
で
す
。
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
得
る
こ
と
が
で
き
る
集
団
的
協
力
と
相
互
依
存
の
感
覚
は
、
被
災
者
に
と

っ
て
社
会
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
り
、
力
の
源
泉
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
救
助
に
お
け
る
宗
教
指
導
者
の
存
在
は
お
の
ず
と
神
の
存
在
の
確
信

へ
と
つ
な
が
り
、
苦
難
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
大
い
な
る
安
ら
ぎ

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
災
害
対
策
の
様
々
な
段
階
で
宗
教
指
導
者
は

そ
の
存
在
感
を
示
す
べ
き
で
す
。
自
然
災
害
発
生
直
後
、
救
急
救
命
が
行
な

わ
れ
て
い
る
段
階
で
、
宗
教
施
設
を
救
援
物
資
の
配
送
拠
点
と
し
て
開
放
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
の
救
援
活
動
の
段
階
で
は
宗
教
指
導
者
は
で

き
る
だ
け
多
く
の
被
災
者
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
援
助
が
届
く
よ
う
に
他
の

災
害
救
助
機
関
と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
地
元
の
宗
教
指
導
者
が
救
援
活
動

の
な
か
で
果
た
す
役
割
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
元

の
宗
教
指
導
者
は
多
く
の
場
合
、
高
度
の
社
会
資
本
を
有
し
て
お
り
、
そ
う

し
た
社
会
資
本
は
災
害
後
の
状
況
の
な
か
で
救
援
活
動
を
効
果
的
に
行
な
う

た
め
に
は
不
可
欠
で
す
。
と
は
い
え
、
大
々
的
な
救
援
活
動
を
行
な
う
た
め

シンポジウム   
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の
資
本
を
宗
教
指
導
者
が
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。
ま
た
、
特

に
第
三
世
界
の
国
々
で
は
宗
教
が
社
会
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す

傾
向
が
あ
り
、
人
々
は
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
外
部
の
人
た
ち

よ
り
も
、
地
元
の
宗
教
指
導
者
に
よ
り
強
い
信
頼
を
寄
せ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
人
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
支
援
を
届
け
る
た
め
に

は
宗
教
組
織
と
救
助
機
関
が
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
宗
教
指
導
者
は
被
災
者
と
直
接
向
き
合
っ
て
精
神
的
、
情
緒
的
支
援

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
一
対
一
で
精
神
的
な
支
援

を
提
供
す
る
た
め
に
使
用
で
き
る
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
宗
教
的
対
処
に

よ
る
方
法
と
神
の
意
志
に
委
ね
る
方
法
で
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
自
然
災
害
な
ど
生
活
に
と
っ
て
主
要
な
ス
ト
レ
ス
と
な

る
要
因
に
直
面
し
た
時
、
人
々
は
こ
れ
ま
で
自
分
が
信
じ
て
き
た
宗
教
を
肯

定
的
に
見
直
す
場
合
と
否
定
的
に
見
直
す
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
信
じ
る
宗
教
を
肯
定
的
に
捉
え
る
人
た
ち
は
前
向
き
な
宗
教

的
対
処
法
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
深
い
宗
教
的
精
神
性
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
）に
よ
り
神
と
の
確
固
た
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
で
す
。

逆
に
、
自
分
が
信
じ
て
き
た
宗
教
を
悲
観
的
に
捉
え
る
人
た
ち
は
、
否
定
的

な
宗
教
的
対
処
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
た
め
、
神
と
の
精
神
的
つ
な
が
り
が

弱
い
人
た
ち
で
す
。

　

臨
床
心
理
学
者
で
あ
る
ケ
ニ
ス
・
パ
ー
ガ
メ
ン
ト
と
そ
の
仲
間
が
実
施
し

た
調
査
で
は
、
前
向
き
な
宗
教
的
対
処
を
す
る
人
た
ち
は
災
害
後
も
ス
ト
レ

ス
が
少
な
く
、精
神
衛
生
上
の
問
題
も
少
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
人
は
生
ま
れ
つ
き
、
悲
観
的
な
宗
教
的
対
処
で
は
な
く
前
向
き
な
宗

教
的
対
処
を
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
踏
ま
え
た
上
で
、
宗
教
指
導
者
は
被
災
者
に
よ
る
前
向
き
な

宗
教
的
対
処
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
災
者
の
精
神
的
回
復
を
促
す

た
め
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
べ
き
で
す
。
こ
の
場
合
に
使
用
で
き
る
方
策

と
し
て
は
、
被
災
者
が
発
生
し
た
自
然
災
害
を
潜
在
的
に
有
益
な
も
の
と
し

て
見
直
す
手
助
け
を
す
る
こ
と
や
、
宗
教
的
寛
容
さ
を
促
し
て
、
被
災
者
が

宗
教
か
ら
導
き
を
得
て
、
心
の
痛
み
、
怒
り
、
不
安
を
解
き
放
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
被
災
者
が
自
然
災
害
の
影
響
に
ば
か
り
目
を
向

け
る
の
を
止
め
て
、
宗
教
を
生
活
に
お
け
る
要
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に

導
く
責
任
が
宗
教
指
導
者
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

精
神
的
な
救
済
を
与
え
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
方
策
は
神
の
意
志
に
委
ね

る
こ
と
で
す
。
宗
教
指
導
者
は
、
絶
望
す
る
こ
と
を
止
め
、
神
を
全
面
的
に

信
頼
し
て
、
神
に
委
ね
る
よ
う
に
被
災
者
を
促
す
べ
き
で
す
。
神
の
意
志
に

委
ね
る
と
は
、
被
災
者
が
現
在
直
面
し
て
い
る
困
難
に
立
ち
向
か
う
方
法
を

神
が
与
え
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
る
こ
と
で
す
。
現
在
は
絶
望
の
な
か
に
あ
っ

て
も
神
は
神
の
下
僕
で
あ
る
私
た
ち
に
将
来
、
必
ず
報
い
て
く
だ
さ
る
と
信

じ
る
こ
と
で
す
。

　

イ
ー
ス
ト
テ
ネ
シ
ー
州
立
大
学
の
教
授
た
ち
に
よ
る
心
理
学
調
査
か
ら
、

神
の
意
志
に
委
ね
る
こ
と
で
、
宗
教
へ
の
忠
実
性
が
強
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

知
覚
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
が
下
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
の
意
志
に
委
ね
る
こ
と
で
被
災
者
は
神
へ
の
揺
る
ぎ
な
き
信
頼

に
根
差
し
た
新
た
な
希
望
を
見
出
し
、
楽
観
的
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
心
理

的
、
精
神
的
回
復
も
加
速
さ
れ
て
い
き
ま
す
。　

　

宗
教
指
導
者
は
災
害
救
援
活
動
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
第
三
世
界
に
お
け
る
自
然
災
害
の
発
生
件
数
は
増
え
て
お
り
、
そ
の

第
三
世
界
で
は
宗
教
的
概
念
と
信
仰
を
軸
と
し
て
社
会
組
織
が
築
か
れ
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
備
え
て
宗
教
指
導
者
は
将
来
の
自
然
災
害
の
ス
ト
レ
ス
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と
心
的
外
傷
に
耐
え
得
る
強
い
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
、
被
災
者
が

最
終
的
に
回
復
す
る
た
め
に
宗
教
が
確
固
と
し
た
拠
り
所
と
し
て
の
役
目
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
自
分
た
ち
の
立
場
を
フ
ル
に
活
用
す
べ
き
で

す
。

　【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
続
き
ま
し
て
、
タ
イ
か
ら
参
加
さ
れ
た
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
創

設
者
の
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
女
史
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
目
的
は
、
一
致
結
束
す
る
こ
と
の
力
の
強
さ
を
示
す
、

す
な
わ
ち
す
べ
て
の
宗
教
の
教
え
に
、
世
界
の
世
論
と
人
々
が
宗
派
を
超
え

て
関
心
を
持
ち
、
そ
の
教
え
を
日
々
の
日
常
生
活
の
中
に
生
か
す
よ
う
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
叶
え
ば
、
人
類
は
平
和
な
日
々
と

暮
ら
し
を
達
成
出
来
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
呼
び
か
け
は
、
今
年
は
特
に
意
義

が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
仏
陀
の
生
誕
二
千
六
百
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る
と

さ
れ
て
お
り
、
仏
陀
の
教
え
を
改
め
て
確
か
め
、
高
め
合
う
一
段
と
意
義
深

い
呼
び
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
被
災
者
に
宗
教
者
は
如
何
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
」
と
い
う
テ

ー
マ
は
、
私
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
第
一
に
「
指
導
者
」
と
は
何
か
の
定
義
づ
け
を
し
ま
し

ょ
う
。
指
導
者
と
は
、
物
事
の
先
行
き
を
明
示
す
る
能
力
、
す
な
わ
ち
他
者

よ
り
も
先
ん
じ
て
進
む
べ
き
行
く
手
を
見
る
努
力
を
し
、
文
字
通
り
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
指
し
示
し
、
導
く
こ
と
が
出
来
る
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
す
れ
ば
そ
の
指
導
者
は
、
人
々
を
導
き
、
適
切
な
助
言
を
与
え
、
必
要
で

あ
れ
ば
様
々
な
意
見
を
束
ね
て
共
通
の
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
こ
と
が
出
来
る
で

し
ょ
う
。
よ
き
指
導
者
と
は
、
自
ら
に
従
っ
て
く
れ
る
人
々
に
信
頼
を
置
い

て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
何
が
起
こ
り
、
ど
ん
な
結
果
が
生
じ
る
か
を
見
通
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
災
害
は
、
い
つ
も
突
然
起
こ
り
、
予
測
出
来
な
い
壊
滅
的
な
変
化
を

人
間
の
生
活
に
も
た
ら
し
ま
す
。
愛
す
る
者
た
ち
の
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
重

傷
を
負
い
、
家
々
は
破
壊
さ
れ
、
大
切
に
し
て
き
た
財
産
や
貴
重
な
品
々
も

瞬
時
に
失
い
ま
す
。
そ
れ
を
悲
し
む
い
と
ま
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
災
害
が
起
き
る
た
び
に
、
私
は
仏
陀
の
三
つ
の
教
え

を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、「
念
」。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
起
き
る
こ
と
の
真
相
を
つ
か
ん
で
自
覚
し
、気
づ
く
こ
と
。
二
つ
目
は
、

「
定
」。
最
も
大
切
な
真
相
に
集
中
出
来
る
こ
と
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、「
智

慧
」。
す
な
わ
ち
災
害
が
も
た
ら
し
て
い
る
物
的
、
人
的
、
さ
ら
に
は
人
々

の
心
に
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
は
何
か
を
見
抜
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
私
た
ち
は
災
害
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
か
ら
脱
却
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
仏
陀
は
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
〇
一
一
年
は
、
幾
つ
も
の
国
々
が
自
然
災
害
に
直
面
し
た
年
で
し
た
。

私
の
国
タ
イ
で
は
大
洪
水
が
押
し
寄
せ
、
日
本
で
は
大
地
震
と
大
津
波
に
見

シンポジウム   
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史
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舞
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
命
が
失
わ
れ
、
家
や
働
き
場
な
ど
人
々
が
築
き
上

げ
て
き
た
も
の
が
広
大
な
範
囲
と
規
模
に
わ
た
っ
て
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
人
々
の
間
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
、
悲
惨
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま

っ
た
の
か
と
の
疑
念
を
生
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
疑
念
に
対
し
て
は
、
消
極
的
な
答
え
と
積
極
的
な
答
え
の
二
つ
が
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。　

消
極
的
で
否
定
的
な
答
え
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
は
、

罪
深
き
人
間
に
天
が
罰
を
下
し
た
の
だ
と
い
う
考
え
で
す
。
一
方
、
積
極
的

な
答
え
と
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
は
私
た
ち
人
間
の
力
を
試
す
機
会
だ
と
受
け

止
め
る
考
え
で
す
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
一
連
の
自
然
災
害

で
深
刻
な
苦
難
や
悲
し
み
を
経
験
し
、
そ
の
苦
し
み
は
今
も
続
い
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
災
者
の
方
々
は
「
念
」
と
「
定
」
の
気
持
ち

を
失
わ
ず
、
復
興
と
自
立
の
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ご
努
力
を

拝
見
し
て
い
る
と
、
き
っ
と
多
く
の
困
難
を
克
服
さ
れ
て
、
人
間
と
し
て
の

新
た
な
叡
智
を
達
成
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
実
践
を
見
つ
め
て
い
る
と
、
す
べ
て
の
宗
教
の
指
導
者
が
、「
四

無
量
心
」
を
唱
え
た
仏
陀
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
「
四
無
量
心
」
と
は
「
慈
悲
喜
捨
」
の
四
つ
の
教
え
で
す
。
一
つ
目
の
「
慈

し
み
」
と
は
、
す
べ
て
の
生
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
深
く
慈
し
む
心
を
持
つ

こ
と
。
二
つ
目
の
「
悲
し
み
」
は
、
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
共

感
し
、
共
苦
す
る
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
。
三
つ
目
の
「
喜
び
」
は
、

す
べ
て
の
人
々
の
心
の
幸
せ
を
見
て
、
こ
れ
を
妬
ま
ず
、
共
に
喜
ぶ
心
を
持

つ
こ
と
。
そ
し
て
四
つ
目
の
「
捨
」
と
は
心
の
平
静
の
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

執
着
、
我
執
を
捨
て
て
自
由
と
な
る
心
を
持
つ
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
過
度
に

喜
び
過
ぎ
た
り
、
悲
し
み
過
ぎ
た
り
せ
ず
に
心
を
平
静
に
保
つ
よ
う
心
が
け

る
こ
と
で
す
。
た
と
え
最
悪
の
状
況
に
直
面
し
、
人
知
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
来
な
い
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
も
、
こ
の
教
え
を
身
に
つ
け
て
お
れ
ば
、

人
々
は
心
を
和
ら
げ
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
の
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
四
つ
の
教
え
は
、
危
機
的
な
困
難
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
時
に
、
人
々
の
心
を
癒
し
、
社
会
に
安
ら
ぎ
と
平
和
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

極
め
て
大
切
な
教
え
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
経
っ
た
二
〇
一
二
年
三
月
十
一
日
、

私
は
あ
ら
た
め
て
「
慈
し
み
」
に
始
ま
る
仏
陀
の
教
え
を
思
い
起
こ
し
て
い

ま
し
た
。
大
震
災
が
起
き
、
大
津
波
が
襲
っ
た
時
、
世
界
中
の
国
々
の
人
々

が
東
日
本
に
関
心
を
寄
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
、
支
援
活
動
を
行
っ
た
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
天
台
宗
の
皆
さ
ま
方
は
、
ふ
だ
ん
瞑
想
の
場
と

し
て
い
た
ホ
ー
ル
や
施
設
を
直
ち
に
開
放
し
て
、
近
い
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
い
と
こ
ろ
か
ら
も
被
災
さ
れ
た
人
々
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
あ
な
た
は
受
け
入
れ
る
、
あ
な
た
は
受
け
入

れ
な
い
と
い
っ
た
差
別
は
一
切
な
く
、
す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
は
、
大
洪
水
が
起
き
た
タ
イ
で
も
同
じ
よ
う
な
光
景
を
目
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
宗
派
を
超
え
て
、
食
べ
物
や
日
用
品
を
被
災
者
の
も

と
に
届
け
合
い
ま
し
た
。
日
本
や
タ
イ
で
の
こ
う
し
た
行
い
は
、
次
の
時
代

を
担
う
若
者
た
ち
に
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

天
台
宗
の
皆
さ
ま
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
長
い
、

長
い
ご
努
力
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
そ
し
て
今
回
の
記
念
す
べ
き
会

議
に
国
内
外
か
ら
ご
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
敬
意
を

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
会
議
が
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
国
々
に
生
き

る
人
々
の
力
を
束
ね
、
協
力
し
合
い
、
絆
を
結
ん
で
共
に
生
き
て
ゆ
く
契
機
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に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
私
は
固
く
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
静
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

宗
教
間
の
連
帯
、
ま
た
国
際
的
な
支
援
が
あ
ち
こ
ち
の
災
害
に
寄
せ
ら
れ
、

特
に
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
世
界
各
地
か
ら
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
ま
し
た
。
次
は
、
震
災
に
襲
わ
れ
た
宮
城
県
に
お
い
て
諸
宗
教
を
お
ま
と

め
に
な
っ
て
、
救
援
活
動
を
率
先
さ
れ
て
き
た
竹
駒
神
社
宮
司
、
宮
城
県
宗

教
法
人
連
絡
協
議
会
副
会
長
の
千
葉
博
男
先
生
に
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
の
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
県
の

宗
教
者
の
一
人
と
し
て
、
神
社
界
と
私
が
関
係
す
る
宗
教
団
体
で
の
諸
活
動

の
一
端
に
つ
い
て
、
宮
城
県
神
社
庁
長
そ
し
て
竹
駒
神
社
宮
司
と
し
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
で
す
が
、
県
内
約
二
千
の
宗
教
法

人
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
、
伝
統
宗
教
と
新
宗
教
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
教

派
を
超
え
て
、
会
員
相
互
の
研
鑽
と
交
流
と
を
目
的
と
し
て
諸
活
動
を
続
け

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
震
災
で
、
身
元
不
明
者
の
遺
体
が
仙
台
市
の
葛
岡
斎
場
で
弔
わ

れ
る
こ
と
な
く
火
葬
に
伏
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
痛
め
た
仙
台
仏
教
界
が

「
無
料
読
経
奉
仕
」
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
斎
場
二
階
ロ
ビ
ー
で
、
仙
台

キ
リ
ス
ト
教
連
合
を
始
め
と
し
て
当
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
宗
教
者
有
志

が
連
携
し
遺
族
の
話
を
聞
く
「
心
の
相
談
室
」
を
設
け
、
遺
族
の
無
念
の
思

い
と
不
安
を
和
ら
げ
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
内
容
に
よ
っ
て
は

法
律
、
医
療
な
ど
は
専
門
家
に
取
り
次
ぐ
こ
と
も
致
し
ま
し
た
。
こ
の
心
の

相
談
室
設
置
後
、
こ
れ
を
常
設
し
継
続
し
よ
う
と
の
声
が
挙
が
り
、
五
月
に

は
宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
が
後
援
団
体
と
な
り
、
心
の
相
談
室
は
宗

教
者
有
志
の
会
と
し
て
衣
替
え
を
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
、
自
主
的
に
活
動
す
る
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
昨
年
の
四
月
以
降
毎
月
十
一
日
、
仙
台
市
の
葛
岡
斎
場
に

あ
る
身
元
不
明
者
遺
体
安
置
所
に
於
い
て
、
各
宗
教
・
宗
派
の
宗
教
者
が
持

ち
回
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
に
基
づ
き
弔
い
の
儀
礼
を
行
う
チ
ー
ム
。
次

に
昨
年
十
月
よ
り
固
定
電
話
二
台
を
設
置
し
、
毎
週
水
・
日
曜
日
、
宗
教
者

が
対
応
す
る
電
話
相
談
の
チ
ー
ム
。
三
つ
目
は
、
僧
侶
・
牧
師
な
ど
の
宗
教

者
が
中
心
と
な
っ
て
、
直
接
被
災
地
の
仮
設
住
宅
等
に
赴
き
、
移
動
式
喫
茶

店
「
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
」
を
催
し
て
、
お
茶
と
ケ
ー
キ
を
提
供
し
な
が

ら
被
災
者
の
「
心
の
声
」「
心
の
叫
び
」
を
聴
く
活
動
を
展
開
し
て
い
る
チ

ー
ム
。
四
つ
目
は
、
悩
み
を
抱
え
て
苦
し
み
迷
っ
て
い
る
方
が
一
歩
前
に
踏

み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
、
電
波
を
通
じ
て
よ
り
多
く
の
人
に
宗
教

界
や
各
界
の
著
名
人
か
ら
の
支
援
の
言
葉
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
Ｆ
Ｍ
放

送
ラ
ジ
オ
「
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
」
を
企
画
製
作
す
る
グ
ル
ー
プ
。
五
つ

目
は
、
公
開
講
演
会
、
被
災
者
支
援
講
演
会
を
企
画
・
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
。

被
災
者
に
宗
教
者
は

如
何
に
向
き
合
っ
て
き
た
か

宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
副
会
長

宮
城
県
神
社
庁
長
・
竹
駒
神
社
宮
司 　

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
博
男
師
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六
つ
目
は
、（
財
）
東
北
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
に
集
約
さ
れ
た
宗
教
団
体
等
か
ら

の
寄
附
に
よ
り
、
東
北
大
学
に
「
実
践
宗
教
学
」
講
座
を
設
け
た
こ
と
を
受

け
、
心
の
相
談
室
に
寄
附
講
座
運
営
委
員
会
を
設
け
、
学
外
の
意
見
も
反
映

さ
せ
な
が
ら
講
座
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
人
々
の
悲
嘆
や
不
安
に
寄
り
添
う

「
臨
床
宗
教
師
」
の
育
成
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
心
の
相

談
室
の
活
動
を
実
現
で
き
た
の
は
、
各
宗
派
の
ご
寄
付
、
さ
ら
に
は
世
界
宗

教
者
平
和
会
議
か
ら
の
多
大
な
ご
寄
付
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
所
属
す
る
宮
城
県
神
社
庁
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
全

国
神
社
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
災
害
支
援
物
資
の
被
災
地
搬
送
は
も
と
よ

り
、
神
社
本
庁
が
全
国
神
社
庁
を
通
じ
て
取
り
纏
め
ら
れ
た
多
額
の
義
捐
金

等
を
も
と
に
、
流
失
・
大
破
し
た
神
社
跡
地
に
社
名
を
記
し
た
標
柱
を
立
て

て
、
当
面
の
間
被
災
者
の
祈
り
の
場
と
し
た
祭
祀
施
設
「
御み

は
し
ら柱
」
の
設
置
。

さ
ら
に
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
た
被
災
家
庭
に
対
し
て
伊
勢
神
宮
よ
り
提
供

さ
れ
た
簡
易
神
棚
と
神
宮
大
麻
の
無
償
頒
布
を
通
じ
家
庭
祭
祀
の
復
活
等
の

災
害
支
援
策
を
講
じ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
社
殿
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
五
十
一
社
に
つ
い
て
は
氏
子

か
ら
の
支
援
も
困
難
な
た
め
、
神
社
の
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
神
社
本
庁

か
ら
の
復
興
支
援
金
と
伊
勢
神
宮
か
ら
提
供
さ
れ
る
檜
木
等
の
間
伐
材
を
活

用
し
た
社
殿
再
建
計
画
を
取
り
纏
め
、
現
在
、
第
一
次
と
し
て
十
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
六
棟
の
社
殿
再
建
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

社
殿
は
わ
ず
か
三
坪
程
度
の
仮
社
殿
で
す
が
、
氏
子
の
人
達
が
心
願
成
就
を

始
め
さ
ま
ざ
ま
な
祈
願
を
す
る
祭
場
と
し
て
、
更
に
祭
典
や
多
年
に
亘
り
地

元
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
等
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
再
び
氏
子
の
絆

が
深
ま
り
、
ひ
い
て
は
故
郷
再
生
へ
と
繋
が
る
道
標
に
な
れ
ば
、
そ
の
意
義

は
大
き
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
第
二
次
申
請
を
受
け
付
け
、
氏
子
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
社
会
構
築
を
進
め
る
上
で
も
、
一
棟
で
も
多
く
の
社
殿
再
建
が
果
た
さ

れ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
宗
派
教
団
に
於
い
て
物
故
者
の
追
悼
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
特
に
宮
城
県
宗
教
法
人
連
絡
協
議
会
で
は
昨
年
、
百
日
合
同
慰

霊
祭
、
さ
ら
に
今
年
三
月
九
日
に
は
「
東
日
本
大
震
災
合
同
慰
霊
祭
」
を
名

取
市
閖
上
の
日
和
山
で
各
宗
派
代
表
が
参
列
し
て
御
魂
の
平
安
を
祈
り
ま
し

た
。

　

更
に
大
震
災
発
生
よ
り
一
年
と
な
る
今
年
三
月
十
一
日
、
神
社
本
庁
主
催

に
よ
り
ま
す
「
東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
祭
」
が
遺
族
を
始
め
神
社
関
係

者
多
数
参
列
の
も
と
、
石
巻
市
の
日
和
山
公
園
で
田
中
恆
清
神
社
本
庁
総
長

が
斎
主
と
な
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
財
団
、
日
本
文
化
興
隆
財
団
の
協
力
の
も
と
、
大
津
波
で
流

失
し
た
宮
城
県
山
元
町
鎮
座
の
八
重
垣
神
社
で
心
の
故
郷
鎮
守
の
杜
再
生
の

た
め
の
植
樹
祭
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
百
名
が
参
加
し
て
執
り
行
わ
れ
、
引
き

続
き
鎮
守
の
杜
流
失
神
社
境
内
で
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
宮
司
を
努
め
る
竹
駒
神
社
で
は
、
震
災
直
後
、
施
設
を
開
放
し
避
難

者
の
受
け
入
れ
を
始
め
支
援
物
資
の
被
災
地
搬
送
、
各
地
避
難
所
で
の
炊
き

出
し
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
地
元
岩
沼
市
内
の
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
約
二
百
名
を
招
待
し
て
、
心
の
安
寧
と
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
念
し
て
「
雅
楽
の
夕
べ
」
を
昨
年
九
月
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
神

社
庁
教
化
部
も
各
仮
設
住
宅
で
同
様
の
「
雅
楽
の
夕
べ
」
を
実
施
し
、
被
災

者
か
ら
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
雅
楽
の
夕
べ
」
は
、今
年
は
隣
接
の
名
取
市
に
お
い
て
来
る
十
月
、

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
々
を
招
き
、
名
取
市
震
災
復
興
部
生
活
再
建
支

援
課
主
催
と
い
う
形
を
取
り
、
竹
駒
神
社
の
雅
楽
会
奉
仕
に
よ
る
演
奏
会
を

行
う
予
定
で
、
仮
設
住
宅
で
孤
立
が
ち
な
人
々
に
、
千
二
百
年
の
伝
統
あ
る
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雅
楽
、
舞
楽
を
通
じ
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
日
々
稽
古

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
未
曾
有
の
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
る
被
害
を
受
け
た
故
郷
を
復
興
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
共
宗
教
者
は
各

宗
派
教
派
の
教
義
を
超
え
て
互
助
共
生
の
精
神
を
も
っ
て
被
災
者
の
心
に
寄

り
添
い
、
一
歩
一
歩
復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
世
界
平
和
達
成
の
た
め
比
叡
山
で
の
宗
教
者
平
和
の
祈

り
を
通
じ
、
大
い
な
る
成
果
と
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

千
葉
宮
司
さ
ん
に
は
具
体
的
な
救
援
活
動
等
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
震
災
に
お
い
て
は
物
的
な
支
援
と
同
時
に
心
の
打
撃
が
大
き
い
人
々
に

対
し
て
心
の
救
済
、
そ
う
い
う
二
本
柱
が
救
援
活
動
の
中
心
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
救
援
活
動
を
通
じ
て
特
に
い
ろ
い
ろ
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
問
題

点
が
あ
っ
た
か
、
ど
う
い
う
点
は
非
常
に
う
ま
く
い
っ
た
か
、
物
的
な
支
援
、

心
の
支
援
等
に
つ
い
て
、
例
え
ば
行
政
府
、
政
府
や
地
方
行
政
府
と
の
連
携

が
う
ま
く
い
っ
た
り
、
あ
る
い
は
非
常
に
難
し
い
問
題
が
出
て
き
た
り
と
、

そ
の
よ
う
な
体
験
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
物
心
の
両
面
に
わ

た
る
救
援
の
中
で
具
体
的
に
ど
う
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
っ
た
か
。
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
さ
ら
に
伺
え

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　【
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
】　

二
つ
の
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

苦
悩
し
て
い
る
被
災
者
を
私
た
ち
は
助
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、

連
帯
の
心
を
持
っ
て
物
質
的
な
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
政
治
、
あ
る
い
は
市
民
社
会
と
共
に
宗
教
が
加
わ
る
こ
と
で
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
相
乗
効
果
が
出
せ
な
け
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
が
失
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
十
年
に
過
激
な
自
然
災
害
が
た
く
さ
ん
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
場

シンポジウム   
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合
、
物
質
的
に
も
ま
た
精
神
的
に
も
、
被
災
者
を
助
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
の
で

す
。

　

被
災
者
の
方
々
に
は
た
だ
ち
に
洋
服
が
必
要
で
す
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
て
、
友
情
や
希
望
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
誰
も
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
者
の
方
々
が
た
だ
生
き
残
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
実
際
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、そ
れ
ら
は
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
お
金
に
過
剰
な
信
頼
を
寄
せ
過
ぎ
て
い
ま
す
。
お
金
は
そ
ん
な

に
価
値
が
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
お
金
が
な
く
て
も
、
宗
教
指
導
者
に
は

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
お
金
だ
け
あ
っ
て
も
、
精
神
的
な
も
の
が

な
け
れ
ば
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

一
つ
の
集
落
を
人
間
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
そ
の
も

の
を
人
間
的
な
も
の
に
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
で
は
、
次
の
集
い
を
九
月
に
サ
ラ
エ
ボ
で
開
き
ま

す
。
こ
れ
は
紛
争
か
ら
二
十
年
と
い
う
こ
と
で
開
く
の
で
す
。「
将
来
の
た

め
に
共
に
生
き
る
」
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
中
の
パ
ネ
ル
の
一
つ

に
「
人
間
を
見
つ
け
る
た
め
に
神
を
探
そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

共
に
一
緒
に
や
っ
て
い
く
た
め
に
、
人
間
を
再
び
見
つ
け
る
た
め
に
神
を
探

そ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
を
す
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
私
た
ち

宗
教
指
導
者
に
は
果
た
せ
る
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
杉
谷
】　

宗
教
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
学
誠
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
中
国
に
お
い
て
の
四
川
の

大
地
震
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
救
援
が
佛
教
協
会
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
か
。
ま
た
、
ど
う
い
う
点
で
難
し
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
学
誠
】　

二
〇
〇
八
年
に
は
我
が
国
の
四
川
省
に
お
き
ま
し
て
大
き
な
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
全
日
本
仏
教
会
を
は
じ
め
、
各
国
が
心
の

こ
も
っ
た
支
援
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

去
年
の
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
と
き
に
は
、
我
が
中
国

佛
教
協
会
と
し
て
は
伝
印
会
長
が
団
を
率
い
て
日
本
国
に
来
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
は
東
京
と
京
都
と
い
う
二
つ
の
場
所
で
追
悼
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
佛
教
協
会
と
し
て
も
募
金
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
震
災
、
大
災
害
が
起
こ
れ
ば
、
い
か
に
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
く
か
、

ま
た
い
か
に
人
々
を
救
う
か
と
い
う
気
持
ち
は
、
ど
ん
な
宗
教
で
も
同
じ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

大
震
災
が
起
き
た
場
合
に
は
、け
が
人
、そ
し
て
地
震
で
生
き
埋
め
に
な
っ

た
人
々
を
一
刻
も
早
く
救
い
出
し
、
病
院
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
急
務
で
す
。
ま

た
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々
の
慰
霊
を
荘
厳
に
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

被
災
地
の
人
々
の
不
安
や
、
心
の
傷
を
払
拭
す
る
た
め
の
努
力
も
必
要
で

す
。
特
に
お
年
寄
り
の
方
、
ま
た
子
供
た
ち
に
は
特
別
な
思
い
や
り
を
寄
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
宗
教
は
信
者
に
呼
び
か
け
、
救
援
活
動
を
展
開
す

べ
き
で
す
。

　

私
が
住
職
を
し
て
い
る
北
京
龍
泉
寺
に
は
、
北
京
仁
愛
基
金
会
が
あ
り
ま

す
。
四
川
大
地
震
の
時
に
は
基
金
会
が
十
七
ヶ
所
の
小
学
校
を
つ
く
り
ま
し

た
。
ま
た
北
京
の
学
校
の
先
生
た
ち
に
呼
び
か
け
、
被
災
地
域
の
小
学
校
、

中
学
校
の
先
生
た
ち
に
地
震
に
つ
い
て
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
、
心

理
的
な
リ
ハ
ビ
リ
も
し
ま
し
た
。
中
国
政
府
か
ら
は
、
そ
の
時
の
救
援
活
動

に
よ
り
貢
献
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
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宗
教
の
大
き
な
財
産
は
、
思
い
や
り
の
精
神
、
そ
し
て
慈
愛
の
精
神
、
信

者
の
人
々
だ
と
思
い
ま
す
。

【
杉
谷
】　

今
、
非
常
に
貴
重
な
具
体
的
体
験
の
お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
ほ
ど
ク
ワ
ト
ル
ッ
チ
さ
ん
の
お
話
に
も
、
希
望
を
与
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
生
き
る
希
望
と
い
う
も
の
が
大
事
で
あ
る
、
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

更
に
ユ
ス
フ
・
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
氏
か
ら
は
、い
わ
ゆ
る
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
被
災
地
域
に
確
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
話
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
、
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
今
あ
る
教
会
と

い
う
か
ム
ス
リ
ム
の
教
会
の
組
織
と
は
別
に
、何
か
お
つ
く
り
に
な
る
の
か
。

ど
う
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
か
、
も
う
少
し
具
体
的
に
ご
説
明
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
ユ
ル
ド
ゥ
ル
ム
】　

誰
も
が
信
仰
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
あ

れ
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
仏
教
で
あ
れ
、
人
々
は
何
か
を
信
仰
し
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
感
情
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
思
い
や
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食
品
や
衣
服
な
ど
被
災
地
に
必
要
な
も
の
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
父
や
母
、
夫
や
妻
、
あ
る
い
は
兄
弟
姉
妹
を
亡
く
し
た
人
に
対
し
て
は
、

そ
れ
だ
け
が
ニ
ー
ズ
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

　

私
ど
も
の
組
織
で
は
、
精
神
的
な
な
ぐ
さ
め
を
与
え
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。こ
れ
が
地
元
の
宗
教
指
導
者
の
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

地
元
の
宗
教
指
導
者
は
、
地
域
社
会
に
対
し
て
強
い
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
社
会
は
宗
教
指
導
者
に
非
常
な
尊
敬
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
地
元
の

宗
教
指
導
者
は
、
被
災
者
が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　

ト
ル
コ
の
東
部
で
地
震
が
あ
っ
た
時
に
、
政
府
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
地
震
か
ら
復

興
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
様
々
な
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
私
ど
も
の

団
体
組
織
は
、
地
元
の
指
導
者
と
協
力
を
し
、
被
災
者
が
孤
立
し
て
孤
独
の

中
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
神
を
信
じ
、
神

が
何
ら
か
の
形
で
助
け
て
く
れ
る
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
活
は
よ

り
快
適
な
も
の
に
な
る
と
指
導
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
信
仰
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
う
言
い
方
を
し
た
わ
け
で
す
。

【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

宗
教
者
が
勇
気
、
希
望
を
与
え
て
い
く
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
震
災
被
害
に
つ
い
て
、
何
よ
り
も
大
き
な
敵
と
言
っ
て
は
お

か
し
い
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
何
か
と
申
し
ま
す
と
、
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
事
件

が
あ
っ
た
、
大
震
災
が
あ
っ
た
。
時
が
た
つ
と
当
初
の
救
援
、
支
援
の
心
が

薄
ら
い
で
、
だ
ん
だ
ん
被
災
を
受
け
て
い
な
い
人
々
の
心
の
中
か
ら
被
災
に

苦
し
ん
で
い
る
方
を
忘
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
本
当
に
重
要
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
を
防
い
で
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い

て
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
さ
ん
、
何
か
お
考
え
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
秦
】　

我
々
が
災
害
の
備
え
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
社
会
の
た
め
に
、

国
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
災
害
に
対
応
で
き
る
人
々
を
ど
の
よ
う
に
訓
練
す
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る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
文
化
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
隣

の
人
を
愛
し
、
慈
し
み
、
思
い
や
る
と
い
う
新
し
い
文
化
を
作
り
出
す
こ
と

で
す
。

　

例
え
ば
タ
イ
で
は
、
七
年
前
に
津
波
と
洪
水
が
あ
り
し
た
。
愛
す
る
人
を

失
っ
た
、
ま
た
財
産
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
は
、
心
の
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）

を
抱
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
何
か
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
人
、
友
達
に
な
れ
る

人
、
自
分
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
え
る
人
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
仮
設
住
宅
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
住
宅

が
向
き
合
う
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
仮
設
住
宅
に
住
む
人
々

が
お
隣
の
人
に
、「
こ
ん
に
ち
は
、
き
ょ
う
は
体
の
調
子
は
ど
う
？
」
と
い

う
こ
と
を
互
い
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
し
た
。
心
の
痛
み

を
い
や
す
会
話
が
で
き
る
、
誰
か
と
話
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
た
め

に
そ
う
し
た
の
で
す
。

　

タ
イ
の
津
波
の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
電
力
、

ガ
ス
、
水
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
し
た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
人
々
に

対
応
す
る
の
か
。
負
傷
し
た
人
を
ど
う
す
る
の
か
等
々
を
訓
練
し
て
、
被
災

地
へ
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

我
々
は
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
生
活
で
起
こ
っ
た
こ

と
を
乗
り
越
え
て
、
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
訓
練
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
災
害
に
対
し
て
訓
練
を
す
る
。
こ
れ
は
起
こ
っ

て
く
る
災
害
に
対
し
て
の
訓
練
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
害
を
忘
れ
な
い
。
そ

れ
が
単
に
被
災
者
を
物
的
に
救
援
す
る
、
け
が
を
し
た
人
等
を
救
済
す
る
だ
け

で
な
く
て
、
前
向
き
に
生
き
て
い
く
、
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
、
そ
う
い
う

生
き
方
の
訓
練
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
千
葉
宮
司
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

被
災
地
の
現
場
に
お
ら
れ
て
、
被
災
地
以
外
の
方
々
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
。

大
変
切
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を

防
止
す
る
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
何
か
発
信
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
も
お
考
え
か
と
思
い
ま
す
。
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シンポジウム   

【
千
葉
】　

仮
設
住
宅
に
入
っ
て
お
ら
れ
る
人
た
ち
が
今
、
大
変
窮
屈
な
生
活

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
家
を
流
さ
れ
た
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

神
社
界
で
は
そ
う
い
っ
た
方
々
に
家
庭
で
の
祈
り
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

神
棚
、
そ
れ
か
ら
お
伊
勢
さ
ん
の
御
神
符
を
無
償
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

日
々
家
庭
の
中
で
祈
り
を
さ
さ
げ
る
と
い
う
こ
と
を
復
活
さ
せ
て
い
く
べ

く
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

神
社
界
だ
け
で
申
し
ま
す
と
、
宮
城
県
の
場
合
は
六
七
〇
社
く
ら
い
被
害

が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
う
ち
完
全
に
流
さ
れ
た
り
壊
れ
た
の
が
五
十
一
社

あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
我
々
と
し
て
は
、
そ
れ
を
ま
ず
復
興
す
る
こ
と
が

宗
教
者
と
し
て
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
神
社
本
庁
や
お
伊

勢
さ
ん
か
ら
い
ろ
ん
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
、
今
再
建
を
し
て
い
る
最
中

で
す
。
や
は
り
被
災
者
に
と
っ
て
は
祈
り
の
場
を
早
く
復
活
し
て
あ
げ
る
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。崇
敬
者
の
お
話
を
承
っ
て
お
り
ま
す
と
、や
っ

ぱ
り
信
仰
を
持
っ
て
い
る
人
は
立
ち
直
り
が
早
い
の
で
す
。
自
分
が
神
様
を

信
じ
て
祈
り
を
さ
さ
げ
て
お
誓
い
を
す
る
。
そ
の
お
誓
い
が
信
仰
の
力
と

な
っ
て
復
活
に
多
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

石
巻
に
も
冷
凍
設
備
が
全
部
流
さ
れ
て
だ
め
に
な
っ
た
会
社
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
こ
の
信
者
さ
ん
も
や
は
り
私
ど
も
の
お
宮
に
来
て
お
祈
り
を

さ
さ
げ
、
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
素
早
く
復
活
し
て
い
ま

す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
他
人
を
頼
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
自
分
も
み
ず
か
ら

努
力
を
し
て
、
神
様
の
ご
加
護
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

私
は
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
は
と
に
か
く
神
社
の
復
活
と
、
そ
れ
か
ら
被
災
さ
れ
た
氏
子
の
方
々

が
復
興
し
た
神
社
に
集
ま
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
社
会
を
お
互
い
に
確
認
し
合

う
、
そ
の
こ
と
で
お
互
い
に
ま
た
結
束
が
強
ま
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

【
杉
谷
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

千
葉
先
生
の
お
話
も
あ
る
意
味
で
は
信
仰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
先
ほ
ど
の
ユ

ル
ド
ゥ
ル
ム
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
も
相
通
じ
ま
す
け
れ
ど
も
、
特

に
日
本
に
お
い
て
、
東
京
や
大
都
市
に
お
い
て
は
盛
ん
に
無
縁
社
会
、
人
が

亡
く
な
っ
て
も
気
が
つ
か
な
い
と
か
、
亡
く
な
っ
て
も
家
族
が
誰
も
弔
い
に

来
な
い
と
か
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
非
常
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
東
北
地
方
に
お
け
る
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
絆
の
強
さ
、
そ
う
い
う
も
の
が
再
認
識
さ
れ
、
都
会
の
人
間

が
改
め
て
人
と
絆
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
、
知
ら
さ
れ
た
と
い

う
よ
う
な
お
話
を
聞
き
ま
す
。

　

そ
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
人
を
謙
虚
に
し
、

さ
ら
に
希
望
と
勇
気
を
い
た
だ
け
る
祈
り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
お
話
も
出
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
宗
教
者
の
原
点
で
あ
り
、
活
動
の
源
泉
で
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
佳
境
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

以
上
で
「
被
災
者
に
宗
教
者
は
如
何
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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豊
か
な
歴
史
と
文
化
を
誇
り
、
複
数
の
異
な
る
信
条
の
人
た
ち
が
健
全
に

暮
ら
し
、
共
存
の
模
範
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
国
で
あ
っ
た
祖
国
シ
リ
ア

が
二
〇
一一
年
三
月
中
旬
以
降
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
前
例
の
な
い
混
乱
状

態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
事
の
始
ま
り
は
平
和
的
な
抗
議
活
動
で
し
た
。
そ
れ
が

徐
々
に
拡
大
し
て
、幾
重
に
も
重
な
っ
た
暴
力
闘
争
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

大
多
数
の
無
防
備
な
国
民
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ア
の
一
部
の
高
官
に
よ
る
容
認
で
き
な
い
不
正
行
為
が
始
ま
っ
た
の
は

一
九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
不
正
行
為
は
長
年
に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
、
野
放
し
に
さ
れ
た
不
正
行
為
は
広
範
な
腐
敗
を
招
き
、
徐
々
に
広
が
っ

て
、
シ
リ
ア
の
多
く
の
省
庁
を
蝕
ん
で
い
き
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ

う
し
た
状
況
に
シ
リ
ア
市
民
は
深
く
憂
慮
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
根
深
く

続
く
耐
え
か
ね
る
ほ
ど
の
腐
敗
に
こ
れ
ま
で
控
え
め
だ
っ
た
民
衆
は
怒
り
、
最

終
的
に
抗
議
活
動
に
発
展
し
ま
し
た
。 

　

発
端
は
一
部
の
治
安
部
隊
が
下
し
た
専
横
な
決
定
に
対
す
る
反
発
で
し
た
。

シ
リ
ア
市
民
は
、
こ
れ
ら
の
治
安
部
隊
の
考
え
方
と
行
動
を
新
た
な
弾
圧
の
波

と
考
え
ま
し
た
。
変
革
の
う
ね
り
が
生
じ
、
こ
れ
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ド
ミ
ノ
効
果
の
よ
う
に
チ
ュニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、

イ
エ
メ
ン
へ
と
瞬
く
間
に
波
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
シ
リ
ア
国
民
は
こ
う
し
た
変

革
の
波
が
も
た
ら
す
成
果
を
簡
単
に
考
え
て
い
ま
し
た
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
シ

リ
ア
社
会
の
腐
敗
や
厄
災
を
一
掃
し
、
ひ
い
て
は
民
衆
の
抗
議
デ
モ
を
不
要
に
す

る
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
火
の
手
が
上
が
っ
た
の
は
ヨ
ル
ダ
ン
と
の
国
境
近
く
に
あ
る
ダ
ラ
で
し

た
。
次
に
そ
の
火
は
シ
リ
ア
中
心
部
の
各
都
市
を
不
安
定
化
し
、
そ
の
後
、
沿

岸
都
市
へ
と
飛
び
火
し
ま
し
た
。
重
大
な
暴
力
行
為
は
最
初
、
ハマ
で
発
生
し

ま
し
た
。
ハマ
で
は
一
九
八
〇
年
代
に
も
暴
動
が
起
き
、
絶
望
的
な
不
安
定
化

を
招
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
不
安
定
化
は
ま
も
な
く
シ
リ
ア
の
中
心
で

あ
る
古
都
ホ
ム
ス
（
エ
メ
サ
）
へ
と
波
及
し
ま
し
た
。
ホ
ム
ス
で
は
特
定
の
人
物

を
狙
っ
た
殺
人
、
暗
殺
、
誘
拐
、
襲
撃
、
略
奪
、
政
府
建
物
や
公
益
事
業
設

備
へ
の
放
火
が
日
常
茶
飯
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
暴
力
行
為
や
大
混
乱

は
ホ
ム
ス
の
人
口
の
基
本
構
造
と
古
代
か
ら
の
共
存
を
崩
壊
さ
せ
ま
し
た
。
宗

教
的
な
扇
動
と
強
制
退
去
に
よ
り
ホ
ム
ス
で
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
住
民
は
住

み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
ム
ス
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
と
化
し
、
住
民
を
失
っ
た
多
く
の
地
区
は
荒
れ
果
て
、
廃
墟
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
七
つ
も
の
歴
史
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
会
を
含
め
、
多
く
の
礼

拝
堂
が
荒
廃
し
ま
し
た
。
何
千
と
い
う
人
た
ち
が
家
を
失
い
、
そ
の
多
く
は
医

療
や
人
道
援
助
を
早
急
か
つ
切
実
に
必
要
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
供

給
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

七
月
二
〇
日
以
降
は
シ
リ
ア
の
他
の
都
市
で
も
暴
力
行
為
が
始
ま
り
ま
し

た
。
シ
リ
ア
の
住
民
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
を
心
配
し
て
私
た
ち
が
日
夜
話
し

合
っ
た
ア
レ
ッ
ポ
の
地
も
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

抗
議
運
動
に
よ
り
シ
リ
ア
の
社
会
は
異
常
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
以
下
に
述

べ
る
よ
う
な
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う
な
数
多
く
の
シ
ナ
リ
オ
が
様
々
な
政
治
論

シ
リ
ア
に
お
け
る
平
和
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

シ
リ
ア
正
教
ア
レ
ッ
ポ
大
主
教　

マ
ー
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム

緊急報告
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議
の
場
で
率
直
に
議
論
さ
れ
始
め
ま
し
た
。 

　
一  

内
戦

　

宗
教
、
民
族
、
文
化
、
言
語
が
異
な
っ
て
い
て
も
調
和
を
維
持
し
て
い
た一つ

の
国
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
ら
が
大
切
に
す
る
宗
教
や
文
化
に
忠
誠
を
尽

く
す
こ
と
に
よ
り
宗
派
間
や
派
閥
間
と
い
っ
た
次
元
で
内
戦
。
こ
れ
ま
で
国
民

は
シ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
一つ
の
国
土
で
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　

二　

国
連
に
よ
る
制
裁

　

 

国
連
の
指
揮
の
下
で
課
せ
ら
れ
る
国
際
的
制
裁
は
、
現
政
権
よ
り
も
国
民

の
ほ
う
に
多
く
の
痛
手
を
与
え
ま
す
。  

　

三　

軍
事
介
入

　

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
下
で
の
軍
事
介
入
は
混
乱
と
混
迷
を
終
焉
さ
せ

る
試
み
で
す
が
、今
日
の
シ
リ
ア
で
は
混
乱
や
混
迷
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　

四　

国
家
の
崩
壊

　

シ
リ
ア
と
い
う
国
家
を
多
く
の
小
さ
な
組
織
体
に
分
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
家
の
存
立
を
脅
か
す
悪
夢
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
シ
リ
ア
の
社
会
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、
ア
ラ
ブ
人
、
ク
ル
ド
人
で
構
成
さ
れ
、
か
つ

て
は
多
様
な
一つ
の
社
会
の
な
か
で
共
存
し
、
資
源
を
共
有
し
、
国
の
発
展
と

繁
栄
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
宗
教
、
民
族
、
文
化
、
言
語
の

違
い
に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
混
乱
は
シ
リ
ア
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
や
民
族
に
対
す
る
忠
誠
心

に
基
づ
い
て
考
え
、
認
識
し
、
洞
察
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
シ
リ
ア
国
民
は
祖
国
と
し
て
の
シ
リ
ア
の
統
一

を
維
持
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
は
意
見
が一
致
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
民
衆

の
普
遍
的
な
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
自
由
を
拡
大
し
、
多
元
的
な
文
化
、
宗
教
、

宗
派
、
教
義
を
豊
か
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
シ
リ
ア
国
民
は
信
仰
と
選
択

に
お
け
る
自
由
の
枠
を
広
げ
て
、
尊
厳
を
取
り
戻
し
、
公
民
権
の
概
念
を
確

立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
的
正
義
、
法
の
支
配
、
市
民
社
会
、
統
一
、

共
存
を
求
め
て
い
ま
す
。
シ
リ
ア
国
民
の
誰
も
が
協
力
し
合
っ
て
、
国
家
を
形

成
し
て
い
る
絆
を
蝕
み
、
国
家
統
一の
概
念
を
打
ち
壊
す
無
秩
序
や
無
政
府
状

態
を
蔓
延
さ
せ
よ
う
と
す
る
人
た
ち
に
抵
抗
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
流
血
を
食
い
止
め
る
た
め
の
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
シ
リ
ア
で
は
二
〇
一二
年
七
月
十
八
日
の
大
虐
殺
に
よ
る
犠
牲
者
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
の
殉
難
者
の
数
は
三
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
誰
ひ
と
り
と
し
て
安

全
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
し
、
悪
化
す
る
一
方
の
暴
力
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
社
会
的
な
危
機
は
シ
リ
ア
の
内
部
に
お
け
る
努
力
に
外
部
か
ら
の
協
力

が
加
わ
れ
ば
解
決
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
全
て
の
党
派
が
互
い
に
容
認
で
き
る

解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
筋
が
通
っ
て
い
て
、
妥
当
で
、
効
果
的
で
、
抗

議
運
動
の
根
本
的
原
因
に
対
処
で
き
、
法
の
役
割
を
有
効
に
し
、
不
安
な
状

況
を
緩
和
し
、
治
安
と
安
全
と
安
定
性
を
も
た
ら
す
解
決
策
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
シ
リ
ア
に
平
和
と
安
定
性
を
取
り
戻
す
た
め
の
最
も

重
要
な
努
力
は
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン
氏
に
よ
る
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
だ
け
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
努
力
は
功
を
奏
し
て
い
る
と
言
え
る
ほ
ど
の
効
果
は
未
だ

あ
げ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ン
氏
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
以
下
の
こ
と
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

第
一に
、
シ
リ
ア
で
交
戦
中
の
党
派
間
の
永
続
的
な
停
戦
を
実
現
さ
せ
、
治

安
を
回
復
し
、
シ
リ
ア
国
民
の
日
常
を
正
常
化
す
る
こ
と
で
す
。  

　

第
二
に
、
特
に
国
際
的
な
援
助
組
織
や
機
関
に
よ
る
援
助
が
現
在
届
い
て
い

緊急報告
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な
い
地
域
に
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
道
援
助
を
円
滑
か
つ
速
や
か
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
赤
十
字
や
赤
新

月
社
は
、
切
実
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
道
援
助
と
救
済
を
必
要
と
し
て
い

る
全
て
の
人
と
全
て
の
地
域
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
道
的
な
ニ
ー
ズ
は
膨
大
な
範
囲
に
及
び
ま
す
。 

　

第
三
に
、
国
内
の
別
の
地
域
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
か
、
あ
る
い

は
国
外
に
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
た
全
て
の
市
民
が
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。 

　

第
四
に
、
交
戦
し
て
い
る
党
派
を
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
か
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
交
渉
に
は
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
シ
リ
ア
国
民
を
巻
き

込
ん
で
い
く
べ
き
で
す
。
シ
リ
ア
内
外
に
い
る
反
対
派
の
代
表
も
参
加
さ
せ
る

べ
き
で
す
。
か
か
る
交
渉
の
主
な
目
的
は
、
シ
リ
ア
の
社
会
を
抑
圧
し
て
い

る
悪
の
手
か
ら
シ
リ
ア
を
自
由
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

交
渉
が
成
功
し
て
、
シ
リ
ア
が
平
和
と
安
定
を
取
り
戻
す
た
め
の
新
し
い

方
程
式
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
モ
ザ
イ
ク
画
の
よ
う
に
多
数
の
宗
派

や
民
族
で
構
成
さ
れ
る
シ
リ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
代
表
が
本
国
で一
堂
に
会

す
る
国
家
会
議
の
実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
会
議
が
実
現
す
れ
ば
、

シ
リ
ア
は
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
う
ま
く
い
け
ば
、
こ

の
よ
う
な
国
家
レ
ベ
ル
の
重
要
な
調
停
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
り
、
シ
リ
ア
で
交

戦
中
の
党
派
間
に
和
議
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
国
家
会
議
は
次
の
よ
う
な
優
先
事
項
を
実
現
す
る
役
割
を
担

う
べ
き
で
す
。

　
一  

全
て
の
市
民
の
平
等
な
権
利
を
保
証
す
る
た
め
の
憲
法
原
則
を
策
定

す
る
。 

　

二  

シ
リ
ア
の
今
後
の
国
内
政
策
な
ら
び
に
対
外
政
策
を
策
定
す
る
。 

　

三  

危
機
的
状
況
が
も
た
ら
し
た
望
ま
し
く
な
い
結
果
に
対
処
す
る
。
例

え
ば
、
分
裂
し
て
い
る
軍
を
再
編
成
し
て
統
合
を
回
復
す
る
な
ど
。

　

四  

過
去
の
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
シ
リ
ア
の

治
安
部
隊
の
行
動
規
範
を
確
立
す
る
。

　

五  

あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
な
か
で
最
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
全
て
の
市
民
間

に
信
頼
と
互
い
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
回
復
さ
せ
る
。 

　

国
家
会
議
は
シ
リ
ア
国
内
な
ら
び
に
国
外
に
い
る
反
対
派
を
含
め
、
全
て

の
党
派
を
受
け
入
れ
る
国
家
統
一
政
府
を
実
現
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

　

こ
の
政
府
の
最
重
要
タ
ス
ク
は
以
下
で
あ
る
べ
き
で
す
。

　
一  

新
し
い
国
会
の
た
め
に
自
由
で
公
正
な
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
。 

　

二  

個
人
、
政
党
、
宗
教
団
体
の
覇
権
の
概
念
を
排
除
し
、
多
く
の
ア
ラ

ブ
諸
国
で
模
範
と
な
る
よ
う
な
近
代
的
で
恒
久
的
な
憲
法
を
策
定
す
る
た

め
の
専
門
委
員
会
を
設
立
す
る
。 

　

三  

新
生
シ
リ
ア
の
政
治
へ
の
参
加
を
規
制
す
る
た
め
、
政
党
に
関
す
る

法
律
を
新
た
に
定
め
る
。 

　

四  

シ
リ
ア
の
利
益
を
守
り
、
シ
リ
ア
を
安
全
で
安
定
し
安
心
で
き
る
状

態
に
、
そ
し
て
平
和
で
民
主
主
義
的
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
指
導
者

と
し
て
の
新
し
い
大
統
領
を
新
憲
法
に
よ
り
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
す
る
。

　

最
後
に
誠
実
で
高
潔
な
全
て
の
シ
リ
ア
国
民
か
ら
世
界
各
地
の
平
和
を
愛

す
る
人
た
ち
、
特
に
比
叡
山
の
こ
の
集
い
に
ご
参
会
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
シ
リ
ア
の
流
血
を
食
い
止
め
る
た
め
に
ご
助
力
く
だ
さ
い
。
シ
リ
ア

と
シ
リ
ア
国
民
に
平
和
と
繁
栄
と
尊
厳
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
た
め
に
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
二
年
八
月
三
日　

京
都
に
て
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フ
ォ
ー
ラ
ム

F O R U M

原
発
事
故
が
提
起
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
宗
教
者
の
立
場

テーマ

８
月
４
日（
土
）９
時
30
分
〜
11
時
30
分

国
立
京
都
国
際
会
館



64

原
発
事
故
が
提
起
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
宗
教
者
の
立
場

（
文
中
敬
称
略
）

フォーラム

F
O

R
U

M
◎パネリスト
　　マイケル・イプグレイブ師
　　　（英国国教会ウーリッジ教区主教・カンタベリー大主教特使）イギリス
　　ウィリアム・Ｆ・ベンドレー氏
　　　（世界宗教者平和会議国際委員会事務総長）アメリカ
　　ディーン・シャムスディーン氏
　　　（インドネシアイスラーム最高評議会副議長）インドネシア
　　パロップ・タイアリー氏
　　　（世界仏教徒連盟事務総長）タイ
　　イヴォ・フーバー師
　　　（バイエルン福音ルーテル教会エキュメニカル部門担当者）ドイツ
　　山崎龍明師
　　　（武蔵野大学教授・浄土真宗本願寺派法善寺住職）日本

◎コーディネーター＝吉澤健吉氏
　　　（京都新聞総合研究所特別理事）

◎司会＝黒住宗道師
　　　（実行委員会会議部長） 



【
黒
住
】　

た
だ
い
ま
よ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
原
発
事
故
が
提
起
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
宗
教

者
の
立
場
」
で
す
。
こ
れ
は
宗
教
者
と
し
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
非
常
に

重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
方
の
ご
発
言
を
し
っ

か
り
お
聞
き
い
た
だ
い
て
、
皆
様
ご
自
身
の
こ
の

問
題
に
対
す
る
お
考
え
に
い
か
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
京
都
新
聞

総
合
研
究
所
特
別
理
事
の
吉
澤
健
吉
様
で

す
。
そ
れ
で
は
吉
澤
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
吉
澤
】　

日
本
は
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
一
年
と
五
ヶ
月
が

た
ち
ま
し
た
。
非
常
に
悲
惨
な
事
故
が
起
き
て
世
界
を
震
撼
さ
せ
、
そ
し

て
日
本
で
も
こ
れ
ま
で
我
々
が
安
全
だ
と
思
っ
て
き
た
原
子
力
発
電
と
い

う
も
の
が
、
果
た
し
て
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
大
き
な
疑
問
を
突

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
き
の
う
の
梅
原
先
生
の
ご
講

演
に
「
日
本
が
と
っ
て
き
た
原
子
力
政
策
と
い

う
の
は
も
う
一
回
、
反
省
し
て
見
直
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
こ
う
し
た
問
題
を

取
り
上
げ
る
の
も
初
め
て
で
す
。
特
に
原
子
力
問
題
と
い
う
の
は
ナ
ー
バ

ス
な
問
題
で
、
日
本
で
も
今
、
国
論
を
二
分
す
る
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
経
済
界
や
政
治
家
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
よ
く
あ
り
ま
す
が
、

宗
教
指
導
者
が
集
ま
っ
て
原
発
事
故
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
宗
教
者
が
ど

う
い
う
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
非
常

に
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

き
ょ
う
は
世
界
各
国
の
宗
教
指
導
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
「
原
発

事
故
が
提
起
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
宗
教
者
の
立
場
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
お
話
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
ま
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
ウ
ー
リ
ッ
ジ
教
区
の
主
教
様
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
マ
イ
ケ
ル
・
イ
プ
グ
レ
イ
ブ
様
か
ら
ご
発
言
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
マ
イ
ケ
ル
・
イ
プ
グ
レ
イ
ブ
で
す
。
今
日
、

こ
の
よ
う
な
場
所
で
皆
さ
ん
に
お
話
し
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
私
の
話
は
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
か

65

英
国
国
教
会
ウ
ー
リ
ッ
ジ
教
区
主
教

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
特
使　

マ
イ
ケ
ル
・
イ
プ
グ
レ
イ
ブ
師

三
重
の
責
務
を

果
た
す
た
め
に

FORUMフォーラム
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と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
津
波
、
及
び
、
そ
の
後
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
危
機
に
際
し
て
人
々
が
と
っ
た
反
応
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
求
め
ら
れ
て
い
る
宗
教
指
導
者
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
前

に
、
ま
ず
最
初
に
、
そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
礎
と

な
る
世
界
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
手
短
に
お
話
し
し
ま
す
。

　

私
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
、
世
界
は
全
て
の
人
々
を
育
み
、
安
心

し
て
住
め
る
家
と
し
て
神
様
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
信
じ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
、
私
た
ち
は
創
造
の
摂
理
を
敬
う
分
別
あ
る

生
き
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
世
界
像
は
、
私
た
ち
の
前
途
に
あ
る
理
想
的
な
舞
台
で
あ
り
、

私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
で
す
。
そ
の
よ
う
な
理
想
の
地
は
現
在
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
世
界
に
お
い
て
は
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
な
か
に
は
、
平
和
と
正
義

と
調
和
の
神
の
御
国
が
訪
れ
る
と
い
う
確
か
な
誓
約
が
あ
り
ま
す
。
全
て

の
人
々
は
そ
の
御
国
の
世
界
で
真
の
我
が
家
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　

私
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
言
葉
づ
か
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
て
の
人
々

が
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
家
と
し
て
の
世
界
観
は
、
他
の
宗
教
に
も
当
て

は
ま
り
ま
す
。
東
北
地
方
の
津
波
に
よ
る
被
害
の
中
心
地
で
あ
る
松
島
湾

を
見
て
、
私
は
俳
人
松
尾
芭
蕉
が
描
写
し
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
芭

蕉
は
、「
奥
の
細
道
」
で
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。「
松
島
湾
に
は
た

く
さ
ん
の
島
々
が
あ
る
。
…
…
ま
る
で
親
が
子
や
孫
を
抱
い
て
可
愛
が
っ

て
い
る
よ
う
に
、
小
島
を
背
負
っ
て
い
る
島
も
あ
り
、
小
島
を
前
に
抱
い

て
い
る
島
も
あ
る
」
と
。
芭
蕉
は
、
人
々
を
育
み
、
守
る
家
と
し
て
の
環

境
を
人
間
の
言
葉
と
し
て
語
っ
て
い
ま
す
。

　

人
々
は
こ
の
自
然
災
害
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

反
応
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
三
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
苦
し
み

の
体
験
、
振
り
返
り
の
動
き
、
居
場
所
を
失
っ
た
と
き
の
根
底
に
あ
る
感

情
で
す
。

　

第
一
点
目
の
苦
し
み
の
体
験
に
つ
い
て
で
す
が
、
人
々
は
今
回
の
災
害

後
、
ひ
ど
く
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
し
、
現
在
も
そ
の
苦
し
み
は
続
い
て
い

ま
す
。
津
波
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
住
居
の
被
害
は
直
接
的
に
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
た
ち
も
い
ま
す
。
大
量
の
放
射
能
を
被
爆
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
身

体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
私
た
ち
に
は
知

ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
は
、
今
回
の
災
害
や
、
将
来
ま

た
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
が
も
た
ら
す
、
か
な
り
の
精
神
的
な
苦
痛

や
心
の
痛
み
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
災
害
は
、
自
然
災

害
と
人
的
災
害
が
結
び
つ
い
た
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
苦

痛
は
、
将
来
が
見
え
な
い
こ
と
や
専
門
的
な
知
識
が
な
い
こ
と
な
ど
で
、

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
凄
ま
じ
い
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
ご
く
普
通
の
日
本
人
の
勇
気
、
尊
厳
そ
れ
に
団
結
力
は
世
界
中

の
人
々
に
深
く
感
銘
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
今
回
の
災
害
の
重
大
性
と
そ
の
原
因
を
省
み
る
動
き
が
次
第

に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
心
に
大
き
な
傷
を
残
す
出
来

事
に
対
し
て
自
然
に
わ
き
起
こ
る
反
応
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
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よ
っ
て
異
な
っ
た
形
と
し
て
現
れ
ま
す
。
純
粋
な
自
然
災
害
が
発
生
す
る

と
、
西
欧
の
神
学
や
哲
学
で
は
、「
神
様
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
に
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
の
発
生
を
お
許
し
に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」

と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
場
合
は
、
自
然
災
害
と
人
為
的
災
害
の
区
別
を
つ
け

る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
振
り

返
り
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
抗
議
や
疑
い
の
様
相
を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。
会

社
側
の
不
十
分
な
対
応
や
、
原
子
力
発
電
所
を
ど
こ
に
設
置
す
る
か
、
原

子
力
そ
の
も
の
を
廃
止
す
べ
き
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
レ
ベ
ル
を
ど
う

す
る
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

疑
問
が
湧
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

苦
痛
と
不
安
の
体
験
や
疑
い
と
抗
議
の
動
き
の
根
底
に
は
、
居
場
所
を

失
っ
た
と
き
に
心
の
奥
底
で
感
じ
る
思
い
が
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
芭
蕉
の
詩
的
な
描
写
と
は
対
照
的
に
、
被
害
に
遭
っ
た
人
た
ち
は
、

も
は
や
、
環
境
を
、
心
か
ら
「
わ
が
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

は
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
、

育
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
場
所
、
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
場
所
、

と
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
住

ま
い
と
人
々
を
結
び
つ
け
る
は
ず
の
「
絆
」
を
断
絶
さ
せ
た
の
は
、
人
間

の
行
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
「
居
場
所
」
を
失
っ
た
と
き
に
感
じ
る
強
い
思
い
は
、
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、
今
、
私
た
ち
の
文
化
の
な
か
で
増
大
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
思
い
は
、
原
子
力
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ
か
け
る
と
同
時
に
、

広
い
意
味
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
様
々
な
反
応
の
な
か
で
、
宗
教
指
導
者
の
役
割
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
手
本
と
し
て
い
ま
す
。
伝
承
的
に
は
、
イ
エ
ス
の
御
業
を
預

言
者
、
聖
職
者
、
そ
し
て
王
の
「
三
重
の
職
務
」
と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

聖
職
者
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
、
悩
み
苦
し
む
人
々
に
手
を
差
し
伸
べ
ま
す
。

預
言
者
と
し
て
は
、
社
会
に
真
理
を
述
べ
伝
え
ま
す
。
そ
し
て
、
王
と
し

て
は
、
こ
の
世
界
が
神
の
御
国
に
作
り
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
エ
ス
の
「
三
重
の
職
務
」
は
、
福
島
で
起
こ
っ
て
い
る
甚
大
な
被

害
に
真
剣
に
取
り
組
も
う
と
す
る
全
て
の
宗
教
指
導
者
に
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
思
い
ま
す
。

　

聖
職
者
と
し
て
課
さ
れ
た
職
務
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
達
に
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
、
家
を
失
っ
た
人
々
に
住
ま
い
を
提
供
す
る
こ
と
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
対
し
て
お
祈
り
を
す
る
こ
と
、
不
安
を
抱
え
る
人
々
を
元

気
づ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
社
会
の
弱
者
に
対
し
て
特
別
の
愛
情
を
も
つ
こ

と
で
す
。
社
会
の
弱
者
と
は
、
例
え
ば
、
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、

お
年
寄
り
や
、
少
数
グ
ル
ー
プ
の
人
達
な
ど
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
社
会
の
末
端
に
い
る
人
々
の
苦

し
み
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を
助
け
、

慰
め
る
こ
と
は
我
々
の
仕
事
で
す
。
我
々
宗
教
団
体
が
果
た
す
役
割
は
、

昨
年
の
大
災
害
に
際
し
て
宗
教
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
し
た
た
く
さ

ん
の
事
例
で
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
預
言
者
と
し
て
の
職
務
は
、
自
然
界
に
お
け
る
人
間
の
「
持
ち
場
」

と
い
う
も
の
を
我
々
の
社
会
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

FORUMフォーラム
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国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
問
い
掛
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
う
い
っ
た

問
題
は
、
場
所
が
異
な
れ
ば
、
問
題
も
異
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
日
本

の
原
子
力
の
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
問
題
と
は
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

全
て
の
ど
の
状
況
に
お
い
て
も
、
普
段
何
気
な
く
想
定
し
て
い
る
こ
と
、

期
待
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
普
段
の
生
き
方
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
問
い
か
け
は
、
社
会
や
我
々
自
身

に
と
っ
て
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
、
厳
し
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
王
と
し
て
の
職
務
に
つ
い
て
話
し
ま
す
と
、
王
国
つ
ま
り
御

国
の
来
訪
の
誓
約
と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
未
来
へ
の

希
望
で
す
。
ど
の
よ
う
な
宗
教
に
お
い
て
も
、
宗
教
に
は
共
有
す
る
希
望

の
源
が
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
や
人
的
災
害
に
慄

お
の
の
き
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
に
直
面
し
、
人
々
は
、
居
場
所
を
失
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
宗
教

指
導
者
と
し
て
、
希
望
の
姿
を
示
す
の
が
我
々
の
役
目
で
す
。
世
界
と
は
、

我
々
を
育
み
、
常
に
守
っ
て
く
だ
さ
る
、
本
当
の
意
味
で
の
「
家
」
な
の

で
す
か
ら
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
吉
澤
】　

イ
プ
グ
レ
イ
ブ
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
引
き
続
き
、
今
度
は
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
国
際
委
員
会
事

務
総
長
の
ベ
ン
ド
レ
ー
さ
ん
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

　

は
じ
め
に
、
日
本
の
方
々
に
対
す
る
追
悼
の
意
を
皆
様
と
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
、
地
震
と
津
波

で
壊
滅
し
た
町
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
私
は
、
行
方
不
明
の
夫

や
子
供
の
写
真
を
膝
に
乗
せ
、
目
の
前
で
大
変
静
か
に
、
そ
し
て
控
え
め

に
座
っ
て
い
た
多
く
の
女
性
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
痛
ま
し
い
姿
を
、

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
耐
え
が
た
い
苦
し
み
の
中
に
い

た
こ
の
女
性
た
ち
に
、
私
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
教
え
ら
れ
、
慰
め
ら
れ

た
の
で
す
。
実
際
、
全
世
界
が
、
悲
し
み
に
満
ち
た
目
で
、
こ
の
計
り
知

れ
な
い
苦
し
み
を
見
守
っ
た
だ
け
で
な
く
、
並
は
ず
れ
て
高
潔
な
日
本
人

の
精
神
を
、
驚
き
の
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
、
誇
り
に
さ
え
思
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
親
愛
な
る
日
本
の
皆
様
、
ど
う
か
私
の
純
粋
な
称
賛
と
尊
敬

の
言
葉
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

　

私
に
割
り
当
て
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
福
島
原
発
事
故
の
観
点
か
ら
見
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
宗
教
指
導
者
た
ち
は
何
を

す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
の
で
、
私
に
で
き

る
の
は
、
ほ
ん
の
幾
つ
か
意
見
を
述
べ
る
こ
と
だ
け
な
の
で
す
。

　

第
一
に
、
宗
教
指
導
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
精
神
的
・
道
徳
的
局

原
発
事
故
の
リ
ス
ク
許
容
は

宗
教
的
道
徳
的
に
許
さ
れ
な
い

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
国
際
委
員
会
事
務
総
長

ウ
ィ
リ
ア
ム・
F
・ベ
ン
ド
レ
ー
氏
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面
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
の
慣
習
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

精
神
的
・
道
徳
的
な
信
頼
性
を
培
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
慣
習
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
私
た
ち
の

慣
習
を
う
ま
く
か
み
合
せ
る
に
は
、
専
門
的
な
問
題
を
細
部
に
渡
っ
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
専
門
的
な
理
解
だ
け
で
は
不
十

分
で
す
。
私
た
ち
は
、
専
門
家
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
・
道
徳
的
な
人
間
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
賢
明
に
行
動
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。
精
神
的
・
道
徳
的
な
私
た
ち
の
遺
産
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
行
動
は
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
専
門
家
と
宗
教
指
導
者
の
共
同
委
員
会
を

構
成
す
る
の
が
賢
明
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
現
在
入
手
可
能
な
最
高
の

技
術
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
う
ま
く
行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
本
物
の
精
神

的
・
道
徳
的
な
言
葉
の
中
に
あ
る
選
択
肢
を
投
げ
掛
け
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
お
そ
ら
く
、
私
た
ち
全
員
の
助
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

最
も
基
本
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
皆
に
と
っ
て
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
抽
出
法
が
、
人
間
を
は
じ
め
と
す
る
生
命
の
営
み
に
お
い
て
生
じ
る
自

然
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
損
な
い
、
徐
々
に
蝕
ん
で
い

る
の
か
を
問
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
原
子
力
を
利
用
す
る
社
会
は
、
こ

れ
ま
で
起
き
て
い
る
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
起
き
る
で
あ
ろ
う

原
発
事
故
の
リ
ス
ク
を
許
容
す
る
こ
と
が
、
道
徳
的
に
許
さ
れ
る
か
ど
う

か
を
自
問
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
発
事
故
以
上
に
、
最
大

百
万
年
に
渡
っ
て
未
来
の
世
代
が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
有
毒
廃
棄

物
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
許
容
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

第
二
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
す
る
精
神
的
・
道
徳
的
な
局
面
を
明

確
に
す
る
と
い
う
課
題
の
上
に
構
築
さ
れ
る
の
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
を

啓
蒙
す
る
と
い
う
さ
ら
な
る
課
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
教
団
が
、
信
徒
と
と
も
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
複
数
の
宗
教
が
協
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
は
こ
の
重
要
な
課
題
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
メ

デ
ィ
ア
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
精
神
的
・
道
徳
的
な
啓
蒙
と
は
、
単
に
、
政
府
や
企

業
な
ど
の
他
者
が
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
す
る
上
で
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
謙
虚
に
問
う
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
も
重
要
な
の
で
す
。

　

第
三
に
、
共
通
の
利
害
を
も
つ
競
合
団
体
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
現
実

的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
中
に
は
、
独
自
の
狭
い
利
害

を
有
す
る
も
の
、
充
分
の
資
金
を
有
す
る
も
の
、
政
治
権
力
に
か
な
り
の

コ
ネ
を
持
つ
も
の
な
ど
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
別
な
利
益
団
体
と

市
民
団
体
の
間
の
利
害
の
衝
突
を
、
私
た
ち
は
度
々
経
験
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
多
様
な
団
体
に
と
っ
て
「
公
平
な
土
俵
」
と
な
る
公
開
討
論
の

場
を
、
誰
が
提
供
で
き
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
宗
教
指
導
者

な
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
一
翼
は
担
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
正
直
に
申
し
ま
す
と
、
充
分
な
資
金
の
あ
る
利
益
団
体
が
、

近
視
眼
的
な
目
的
を
達
成
し
た
時
に
は
、
ひ
ど
い
落
胆
を
感
じ
ま
す
。
政

党
が
国
民
の
利
益
よ
り
も
自
分
た
ち
の
生
き
残
り
を
優
先
し
た
時
に
は
、

深
い
失
望
を
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
と
り
わ
け
、
私
た
ち
の
宗
教
的
遺
産
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か
ら
力
を
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
で
は
、
比
叡
山
の
歴
史
に
と

っ
て
特
に
重
要
な
宗
教
的
遺
産
で
あ
り
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
例
を

引
用
し
て
、
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
法
華
経
薬
草
喩
品

第
五
の
引
用
で
、
永
遠
の
過
去
か
ら
永
遠
の
未
来
に
至
る
ま
で
降
り
注
ぐ

ブ
ッ
ダ
の
慈
悲
の
心
を
語
っ
た
も
の
で
す
。

G
oing or com

ing, sitting or standing,(

去
来
坐
立)

I never get w
eary or dow

nhearted.(

終
に
疲
厭
せ
ず)

I have nourished the w
hole w

orld,(

世
間
に
充
足
す
る
こ
と)

L
ike the rain that enriches everyw

here.(

雨
の
普
く
潤
す
が
如
し)

E
m
inent and hum

ble, high and low
,(

貴
賎
上
下)

P
recept-keepers and precept-breakers,(

持
戒
毀
戒)

T
hose of great character(

威
儀
具
足
せ
る)

A
nd those w

ho are im
perfect,(

及
び
具
足
せ
ざ
る)

T
hose of correct view

s and those of w
rong view

s,(

正
見
邪
見)

Q
uick w

itted and dully w
itted,(

利
根
鈍
根)

I have the D
harm

a rain equally on all,(

等
し
く
法
雨
を
雨
ら
し
て)

W
ithout sparing or neglecting any.(

懈
倦
な
し) 

【
吉
澤
】　

ベ
ン
ド
レ
ー
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
い
う
重
大
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

石
油
、
ガ
ス
、
石
炭
等
が
再
生
不
能
で
あ
る
た
め
、
人
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
が
進
歩
し
、
人
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
い
に
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
は
電
気
へ
の
高
い
需
要
を
満
た

す
た
め
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
技
術
全
般
と
同
様
に
、
原
子
力
に
も
常
に
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の

両
面
が
存
在
し
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の
人
類
の
文
明
化
に
よ
る
問
題
を
克
服

す
る
こ
と
が
我
々
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
プ
ラ
ス
面
で
マ
イ
ナ
ス

面
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
宗
教
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
と
人
類

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
発
展
と
日
々
の
生
活
の
燃
料
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

無
く
し
て
は
い
か
な
る
活
動
も
何
一
つ
存
在
し
え
ま
せ
ん
。

　

人
類
の
進
歩
に
よ
り
高
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
際

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
イ
ス
ラ
ー
ム
最
高
評
議
会
副
議
長

デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
氏

持
続
可
能
な
安
全
技
術
の

開
発
を
奨
励
す
べ
き
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エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
が
出
し
た
「
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
望

二
〇
一
一
」
に
よ
れ
ば
、
短
期
的
な
経
済
的
成
長
の
見
通
し
が
不
確
実
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
新
政
策
シ
ナ
リ
オ
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
飛
躍

的
に
増
え
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
三
五
年
ま
で
の
間
に
約
三
十
％
増
加

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
十
七
億
人
増
加
し
、
経
済
は
年
平

均
で
三
・
五
％
成
長
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と
移
動
性
へ
の
一
層
高
い
需
要

が
生
ま
れ
る
と
仮
定
し
て
い
ま
す 

。

　

こ
の
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大

限
に
開
発
す
る
こ
と
に
科
学
技
術
の
重
点
が
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
再
生

不
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
よ
り
、
代

替
の
「
ク
リ
ー
ン
で
環
境
に
優
し
い
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
探
し

出
す
科
学
的
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

福
島
に
お
け
る
災
害
後
の
原
子
力
の
危
険
性
へ
の
懸
念

　

持
続
可
能
な
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
見
ら
れ
て
き
た
原
子
力
で
す

が
、
原
子
力
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
の
議
論
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
最
近
で
は
福
島
で
の
事
故
な
ど
が
起
き
ま
し
た
が
、

本
来
こ
れ
ら
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　

二
〇
一
二
年
七
月
二
十
三
日
に
発
表
さ
れ
た
最
新
の
報
告
（
東
京
電
力

福
島
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
事
故
調
査
・
検
証
委
員
会
に
よ
る
最
終
報

告
書
）
で
は
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
で
起
き
た
悲
劇
は
、「
人
為
的
災
害

と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
の
中
で
、
建
設
か
ら
非
常
事
態
の
対
応
に
至
る
ま
で
、
発
電

所
の
物
理
的
構
造
は
こ
の
災
害
に
耐
え
ら
れ
る
十
分
な
強
度
が
な
く
、
業

界
は
こ
の
状
況
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
一
般
市
民
を
何
の
準
備

も
な
い
ま
ま
無
防
備
な
状
態
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
核
の
安
全
性
と
核
の
安
全
保
障
と
い
う
二
つ
の

根
本
的
な
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
目
の
核
の
安

全
性
と
は
、
予
期
せ
ぬ
状
況
や
事
態
に
よ
り
認
可
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発

電
所
の
活
動
が
放
射
性
物
質
の
放
出
に
繋
が
る
問
題
で
す
。
そ
れ
は
主
に

核
そ
の
も
の
の
問
題
や
危
険
性
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
非
国

家
的
集
団
が
核
や
そ
の
他
の
放
射
性
物
質
を
危
害
を
加
え
る
た
め
悪
用
す

る
こ
と
を
見
据
え
た
、
国
際
的
な
核
の
安
全
保
障
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は

主
に
、
物
質
や
施
設
へ
の
外
的
脅
威
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
核
の
安
全
と
安
全
保
障
の
リ
ス
ク
は
非
常
に
高
く
、
最
も

安
全
で
核
技
術
の
経
験
が
高
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
国
で
さ
え
も
、
核
災

害
が
起
き
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

環
境
面
に
お
い
て
も
、
現
代
の
技
術
を
持
っ
て
し
て
も
使
用
済
み
核
燃

料
の
貯
蔵
は
非
常
に
危
険
を
伴
い
ま
す
。
未
来
の
世
代
へ
の
核
の
影
響
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

宗
教
指
導
者
の
役
割
は
？

　

宗
教
に
は
精
神
的
、
道
徳
的
、
そ
し
て
倫
理
的
な
力
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
力
を
通
し
、
信
仰
を
持
つ
人
は
、
豊
か
で
、
平
和
で
、
意
義
深
い

人
生
を
よ
り
よ
く
送
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宗
教
指
導
者
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
こ
う
し
た
価
値
観
を
実
感
で
き
る
よ
う
導

く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
的
教
義
と
説
教
に
よ
り
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
豊
か
で
、
平
和
で
、
意
義
深
い
人
生
へ
と
動
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
観
点
か
ら
、
人
間
の
最
も
重
要
な
使
命
は
こ
の
地
上
に

お
い
て
神
の
代
理
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
人
類
は
倫
理
的
か
つ
道
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徳
的
な
文
明
を
復
活
さ
せ
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
従
事
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
決
し
て
破
壊
し
た
り
、
有
害
と
な
る
も

の
を
作
り
出
す
た
め
の
活
動
で
は
な
い
の
で
す
。

　

原
子
力
問
題
に
関
し
て
、
宗
教
指
導
者
はal-am

r bi al-m
a

’ruf w
a 

al-nahy 

‘an al-m
unkar 

（
良
い
も
の
を
発
展
さ
せ
、
悪
い
も
の
は
防
ぐ
）

と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
教
理
を
取
り
上
げ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
宗
教
指
導
者
は
原
子
力
が
人
類
の
生
活
に
恩
恵
を
も

た
ら
す
限
り
は
支
持
し
、
も
し
人
類
の
生
活
を
脅
か
す
場
合
は
そ
れ
を
防

ぐ
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
人
類
は
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
原

子
力
発
電
所
の
発
展
を
含
む
科
学
技
術
上
の
難
題
で
さ
え
も
、
善
処
す
べ

き
な
の
で
す
。
原
子
力
の
開
発
は
そ
れ
自
体
の
安
全
と
人
類
の
生
活
の
安

全
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宗
教
指
導
者
は
安
全
な

技
術
の
開
発
と
意
義
あ
る
持
続
可
能
な
開
発
を
奨
励
す
べ
き
で
す
。
そ
し

て
再
生
可
能
で
持
続
可
能
、
か
つ
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
へ
の

投
資
を
支
持
す
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
宗
教
指
導
者
は
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
環
境
を
守

ろ
う
と
い
う
こ
と
を
訴
え
る
活
動
を
始
め
る
べ
き
で
す
。
す
な
わ
ち
地
球

は
次
世
代
の
も
の
で
あ
り
、
我
々
は
地
球
を
彼
ら
か
ら
借
り
て
い
る
だ
け

な
の
だ
か
ら
そ
れ
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
安

心
で
安
全
な
原
子
力
技
術
を
開
発
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
吉
澤
】　

シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
今
度
は
、
世
界
の
仏
教
徒
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
世
界

仏
教
徒
連
盟
事
務
総
長
、
タ
イ
の
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
さ
ん
に
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
タ
イ
ア
リ
ー
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　

無
数
の
痛
ま
し
い
自
然
災
害
や
人
工
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
私
た

ち
は
、「
唯
一
無
二
の
地
球
を
よ
り
居
住
に
適
し
た
慈
愛
深
い
場
所
に
す
る
」

と
い
う
信
念
の
た
め
に
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
自
然
災
害
お
よ
び
、
宗
教
対
立
、
領
土
紛
争
、

テ
ロ
リ
ズ
ム
、
犯
罪
、
生
態
学
上
の
問
題
等
の
人
工
災
害
な
ど
、
そ
の
一

部
を
挙
げ
る
だ
け
で
も
数
多
く
あ
る
問
題
が
、
影
の
よ
う
に
身
近
に
存
在

す
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち

が
暮
ら
す
こ
の
世
界
が
非
常
に
悪
い
状
態
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
世

界
は
、
平
和
と
調
和
を
ひ
ど
く
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
調
和
し
て
暮
ら
せ
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
無
謀
に
も
、

世
界
の
自
然
の
調
和
を
完
全
に
乱
し
て
い
ま
す
。
飽
く
こ
と
を
知
ら
な
い

自
分
た
ち
の
要
求
や
渇
望
を
満
た
す
た
め
に
、
自
然
を
征
服
し
、
そ
の
天

然
資
源
を
搾
取
し
よ
う
と
し
て
、
私
た
ち
自
身
の
存
在
を
支
え
る
正
に
そ

の
資
源
を
破
壊
し
、
平
和
へ
と
続
く
道
の
り
を
進
む
代
わ
り
に
、
皮
肉
に
も
、

世
界
仏
教
徒
連
盟
事
務
総
長　

パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
氏

母
な
る
自
然
と
調
和
し

核
に
対
し
て「
ノ
ー
」と
言
う
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意
図
的
に
そ
の
真
逆
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
平
和
へ
の
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
常
に
、
自
分
た
ち
の
発
明
を
誇
り
に
思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
故
、
わ
ず
か
六
十
年
ほ
ど
前
に
は
、
発
展
と
い
う
名
に
お
い
て
、

発
電
に
原
子
炉
を
利
用
す
る
と
い
う
技
術
的
勝
利
に
祝
杯
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
数
十
年
前
に
は
、
原
子
力
発
電
が
、
人
間
の
無
限
の
需
要
や
貪
欲

さ
を
満
た
す
た
め
の
最
も
良
い
解
決
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ほ

ど
な
く
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
を
目
の
あ
た
り
に

し
、
そ
の
後
、
多
く
の
原
発
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
人
類

の
技
術
的
勝
利
が
招
い
た
結
果
が
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
嫌
と
い
う

ほ
ど
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
私
た
ち
が
こ
の
脆
弱
な
地
球
の
は
ず

れ
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
わ
か
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
自
然
災
害
に
対
応
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う

の
に
、
そ
の
破
壊
力
を
増
し
て
い
る
人
工
災
害
の
原
因
を
作
る
こ
と
を
、

私
た
ち
が
止
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　

一
体
私
た
ち
は
ど
う
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
答
え
は
、
私

た
ち
が
ま
だ
、
自
分
自
身
を
真
に
抑
制
、
あ
る
い
は
支
配
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
過
去
数
世
紀
に
渡
り
、
自
然
を
征

服
す
る
の
に
執
拗
な
努
力
を
行
う
こ
と
で
手
い
っ
ぱ
い
で
、
自
ら
を
抑
え

る
す
べ
を
学
ん
で
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
自
然
の
危
機
に
対
応
す
る
す
べ

は
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
自
ら
の
行
動
や
思
考
に
潜
む
邪
悪
な
本
質
に
対

処
す
る
方
法
は
、
充
分
に
学
ん
で
は
い
な
い
の
で
す
。
日
常
生
活
の
物
質

的
な
側
面
を
発
達
さ
せ
る
た
め
に
科
学
技
術
を
活
用
し
て
は
い
て
も
、
自

分
自
身
の
内
面
の
発
達
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
言
い
争
い
、
憎
み
、
略
奪
し
、
戦
い
、
殺
す
こ
と
さ
え
し
て
し
ま
う

私
た
ち
は
、
古
代
の
野
蛮
人
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
存
在
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
合
理
的
な
理
由
や
知
恵
に
訴
え
る
べ
き
時
に
、
衝
動
的
に

行
動
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

混
沌
と
し
、
予
測
不
能
で
、
ひ
ど
く
混
乱
し
た
こ
の
私
た
ち
の
世
界
で
は
、

物
事
は
常
に
極
端
な
方
向
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
人
が
極
端
論
者
に
な
る

の
は
、
宗
教
の
世
界
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
ほ

ぼ
全
て
の
側
面
で
、
結
果
的
に
極
端
論
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
人
類

の
進
歩
と
い
う
名
に
お
い
て
、
母
な
る
自
然
に
恐
ろ
し
い
被
害
を
与
え
る

ほ
ど
極
端
に
自
然
を
搾
取
す
る
た
め
に
、
科
学
技
術
を
利
用
し
、
多
く
の

生
物
の
種
を
絶
滅
に
追
い
込
み
、
豊
か
な
熱
帯
雨
林
を
激
減
さ
せ
、
毒
性

化
学
薬
品
で
自
分
た
ち
の
井
戸
や
小
川
、
河
川
、
海
辺
、
海
洋
な
ど
を
汚

染
し
、
大
気
を
汚
染
し
、
成
層
圏
の
一
部
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。
人
類
の
肉
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
健
康
と
動
物
の
生
存
の
両
方
が
、

深
刻
な
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
無
節
操
な
人
間
の
行
動
の

全
て
が
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
人
類
の
進
歩
と
い
う
名
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
科
学
技
術
に
お
け
る
功
績
に
つ
い
て
は
充
分
過
ぎ
る
ほ
ど

進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
平
和
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
遅
れ
て

い
る
の
で
す
。
平
和
や
自
然
の
調
和
へ
と
続
く
道
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
真
理
の
光
を
灯
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身
と
和
し
、

隣
人
と
和
解
し
、そ
し
て
世
界
中
の
人
々
と
和
を
結
び
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
加
え
て
重
要
な
の
は
、
母
な
る
自
然
と
調
和
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

核
に
対
し
て
「
ノ
ー
」
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
真
の
平
和
を
手
に
す

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
正
に
本
当
の
平
和
な
の
で
す
。

FORUMフォーラム
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三
宝
の
祝
福
に
よ
り
、
全
人
類
が
導
か
れ
、
守
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

【
吉
澤
】　

タ
イ
ア
リ
ー
さ
ん
の
力
強
い
ご
発
言
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

部
門
担
当
者
の
イ
ヴ
ォ
・
フ
ー
バ
ー
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
は

脱
原
発
に
関
し
て
は
世
界
の
先
端
を
行
く
国
で
す
の
で
、
い
い
お
話
を
聞

け
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
島
の
大
惨
事
は
、
原
子
炉
の
事
故
が
ど
の
よ
う
な
壊
滅
的
な
結
果
を

も
た
ら
す
の
か
世
界
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。
自
然
の
脅
威
の
中
で
は
、
限

界
あ
る
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
時
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
結
果
に

は
限
界
が
見
え
ま
せ
ん
。
原
子
炉
に
お
け
る
核
反
応
で
核
物
質
が
放
出
さ

れ
、
そ
の
一
部
の
半
減
期
は
一
万
年
を
超
え
ま
す
。
聖
書
の
中
で
は
世
代

で
物
事
を
考
え
る
こ
と
は
常
で
す
が
、
ひ
と
つ
の
原
発
事
故
の
後
、
何
世

代
が
自
分
の
父
親
の
罪
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
か
を
言
及
す
る
の
は
、

こ
の
半
減
期
の
観
点
か
ら
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
の
で
す
。 

　

福
島
の
大
惨
事
後
、
私
た
ち
の
教
会
は
繰
り
返
し
、
人
間
の
有
限
性
と

責
任
の
ほ
ぼ
無
限
性
の
間
に
あ
る
矛
盾
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
責

任
の
無
限
性
は
、
原
発
事
故
の
場
合
に
限
っ
て
言
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ

れ
こ
そ
通
常
の
原
子
炉
の
運
転
で
発
生
す
る
、
半
減
期
の
長
い
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
で
あ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
実

際
の
と
こ
ろ
相
当
の
時
間
、
こ
の
よ
う
な
寿
命
の
長
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ま
た
私
た
ち
の
後
に
続
く
百

世
代
目
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
廃
棄
物
が
ど
れ
ほ
ど
危
険
な
物
質
な

の
か
が
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
標
識
を
つ
け
て
お
く
の
か
と

い
う
疑
問
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。 

　

ど
ん
な
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
知
識
と
良

識
を
も
っ
て
し
て
も
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
「
す
べ
て
の
人
は
、
罪

を
犯
し
た
」
と
い
う
言
葉
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
限
界
あ
る
、
過

ち
を
犯
す
人
間
で
あ
り
、
あ
り
続
け
る
│
さ
れ
ば
私
た
ち
は
、
そ
う
い
っ

た
限
界
の
な
い
責
任
を
負
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
教
会
の
代

表
者
は
、
福
島
の
大
惨
事
の
後
、
こ
の
問
い
を
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

　

高
位
の
教
会
の
代
表
は
、
ド
イ
ツ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
移
行
に
つ
い
て
の
議
論
に
も
厳
し
く
参
与
し
て
い
ま
す
が
、
教
会
関

係
者
の
役
割
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
る
供
給
は
、
私
た
ち
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
批
判
的
に
再
考
す
る
心
構
え
が
あ
っ
て
こ
そ
成
功
す
る
の

だ
と
い
う
点
を
、
繰
り
返
し
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ど
こ
で
も
っ

と
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
ど
こ
で
よ
り
少
な
く
、
あ
る
い
は
、
ど
こ
が
充

バ
イ
エ
ル
ン
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
部
門
担
当
者　

イ
ヴ
ォ
・
フ
ー
バ
ー
師

核
物
質
半
減
期
の
責
任
を

何
世
代
に
も
負
わ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
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分
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
必
要
か
？　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
行
に
お
け
る
教

会
の
役
割
は
ま
た
、
厳
し
く
建
設
的
に
、
言
う
な
ら
ば
預
言
的
な
導
き
に

あ
り
ま
す
。 

　

希
望
の
兆
し
で
結
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
街
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
は
学
生
の
た
め
の
教
会
の
寮
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
寮
に
数
年
来
、

あ
る
日
本
人
の
学
生
が
住
ん
で
い
ま
す
。
福
島
の
事
故
の
少
し
前
、
こ
の

学
生
は
も
う
何
年
も
帰
っ
て
い
な
か
っ
た
日
本
へ
初
め
て
帰
省
し
ま
し
た
。

事
故
の
二
日
前
に
日
本
へ
帰
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
他
の
学
生
ら
が
こ
の

事
故
を
耳
に
し
た
時
、
ど
れ
ほ
ど
心
配
し
た
か
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
突
然
遠
い
福
島
の
災
害
が
、
個
人
的
な
次
元
の
も
の
に
な

っ
た
の
で
す
。
彼
は
無
事
だ
ろ
う
か
？
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
？
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

　

日
本
か
ら
無
事
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
時
は
、
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
学
生
た
ち
は
も
っ
と
何
か
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
国
際
的
な
祈
祷
会
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
何
週
間

に
も
わ
た
り
毎
晩
、
寮
の
学
生
た
ち
は
礼
拝
に
集
ま
り
、
祈
り
、
そ
し
て

情
報
を
交
換
し
、
こ
の
寮
に
以
前
住
ん
で
い
た
世
界
中
の
多
く
の
卒
業
生

た
ち
が
、
こ
の
祈
祷
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
参
加
者
た
ち
の
間

に
強
い
絆
が
生
ま
れ
、
信
じ
ら
れ
な
い
大
惨
事
の
前
に
、
も
う
ま
っ
た
く

力
な
く
立
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
、

苦
し
み
の
中
で
一
緒
に
強
く
な
り
、
そ
し
て
新
し
い
力
を
得
よ
う
と
す
る

気
持
ち
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
多
く
の
参
加
者
た
ち
に
と
っ
て
、
ほ

と
ん
ど
奇
跡
に
近
い
も
の
で
し
た
。 

　

数
週
間
前
こ
の
寮
で
は
、
日
本
か
ら
夏
祭
り
に
い
ら
し
た
方
々
を
お
迎

え
し
ま
し
た
が
、
こ
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
日
本
か
ら
の
感
謝
の

意
を
伝
え
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
は
本
当
に
ど
れ
程
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。 

　

大
切
な
こ
と
は
二
点
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。 

　

第
一
に
、
教
会
の
預
言
的
声
で
、
生
活
を
変
え
、
重
い
腰
を
上
げ
て
、

私
た
ち
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
神
の
創
造
物
に
対
す
る
責
任
を
ま
ず
果
た

す
こ
と
を
、
こ
の
地
球
上
の
人
間
に
呼
び
か
け
る
こ
と
。
こ
の
声
は
、
大

き
く
、
特
に
模
範
的
な
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
裏
付
け
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

第
二
に
、
大
惨
事
の
暗
闇
の
中
で
勇
気
を
失
わ
ず
、
新
し
い
出
発
の
た

め
の
希
望
の
光
を
灯
す
た
め
に
、
苦
難
の
時
の
中
で
精
神
的
な
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
。
こ
の
つ
な
が
り
は
、
切
れ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
の
善
意
あ

る
人
々
を
包
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
人
間
が
、

そ
の
大
部
分
を
自
ら
引
き
起
こ
し
た
大
惨
事
か
ら
学
べ
た
教
訓
は
、
実
行

に
移
す
こ
と
は
難
し
く
、
持
続
力
を
必
要
と
し
、
そ
し
て
、
神
の
創
造
物

と
私
た
ち
人
間
の
環
境
の
中
で
、
平
和
を
大
切
に
す
る
世
界
を
望
む
力
を

も
っ
て
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。 

 【
吉
澤
】　

イ
ヴ
ォ
・
フ
ー
バ
ー
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
日
本
人
の
学
生
に
つ
い
て
心
配
し
て
祈
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
山
崎
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。
山
崎
先
生
は
武
蔵
野
大
学
の

教
授
で
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
の
ご
住
職
で
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

FORUMフォーラム
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二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

も
っ
て
も
尽
く
せ
な
い
大
惨
事
で
し
た
。
大
自
然
の
猛
威
の
前
で
、
な
す

術
を
知
ら
な
い
人
間
の
無
力
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
震
災
に
対
し
て
「
天
罰
」
論
を
展
開
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
思

い
あ
が
っ
た
、
傲
慢
な
人
間
に
対
す
る
鉄
槌
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
私
は
こ
の
考
え
に
与
す
る
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
。「
天
罰
」
な
ど

で
は
な
く
、
天
災
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
悲
し
い

か
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
の
和
合
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
、
災
害
と
見
る
の
が

正
し
い
認
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
か
ら
災
害
を
の
り
越
え
る
智

慧
と
力
が
与
え
ら
れ
、
道
が
開
か
れ
る
筈
で
す
。

　

経
典
に
「
花
は
咲
く
縁
が
集
ま
っ
て
咲
き
、
葉
は
散
る
縁
が
集
ま
っ
て

散
る
。
ひ
と
り
咲
き
ひ
と
り
散
る
の
で
は
な
い
」「
す
べ
て
の
も
の
が
、
縁

に
よ
っ
て
生
じ
、
縁
に
よ
っ
て
滅
び
る
の
は
永
遠
不
変
の
規
則
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
う
つ
り
変
わ
り
、
つ
ね
に
と
ど
ま
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
天
地

の
間
に
動
く
こ
と
の
な
き
ま
こ
と
の
道
理
で
あ
り
、
こ
れ
は
永
久
に
変
わ

ら
ぬ
」（『
華
厳
経
』）
と
あ
り
ま
す
。
私
の
人
生
の
中
で
大
切
な
言
葉
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

大
地
震
、
津
波
は
文
字
通
り
天
災
で
す
。
し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
、
明
ら
か
に
人
災
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
す
。

世
界
で
起
こ
る
地
震
の
一
割
が
日
本
列
島
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
、
四
つ
の

プ
レ
ー
ト
上
に
あ
る
日
本
列
島
に
、
五
十
四
基
も
の
原
発
を
作
っ
た
の
は
、

い
っ
た
い
何
の
た
め
な
の
で
し
ょ
う
か
。
安
定
的
な
電
力
供
給
と
い
う
名

に
隠
れ
た
「
金
儲
け
」
と
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
恣
意
的
と
い
わ
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　

原
発
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
あ
る
前
に
、
経
済
の
問
題
で
あ
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
す
。「
最
も
安
全
で
ク
リ
ー
ン
な
、
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
が
、原
発
設
置
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。
こ
の
言
葉
の
も
と
に
、

企
業
（
電
力
会
社
）、
政
府
、
官
僚
、
学
者
、
メ
デ
ィ
ア
、
司
法
、
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
の
国
策
等
が
一
体
と
な
っ
て
お
よ
そ
五
十
年
間
「
安
全
神
話
」

を
ふ
り
ま
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
悉
く
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
超
多
額
な
金
銭
を
ば
ら
ま
い
て
人
心
を
分
断
し
、

地
域
振
興
の
た
め
の
原
発
ど
こ
ろ
か
、
地
域
社
会
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ

た
の
が
原
発
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
原
発
立
地
県
の
こ
ど
も
に
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。
炉
の
寿
命
が
尽
き
て
廃
炉
と
な
り
、
や
が
て
廃
村
と
な
る

こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
す
。
わ
た
し
た
ち
お
と
な
は
、
そ
の

こ
と
に
手
を
貸
し
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
か
っ
て
高
速
増
殖
炉
に
、
仏
教
の
説
く
智

慧
と
慈
悲
の
象
徴
で
あ
る
文
珠
ボ
サ
ツ
、
普
賢
ボ
サ
ツ
の
な
ま
え
を
つ
け

た
と
き
深
い
怒
り
と
悲
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
電
力
供
給
と
共
に
放
射
能

を
ま
き
散
ら
す
危
険
な
も
の
に
ボ
サ
ツ
の
名
を
つ
け
て
得
々
と
し
て
い
る

人
々
、
仏
教
者
に
強
い
違
和
感
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

重
ね
て
申
し
ま
す
。
原
発
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
「
お
金

武
蔵
野
大
学
教
授

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
善
寺
住
職　

山
崎
龍
明
師

原
発
は
反
い
の
ち
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儲
け
」
の
道
具
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
た
め
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
た

の
で
す
。
私
は
世
界
の
公
害
病
と
い
わ
れ
た
水
俣
病
と
原
発
は
、
そ
の
根

底
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
知
見
を
持
っ
て
い
ま
す
。
石
油
資
源

の
二
百
万
倍
の
効
力
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
、
使
用
済
み
燃
料
の
問
題
も

考
え
ず
、
次
々
と
増
設
さ
れ
列
島
中
が
、
い
や
、
世
界
中
が
放
射
能
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、
世
界
は
原
発
設
置
に
向
け
て
動
い
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
人
類
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
よ
そ
五
十
年
間
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
放
置
し
、
企
業
利
益

の
た
め
「
い
の
ち
」
よ
り
も
お
金
を
優
先
し
て
原
発
設
置
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
愚
は
厳
し
く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
責
任

の
所
在
も
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
宗
教
者
は
こ
の
悲
惨
な
事
実
を
正
し
く
洞
察
し
、
信
仰
課
題
と

し
て
担
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
が
脱
原
発
社
会
へ
向

か
っ
て
歩
み
を
共
に
す
る
日
の
く
る
こ
と
を
強
く
念
じ
ま
す
。

【
吉
澤
】　

山
崎
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
原
発
当
事
国
の
宗
教

者
と
し
て
の
力
強
い
発
言
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

き
ょ
う
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
原
発
事
故
が
提
起
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

と
宗
教
者
の
立
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
ち
な
み
に
昨
日
は
、
自
然
災

害
に
対
し
て
、
起
き
た
と
き
に
宗
教
者
が
ど
う
寄
り
添
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
の
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
は
、
こ
の
原
発

事
故
、
そ
れ
か
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
体
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
六
人
の
先
生
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
と
、
基
本
的
な
ト
ー
ン
と

し
て
は
、
各
宗
教
そ
れ
ぞ
れ
言
葉
が
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
大
自
然
の
秩

序
を
乱
す
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
果
た
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
、

疑
問
を
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

福
島
の
原
発
事
故
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
各
国
が
い
ろ
い
ろ
原
発
政
策
に

対
し
て
変
更
を
行
う
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
中
に
流
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
ち
ょ
う
ど
ギ
ラ
ー
ド
首
相
が
「
労
働
党
と
し
て
は

原
発
を
不
要
と
考
え
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
原
子
力
産
業
を
つ
く

る
考
え
は
な
い
」
と
い
う
ふ
う
に
明
言
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
建
設
計
画

の
中
止
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
も
こ
の
全
て
の
再
開
の
計
画
を

事
実
上
無
期
限
凍
結
と
い
う
発
表
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ス
イ
ス
も

二
〇
三
四
年
ま
で
の
脱
原
発
政
策
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ

が
二
十
二
年
ま
で
に
国
内
全
十
七
基
の
原
発
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
を

盛
り
込
ん
だ
脱
原
発
の
国
策
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
も
原
発
の
直
後
に
、
菅
総
理
が
脱
原
発
社
会
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、
政
権
が
か
わ
っ
て
野
田
総

理
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
趣
が
変
わ
り
、
当
然
産
業
界
と
か
い
ろ

ん
な
ご
意
見
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
福
井
県
の
大
飯
原
発
一
号

機
再
開
、
二
号
機
再
開
、
関
西
電
力
は
今
度
は
高
浜
原
発
も
再
開
し
た
い

と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
て
、
非
常
に
日
本
国
内
も
大
き
く
揺
れ
て
い
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
場
合
は
大
体
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
八
〇
％
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
風
力

発
電
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
に
据
え
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
難
し
い
の
は
送
電
網
の
整
備
と
か
、
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太
陽
光
発
電
を
ど
れ
だ
け
や
っ
て
も
三
％
し
か
伸
び
な
い
と
か
、
い
ろ
ん

な
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
と
も
フ
ー
バ
ー
先
生
に
ド
イ
ツ
の
宗
教
者
の
代
表
、
指

導
者
と
し
て
、
こ
う
い
う
今
の
ド
イ
ツ
の
脱
原
発
政
策
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
ど
う
い
う
お
考

え
な
の
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ
ー
バ
ー
先
生
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
フ
ー
バ
ー
】　

私
は
ド
イ
ツ
で
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
デ
モ
が
多

発
し
て
い
た
頃
に
大
人
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
が
学
生
だ
っ
た
頃
は
、

原
発
を
め
ぐ
る
デ
モ
が
あ
り
、
議
論
も
す
ご
か
っ
た
ん
で
す
。
原
発
に
関

し
て
は
本
当
に
長
い
間
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

の
教
会
の
意
見
も
割
れ
、
国
民
の
意
見
も
二
分
さ
れ
た
の
で
す
。
余
り
に

も
激
し
い
議
論
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

原
発
賛
成
派
は
、「
こ
れ
は
社
会
の
た
め
に
よ
い
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
。

世
界
の
た
め
に
よ
い
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
」「
こ
れ
は
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
り
、
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
有
望
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」

と
、
そ
う
言
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
人
た
ち
も
そ
う
か
と
考
え
て
、
こ

の
原
発
を
好
ん
だ
人
も
い
る
ん
で
す
。
別
に
悪
意
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
永
遠
に
続
く
か
と
思
わ
れ
た
の
で
す

が
、
重
大
な
原
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
が
ま
だ
二
十
代
の
と
き
で

し
た
。
毎
日
毎
日
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
リ
ス
ク
が
減
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
恐
ろ
し
い
出
来
事
が
起
こ
っ
た
後
、
ド
イ
ツ
の
国
民
の
間
で
、

特
に
社
会
民
主
党
政
府
の
と
き
に
原
発
を
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
脱
原
発
で
す
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
は
廃
止
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
政
権
交
代
が
あ
り
保
守
政
権
に
な
る
と
、
脱
原
発
は

二
〇
七
〇
年
ま
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
言
い
始
め
た
ん
で
す
。

　

で
も
「
フ
ク
シ
マ
」
が
起
こ
っ
て
全
て
が
ま
た
変
わ
り
ま
し
た
。
フ
ク

シ
マ
の
後
、多
く
の
ド
イ
ツ
人
は
「
も
う
脱
原
発
だ
。
そ
れ
し
か
道
は
な
い
」

と
一
致
し
た
の
で
す
。
十
一
基
あ
る
老
朽
化
し
た
原
発
は
廃
炉
に
し
よ
う
、

そ
し
て
二
〇
二
二
年
ま
で
に
全
て
の
原
子
力
発
電
は
や
め
よ
う
と
決
ま
っ

た
の
で
す
。

　

今
、
ど
の
よ
う
に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し
て
い
く
の
か
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
も
う
石
炭
を
燃
や
す
こ
と
に

戻
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
議
論
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
家
は
太

陽
光
発
電
を
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
家
族
全
員
が
必
要
と
す

る
だ
け
の
も
の
は
ま
だ
発
電
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
風
力
発
電
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
沿
岸
地
域
に
風
力
発
電
を
設
け
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
送
電
網
を

つ
く
っ
て
、
沿
岸
地
域
か
ら
工
業
地
帯
に
電
力
を
運
ん
で
く
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
そ
の
中
で
、
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
自
分
た
ち
な
り
に
何
か
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

脱
原
発
の
結
果
が
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
か
は
ま
だ
私
た
ち
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
全
員
が
何
か
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ

の
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
教
会
や
宗
教
団
体
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
我
々

も
議
論
に
参
加
し
て
、
私
た
ち
の
視
点
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
て
い
か
な
け
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れ
ば
い
け
な
い
。
世
界
的
な
議
論
が
必
要
で
す
。
ド
イ
ツ
だ
け
で
は
な
く
て
、

世
界
的
な
世
論
が
必
要
な
の
で
す
。

【
吉
澤
】　

そ
れ
で
は
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
そ
し
て
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
お
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
イ
プ
グ
レ
イ
ブ
】　

ま
ず
最
初
に
、
そ
う
で
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
一
部
な
ん
で
す
ね
。
余
り
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
す
け
れ
ど
も
（
笑
）。

　

二
つ
の
問
題
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
す
か
と
い
う
問
題
で
す
。
二
つ
目
は
、
私
た
ち
は
ど
の
程
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
原
発
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
続
け
る
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
状
況
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
日
本
の
状
況
と
ド
イ
ツ
の
状
況
で
も
歴
史
が
違
い
ま
す
。
イ
ギ
リ

ス
と
で
は
地
理
的
な
状
況
も
違
う
し
、
人
々
の
原
発
に
対
す
る
姿
勢
や
態

度
も
違
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
よ
う
な
津
波
や
地
震
が
あ
る
と
い

う
地
理
的
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
原
発
を
政

治
問
題
化
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
る
面
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
時
代
に
お
く
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
原
発
の
議
論
は
実
際
に
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
英
国
国

教
会
で
も
原
発
に
関
し
て
ま
だ
真
剣
に
議
論
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
は
日
本
聖
公
会
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
ド
イ
ツ
の
ル
ー
テ
ル
教
会
か
ら
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

FORUMフォーラム
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ま
す
。

　

二
つ
目
の
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
我
々
は
発
電
す
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
電
力
を
作
っ
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
私
た
ち
は
使
っ
て
も
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
に
「
そ
こ
に
行
く
の
な
ら
、
こ
こ
か
ら
始
め
な
い
」
と
い
う

格
言
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
か
ら
Ｂ
に
動
き
た
い
と
き
に
は
、
Ａ
か
ら
始
め
な

い
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
Ａ
か
ら
始
め
る
と
と
て
も
長
い
道
の
り

に
な
る
。

　

今
、
私
た
ち
が
今
い
る
場
所
は
、
も
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
持
続
不
可
能
に

な
り
そ
う
な
世
界
で
す
。
こ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
減
ら
す
地
点

ま
で
の
道
の
り
は
と
て
も
難
し
い
も
の
で
す
。
特
に
民
主
主
義
の
国
で
は

そ
う
い
う
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
短
期
的
な
利
益
が

優
先
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
人
々
が
何
か
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
民
主
的
な
政
治
体
制
の
中
で
は
、
そ
の
変
化

が
短
期
的
な
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
時
、
改
革
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
は
至

難
の
業
で
す
。
議
会
政
治
は
短
期
的
な
も
の
で
す
。
次
か
ら
次
へ
と
選
挙

も
あ
り
ま
す
。

　

教
会
が
こ
こ
で
果
た
し
得
る
役
割
は
、
私
た
ち
の
知
恵
と
い
う
の
は
一

世
代
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
長
い
時
代
を
通
し
た
知
恵

が
溜
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
知
恵
を
、
非
常
に
短
期
的
な
議
論
の
中
に

も
盛
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
我
々

自
身
が
模
範
を
示
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
英
国
国
教
会
で
は
、
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
縮
小
す
る
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
製
造
し
て
い
く
た
め
に
、

我
々
が
使
っ
て
い
る
環
境
の
負
荷
を
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
使
う
電
力
、
そ
れ
か
ら
ガ
ス
の
消
費
を
い
か
に
減
ら
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
終
的
に
は
、
地
元
で
小
さ
な
レ
ベ
ル
で
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

小
さ
な
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
て
、
私
た
ち
は
地
元
の
人
々
と
共
に
や
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

【
吉
澤
】　

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
次
は
ア
メ
リ
カ
と
い
き
た
い
の
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
は
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発
電
所
事
故
を
起
こ
し
て
、
日
本

も
非
常
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
並

ん
で
原
子
力
発
電
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
て
、
福
島
第
一
、
第
二
原

発
事
故
の
原
子
炉
は
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
か
ら

日
本
が
購
入
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
事
故
を
起
こ
し
た
わ
け
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
者
と
し
て
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
我
々
人
類

は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

【
ベ
ン
ド
レ
ー
】　

私
は
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
国
際
事
務
総
長
と
い
う
立
場
で
あ
り
、

必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
と
い
う
大
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
た

だ
私
が
感
じ
る
と
こ
ろ
を
幾
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
事
故
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の

国
民
の
眠
り
を
覚
ま
し
ま
し
た
。
原
発
は
安
全
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
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信
頼
が
崩
壊
す
る
こ
と
で
、
規
制
す
る
側
と
さ
れ
る
側
と
の
関
係
が
問
わ

れ
ま
し
た
。

　

英
語
で
「
キ
ツ
ネ
が
鶏
を
監
視
す
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
誤

っ
た
信
頼
が
ど
う
や
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
か
、
国
民
に
対
す
る
責
任

体
制
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
必
然
的
に
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
核
兵
器
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。
冷
戦
時
代
か
ら
日

本
は
核
兵
器
に
反
対
し
て
い
ま
し
た
。
核
兵
器
が
無
差
別
に
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
善
良
な
市
民
も
犠
牲
に
な
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
し
た
。

　

し
か
し
冷
戦
時
代
に
は
、
自
由
主
義
陣
営
で
は
核
兵
器
を
所
有
す
る
こ

と
は
必
ず
し
も
非
道
徳
的
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
い
う
要
因
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
類
は
過
ち
を
犯
す
も
の
で
す
。
自
ら
が
つ
く
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
、
完

全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
の
な
ら
、
核
兵
器
を
所
有
す
る
こ
と
が
本

当
に
道
徳
に
反
し
な
い
と
言
え
る
の
か
。
我
々
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
シ
ス
テ
ム

を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
事

故
が
全
く
起
こ
ら
な
い
、
事
故
ゼ
ロ
と
い
う
可
能
性
と
い
う
の
は
な
い
の

だ
、
と
い
う
前
提
で
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

核
燃
料
廃
棄
物
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
指
摘
し
ま
し
た
し
、
フ

ー
バ
ー
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

は
廃
棄
物
を
ど
こ
に
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
は
使
用
済
み
の
燃
料
棒
を
原
子
炉
の
す
ぐ
横
に
貯
蔵
し
て
い

ま
す
。
日
本
と
一
緒
で
す
。
地
質
学
者
が
こ
の
地
質
に
埋
め
る
ほ
う
が
い

い
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
の
住
民
は
「
こ
こ
に
は
埋
め
な
い
で
く
れ
。
あ
っ

ち
に
埋
め
て
く
れ
」
と
言
う
わ
け
で
す
。

　

廃
棄
物
は
百
万
年
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
数
字
で
す
。

　

次
に
、
経
済
と
い
う
面
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
原
子
力

に
基
づ
い
た
経
済
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
フ
ー
バ
ー
先
生

は
、
ド
イ
ツ
が
脱
原
発
の
方
向
性
と
そ
こ
に
至
る
た
め
に
実
際
に
ど
う
動

い
て
い
け
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
大
規
模
な
天
然
ガ
ス
が
発
見
さ
れ
、

ガ
ス
の
価
格
が
下
が
っ
た
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
天
然
ガ
ス

は
自
然
の
炭
素
か
ら
で
き
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
公
害
を
出
し
ま
せ

ん
。
原
子
力
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
移
行
す
る
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

宗
教
者
の
役
割
は
経
済
や
技
術
を
、
道
徳
や
精
神
的
な
側
面
か
ら
と
ら

え
る
こ
と
で
す
。

　

豊
富
な
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
国
は
そ
れ
に
感
謝
を
す
べ
き
で
し

ょ
う
。
逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
持
た
な
い
国
は
不
利
に
思
う
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
オ
ラ
ン
ダ
の
経
済
学
調
査
は
、
北
海
に
か
な
り
の
埋
蔵
量
の
石

油
が
発
見
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
今
、
そ
れ
に
頼
り
利
用
し
た
と

し
て
も
、
い
つ
の
日
に
か
い
ず
れ
は
そ
の
ツ
ケ
を
払
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、
そ
の
時
に
は
経
済
効
率
が
落
ち
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
我
々
は
今
、
ま
さ
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
作
業
が
あ
る
の

で
す
。
我
々
は
今
、
移
行
を
遂
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

移
行
を
専
門
的
、
経
済
的
な
問
題
と
共
に
、
道
徳
、
精
神
的
な
信
仰
に
裏

打
ち
さ
れ
た
方
向
へ
導
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
吉
澤
】　

貴
重
な
ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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次
は
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
先
生
に
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

が
、
先
ほ
ど
冒
頭
の
ご
発
言
の
中
で
、
宗
教
指
導
者
は
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
で
す
と
、
こ
の
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ

は
別
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
も
、
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン

先
生
の
お
考
え
で
も
結
構
で
す
が
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ー
ン
】　

私
も
政
府
を
代
表
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
私
ど
も
の
謙
虚
な
理
解
、
宗
教
的
な
観
点
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

ほ
か
の
同
胞
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
意
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
半
ば
私

見
を
ご
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
需
要
が
極
め
て
大
き
い
国
で

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
も
は
や
石
油
の
輸
出
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
輸
入

国
に
転
じ
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
政
府
は
波
力
や

風
力
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
世

界
で
最
も
大
き
な
島
国
で
あ
り
熱
帯
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
資
源
が
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
原
子
力
発
電
を
ス
マ
ト
ラ
、

ジ
ャ
ワ
、
そ
し
て
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
に
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
て
、
原
子
力
を
日
本
か
ら
輸
入
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
こ
と
を
奨
励
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
最
高
評
議
会
の
中
で
原
発
問
題
を
深
刻

に
検
討
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
イ
ス
ラ
ー
ム
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
神
は
地
球
と
人
類
を
つ
く
り
賜
い
、
そ
れ
も
大
き
な
潜
在
的
可
能
性

を
持
つ
も
の
と
し
て
つ
く
り
賜
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
人
間

の
文
明
、
生
活
が
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
う
た
め
に
、
科
学
技
術
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
使
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

科
学
と
技
術
と
い
う
の
は
、
プ
ラ
ス
の
部
分
と
マ
イ
ナ
ス
の
部
分
、
あ

る
い
は
長
所
と
短
所
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
を
、

よ
り
便
益
の
大
き
な
人
間
の
文
明
の
た
め
に
ど
う
使
う
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
べ
き
で
す
。

　

科
学
技
術
を
人
間
の
文
明
、
ま
た
道
徳
、
倫
理
的
な
観
点
か
ら
使
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
は
持
続
可
能
な
開
発
を
倫
理
的
、
道
理
的
な
価
値
観
か
ら
ど
う

い
う
ふ
う
に
選
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

言
っ
て
み
れ
ば
中
庸
、
中
道
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
現
実
か
ら

逃
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
課
題
と
チ
ャ
ン
ス
を
避
け
て
通
る

こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

お
聞
き
し
ま
す
が
、
本
日
の
議
場
の
照
明
、
こ
れ
は
原
子
力
か
ら
来
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
。

【
吉
澤
】　

こ
の
照
明
は
実
は
福
井
の
原
発
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
原
子
力

も
一
部
入
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
先
生
に
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
ご
発
言
で
、
仏
教
者
の
立
場
か
ら
人
類
の
欲
望
、
運
命
に
対

す
る
大
い
な
る
反
省
と
、
そ
れ
と
人
間
が
自
己
抑
制
が
で
き
て
い
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
日
本
で
も
、

例
え
ば
仏
教
の
教
え
の
中
に
「
少
欲
知
足
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
欲

望
を
減
ら
し
て
足
る
を
知
る
と
い
う
言
葉
で
す
。
我
々
人
類
は
産
業
革
命
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以
降
、
ま
ず
最
初
に
石
炭
を
食
い
尽
く
し
、
次
は
石
油
を
大
量
に
使
い
、

そ
れ
で
も
足
り
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
今
度
は
原
子
力
に
手
を
つ
け
た
わ

け
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
仏
教
の
教
え

で
は
、
こ
の
欲
望
を
肥
大
さ
せ
て
い
く
ん
で
は
な
く
て
、
逆
に
自
己
を
律

す
る
こ
と
で
欲
望
を
減
ら
し
て
、
こ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
過
剰
に
消
費

す
る
社
会
を
と
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
タ
イ
ア
リ
ー

先
生
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
お
願
い
し
ま
す
。

【
タ
イ
ア
リ
ー
】　

タ
イ
は
仏
教
徒
が
九
〇
％
で
す
。
タ
イ
の
人
々
の
暮
ら

し
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
大
体
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
態
度
を
持
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

タ
イ
の
仏
教
徒
は
、
生
活
に
長
期
的
な
知
恵
を
取
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
と
い
う
の
は
、
今
の
よ
う
な
原
発
の

問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
原
発
使
用
に
関
心
は
あ
り
ま
す

が
、
タ
イ
に
は
今
の
と
こ
ろ
原
発
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ほ
か
の

問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
津
波
の
問
題
で
す
。
そ
し
て
最
近

で
は
洪
水
も
あ
り
ま
し
た
。
去
年
の
終
わ
り
ご
ろ
、
ひ
ど
い
大
規
模
な
洪

水
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
仏
教
徒
と
し
て
、
回
避
で
き
る
も
の
と
回
避
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ダ
ル
マ
（
業
）
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
教
義
を
守
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。
助
け
合
い
の

精
神
も
重
要
で
す
。
タ
イ
の
仏
教
は
、
こ
れ
ま
で
は
人
道
的
な
活
動
と
い

う
も
の
に
余
り
か
か
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
人
道
活
動

に
も
参
加
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
を
長
期
的
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

【
吉
澤
】　

さ
て
、
山
崎
先
生
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
脱
原
発
、
反
原
発
の
ご
意
見
は
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
が
、
原
発
問
題
で
い
き
ま
す
と
日
本
国
内
で
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と

い
う
の
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
今
、
政
府
が
各
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

よ
う
に
し
て
各
都
市
を
回
っ
て
い
る
意
見
聴
取
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
最
近
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
原
発
が
将
来
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
〇
％

に
す
る
の
か
、
そ
れ
か
ら
一
五
％
に
す
る
の
か
、
二
〇
か
ら
二
五
％
に
す

る
の
か
と
い
う
の
で
国
民
か
ら
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
大
体
今
ど
こ

で
も
七
〇
％
が
反
対
、ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
な
る
と
当
然
の
よ
う
に
次
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
つ
か
る
ま
で

の
間
に
、
我
々
国
民
は
節
電
と
い
う
か
、
先
ほ
ど
の
少
欲
知
足
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
電
力
会
社
の
言
い
分
は
、
要
は
日
本
の
経
済
成
長
は
右
肩

上
が
り
で
上
が
っ
て
い
く
か
ら
電
力
が
必
要
な
ん
だ
と
、
だ
か
ら
原
発
も

と
め
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
言
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

う
い
う
自
分
た
ち
、
我
々
国
民
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
ち
ょ
っ
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

【
山
崎
】　

僕
は
少
欲
知
足
は
昔
は
あ
ん
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
本
来
の
意
味
と
違
っ
て
、
宗
教

者
が
相
手
に
欲
望
を
制
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
上

を
見
る
と
幸
せ
な
人
も
い
る
け
れ
ど
も
、
下
を
見
て
も
切
り
が
な
い
の
で
、

こ
の
程
度
で
我
慢
し
な
さ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
日
本
の
仏
教
界
で
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横
行
し
て
い
た
と
思
っ
て
い
て
、
あ
ん
ま
り
好
き
で
は
な
い
。

　

だ
け
ど
原
発
に
関
し
て
言
う
な
ら
、
少
し
で
も
一
〇
を
八
に
す
る
よ
う

な
形
で
し
か
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
方
法
は
あ
る
ま
い
と
い
う
こ
と
が
私
の

中
で
は
大
変
強
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
問
題
で

す
が
、
は
っ
き
り
申
し
ま
す
と
私
は
政
府
を
信
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は

宗
教
者
と
い
う
の
は
、
国
家
と
い
う
も
の
国
と
い
う
も
の
を
き
ち
っ
と
看

視
す
る
こ
と
が
宗
教
の
尊
厳
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
反
目
す
る
と
い
う

意
味
じ
ゃ
な
く
て
、
き
ち
っ
と
こ
れ
を
看
視
し
て
い
く
と
。
こ
の
看
視
と

い
う
の
は
、
僕
は
看
護
師
さ
ん
の
「
看
」
に
「
視
る
」
と
い
う
字
を
使
い

た
い
。
き
ち
っ
と
ま
な
ざ
し
を
持
っ
て
、
政
府
の
こ
の
こ
と
が
お
か
し
い

と
看
視
す
る
。

　

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
問
題
で
も
、
も
う
こ
れ
は
国
民
が
う
る
さ
い
か
ら

あ
ち
こ
ち
で
発
言
さ
せ
て
お
け
み
た
い
な
、
ガ
ス
抜
き
み
た
い
な
も
の
以

外
の
何
物
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
実
は
国
民
が
全
部

知
っ
て
い
る
。
も
の
す
ご
い
勢
い
で
デ
モ
が
国
会
を
取
り
巻
い
て
い
る
。

か
つ
て
の
三
十
年
前
の
デ
モ
と
全
く
違
い
ま
す
。
毎
週
こ
の
炎
天
下
に

七
十
歳
、
八
十
歳
の
方
々
が
、
公
園
に
二
時
間
も
座
っ
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
の
は
、
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
も
の
を
受
け
と
め
ら
れ
な
い
、
あ
る
い

は
受
け
と
め
よ
う
と
も
し
な
い
政
治
家
と
い
う
の
は
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
思
い
が
私
に
は
大
変
強
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
し
て
も
、
原
発
を
輸
入
す
る
側
の
問
題
性
、

輸
出
す
る
と
い
う
側
の
問
題
性
、
双
方
に
こ
の
こ
と
を
論
じ
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
安
易
に
輸
入
、
輸
出
な
ん
て
い
う
、
そ
ん
な
悠
長
な
問
題
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
原
発
と
い
う
問
題
は
我
々
に
示
し
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
の
認
識
は
大
変
大
事
な
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ま
ず
と
に
か
く
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
研
究
、
実

は
こ
う
い
う
の
は
民
間
レ
ベ
ル
で
随
分
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政

府
は
全
く
や
る
気
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
法
規
制
が
ひ
ど
い
で
す
。
地
熱
発

電
だ
っ
て
法
改
正
を
し
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
し
よ
う
と
し

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
電
力
会
社
等
々
に
目
が
向
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

　

あ
る
い
は
二
番
目
は
、
廃
炉
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
日

も
早
く
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
数
十
年
か
か
っ
て
何
兆
円
か
か
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
方
向
が
全
く
見
え
な
い
。

　

第
三
点
は
使
用
済
み
核
燃
料
で
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
快

適
な
レ
ジ
デ
ン
ス
に
ト
イ
レ
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
使
え
る
で
し
ょ
う
か
、

こ
う
い
う
レ
ジ
デ
ン
ス
は
、
僕
は
使
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
世

界
中
で
そ
の
処
理
が
で
き
な
い
も
の
を
、
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
無
責
任
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
を
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
へ
飛
ば
す
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
危
険
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
南
極
に
埋
め
る
と
い
う

説
も
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
ひ
ど
い
の
は
海
底
に
埋
め
る
と
い
う
の
も
あ

り
ま
し
た
。
も
っ
と
ひ
ど
い
の
は
、
金
を
出
す
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
へ
行
っ
て

埋
め
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
悲
し
い
か
な
、
日
本
政
府
の

実
態
で
す
ね
。
そ
う
い
う
非
倫
理
的
な
こ
と
を
、
私
た
ち
宗
教
者
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
か
ら
と
ら
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が

あ
る
。

　

で
す
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
可
能
に
す
る
た
め
の
方
法
論
を
、

我
々
自
身
が
や
っ
ぱ
り
一
人
一
人
模
索
し
な
が
ら
政
府
を
動
か
す
よ
う
な
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方
法
で
い
か
な
い
と
、
こ
れ
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
私
は

し
ま
す
。
そ
れ
が
今
当
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
課
題
で
す
。
だ
か
ら

お
っ
し
ゃ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
と
、
そ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
、
こ
れ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
吉
澤
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

き
ょ
う
は
世
界
か
ら
集
ま
っ
た
六
人
の
先
生
方
か
ら
貴
重
な
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
日
本
の
子
供
を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん

の
よ
う
な
方
か
ら
一
言
ご
発
言
が
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
、
皆

様
に
お
許
し
い
た
だ
き
、
き
ょ
う
お
見
え
に
な
っ
て
い
る
四
児
の
マ
マ
に
、

日
本
の
主
婦
の
立
場
か
ら
ご
発
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
庭
野
光
祥
さ

ん
で
す
。

【
庭
野
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
立
正
佼
成
会
の
庭
野
光
祥
と
申
し

ま
す
。

　

私
に
は
四
人
の
子
供
が
お
り
ま
す
。
大
震
災
、
津
波
の
後
の
福
島
に
も
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
も
行
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
ょ
う
の
皆
様
の
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私
た
ち
は

原
発
を
越
え
て
本
当
の
意
味
で
豊
か
な
人

間
と
し
て
の
生
き
方
と
い
う
も
の
を
模
索

し
て
い
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
ん
だ
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
た
だ
単

に
反
対
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
く
て
、
本
当
に
そ
の
こ
と
を
み
ん
な
が
一
致
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が

す
ご
く
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
実
に
福
島
で
子
供
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
外
で
子
供
た
ち
を
遊

ば
せ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
成
長
期
の
子
供
た
ち
を
外
で
遊
ば
せ
て
い
い

の
か
、
こ
の
水
を
飲
ま
せ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
授

乳
し
て
い
る
こ
の
母
乳
は
安
全
な
ん
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
本
当
に
切
実
な

問
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
一
人
一
人
の
考
え
方
に
は

い
ろ
い
ろ
な
差
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
考
え
方
が
違
う

と
、
今
ま
で
仲
よ
く
し
て
い
た
家
族
同
士
、
ま
た
母
親
同
士
の
関
係
ま
で

が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
な
く
て
、
本
当

に
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
ま
た
原
発
、
放
射
能
の
問
題
に
ど
う
対
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
悲
し
い
現

実
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
は
な
く
て
本
当
に
生
き
方
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
東
京
電
力
で
働
く
ご
主
人
を
持
つ
お
母
さ
ん
に
も
た
く

さ
ん
会
い
ま
し
た
。
本
当
に
自
分
た
ち
が
、
特
に
私
た
ち
と
何
か
違
う
こ

と
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
多
く
の
懺
悔
の
気
持
ち
、
申
し
わ

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
し
て
自
分
も
そ
の
放
射
能
の

問
題
に
お
び
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
、
そ
う
い
う
現
実
で
暮
ら
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
本
当
に
そ
の
原
発
、
放
射
能
と
か
、
ま
た
百
万
年
、
十
万
年

の
子
孫
に
対
す
る
責
任
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
が
ら
も
、
現
在
、
今
そ
こ

で
生
き
て
い
る
人
、
ま
た
今
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
の
た
め
に
も
、
単
に

反
対
で
は
な
く
て
一
緒
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
祈
り
の

FORUMフォーラム
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気
持
ち
が
必
要
だ
な
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
世
界
の
方
々
に
ぜ
ひ
、
今
現
実
に
そ
の
問
題
に
対
応
し
て
い

る
方
た
ち
に
対
す
る
祈
り
も
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
あ
り
が
た
い
か
な
と

思
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

【
吉
澤
】　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

き
ょ
う
は
二
時
間
に
わ
た
っ
て
「
原
発
事
故
が
提
起
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
宗
教
者
の
立
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
世
界
か
ら
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
た
キ
リ
ス
ト
教
、
ム
ス
リ
ム
、
そ
し
て
仏
教
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
の
宗
教
者
が
こ
の
よ
う
に
一
堂
に
集
っ
て
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
つ
い
て
語
り
合
う
。
大
体
皆
さ
ん
原
子
力
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
転
換
し

て
、
持
続
可
能
な
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
か
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
は
一
致
し
た
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
非
常
に
記
念
す
べ
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

き
ょ
う
は
六
人
の
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍

手
）
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平
和
の
祈
り
式
典

C E R E M O N Y

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

平
和
の
祈
り
登
壇
者
名
簿

８
月
４
日（
土
）15
時
〜
17
時

比
叡
山
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有
史
以
来
、
人
類
は
大
自
然
の
豊
か
な
恵
み
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
猛
威
に
脅
か
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
猛
威
を
克
服
す
べ
く
、
科
学
技
術
の
発
展
に
力
を
傾
注
し
て
き
た
の
が
人
類
の
歴
史
で
あ
る

と
申
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
い
か
に
科
学
技
術
が
進
歩
し
た
と
は
い
え
、
人
類
は
未
だ
に
自
然
の
前
に
は
無
力
で
あ
る
こ
と
を
、

近
年
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
自
然
災
害
に
よ
っ
て
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
日
本
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
三
月
十
一
日
に
国
難
と
も
い
う
べ
き
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
大
地
震
、
ま
た
未
曾
有
の
大
津
波
に
よ
り
二
万
人
近
い
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
こ
の
津
波
に
よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
破
壊
さ
れ
、
大
量
の
放
射
性
物
質
が

漏
洩
す
る
と
い
う
重
大
な
原
子
力
事
故
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
辺
地
域
の
住
民
は
、
住
居

や
仕
事
を
放
棄
し
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
今
な
お
日
本
全
国
、
ま
た
周
辺
諸
国
の
人
々
は
放

射
性
物
質
の
及
ぼ
す
健
康
被
害
に
脅
え
て
い
ま
す
。

　

大
地
震
、
大
津
波
は
人
智
で
は
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
で
い
う
「
諸
行
無
常
の
理
」
で

 

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ                     

天
台
座
主　

大
僧
正　

半
田　

孝
淳
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は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
原
発
事
故
は
、
人
間
の
あ
く
な
き
欲
望
を
満
た
そ
う
と
突
き
進
む
あ
ま
り
、

大
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
軽
ん
じ
た
こ
と
が
根
本
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
宗
教
者
の
重
大
な
使
命
は
、
大
自
然
の
猛
威
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
の
霊
を
鎮
め
る
こ
と
に
あ
る

こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
「
亡
く
な
っ
た
人
の
分
ま
で
生
き
る
」
と
決
意
し
た
人
々
に
寄

り
添
い
、
共
に
生
き
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

大
自
然
の
猛
威
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
、表
面
的
に
は
気
丈
に
見
え
て
い
た
と
し
て
も
、そ
の
喪
失
感
、無
力
感
、

ま
た
現
実
の
生
活
の
悩
み
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
人
々
と
共
に
歩
む
こ
と
が
、
我
々
の
立
場
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

世
界
は
、
今
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
民
族
対
立
、
独
裁
な
ど
依
然
と
し
て
憎
悪
と
対
立
を
繰
り
返
し
さ
ら
な
る
拡

大
化
の
兆
し
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
球
環
境
破
壊
や
食
糧
危
機
、
人
権
抑
圧
、
貧
困
、
饑
餓
な
ど
も
重

大
な
問
題
で
あ
り
、
ど
れ
も
が
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
大
自
然
の
猛
威
に
肉
親
や
生
活
を
奪
わ
れ
た
人
々
が
一
日
も
早
く
平
安
を
取
り
戻
し
、
安
寧

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
連
帯
し
て
、
救
援
の
手
を
差
し
伸
べ
続
け
る
こ
と
も
我
々
宗
教
者
の
重
大
な

使
命
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

  

こ
こ
に
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
二
十
五
周
年
記
念「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

真
剣
な
祈
り
を
捧
げ
、
平
和
の
た
め
に
働
く
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

比叡山宗教サミット25 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い
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平和の祈り登壇者名簿 (国内）

  ◎仏教   
役　　職 名　　前 
全日本仏教会副会長 前田　定戒　   
天台真盛宗宗務総長 川合　歳明　   
天台寺門宗宗務総長 座間　光覺　   
真言宗智山派総務部長 芙蓉　良英　   
浄土真宗本願寺派所務部長 東森　尚人　　 
臨済宗妙心寺派総務部長 松山　英照　　
曹洞宗責任役員出版部長 石川　順之　　 
曹洞宗大本山永平寺副貫首 南澤　道人　　 
法相宗大本山薬師寺長老 安田　暎胤　　 

  ◎キリスト教   
役　　職 名　　前 
駐日ローマ教皇庁大使 ジョセフ・チェノットゥ 
日本カトリック司教協議会会長 /カトリック大阪大司教区大司教 池長　　潤　 
日本キリスト教連合会委員長 /日本福音ルーテル教会総会議長 渡邉　純幸      
日本聖公会首座主教 植松　　誠　　　　 

  ◎イスラーム   
役　　職 名　　前 
日本ムスリム協会会長 徳増　公明　　 
日本ムスリム協会理事 /前会長 樋口　美作　　 
日本ムスリム協会理事 水谷　　周　　　　

  ◎新日本宗教団体連合会   
役　　職 名　　前 
新日本宗教団体連合会名誉会長 /円応教教主 深田　充啓　　 
新日本宗教団体連合会常務理事 /妙智會教団理事長 宮本けいし　 
新日本宗教団体連合会理事 /真生会会長 田中　庸仁　　 
新日本宗教団体連合会理事 /立正佼成会理事長 渡邊　恭位　　 
新日本宗教団体連合会評議員 /崇教真光事務局長 佐々木堯章　 
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平和の祈り登壇者名簿 (国内）

  ◎教派神道連合会   
役　　職 名　　前 

神習教教主 芳村　正徳　　 
黒住教副教主 黒住　宗道　　 
扶桑教責任役員 宍野　史生　　 
御嶽教責任役員 井上　慶山　　 

  ◎神道   
役　　職 名　　前 

御香宮神社 宮司 三木　善則　　 
吉田神社 権禰宜 室川　善幸　　 
熊野神社 宮司 岸本　匡美　　 
賀茂別雷神社 権禰宜 鳥居　昭典　　 
田中神社 宮司 山田　敦子　　 

  ◎諸宗教   
役　　職 名　　前 

世界連邦日本宗教委員会会長 田中　恆清　　  
世界宗教者平和会議日本委員会会長 庭野　日鑛　　  
世界宗教者平和会議日本委員会参与 宝積　玄承　　 
世界宗教者平和会議日本委員会理事 森脇友紀子　 
天理教表統領室次長 永尾　信雄　　 

比叡山宗教サミット25 周年記念
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平和の祈り登壇者名簿 (海外 )

  ◎仏教   
役　　職 名　　前 
世界仏教徒連盟事務総長 パロップ・タイアリー 
プラティープ財団創設者・事務総長 プラティープ・ウンソンタム・秦
ベンガル仏教会会長 ビック・ボーティパラー 
中国佛教協会副会長 学　誠 

  ◎キリスト教   
役　　職 名　　前 
ローマ教皇庁諸宗教対話評議会名誉局長 ピエル・ルイジ・チェラータ 
シリア正教アレッポ大主教 マー・グレゴリオス・イブラヒム
バイエルン福音ルーテル教会エキュメニカル部門担当者 イヴォ・フーバー 
英国国教会ウーリッジ教区主教・カンタベリー大主教特使 マイケル・イプグレイブ 

  ◎イスラーム   
役　　職 名　　前

インドネシアイスラーム最高評議会副議長 ディーン・シャムスディーン 
サウジアラビア王国イスラーム問題・寄進・宣教・指導大臣顧問 アブドゥラー・アルレヘダン 
キムセヨクム副理事長 ユスフ・ユルドゥルム   
  ◎諸宗教   

役　　職 名　　前 

聖エジディオ共同体事務総長 アルベルト・クワトルッチ 
聖エジディオ共同体アジア地域責任者 アゴスティーノ・ジョバンニョーリ
世界宗教者平和会議国際委員会事務総長 ウィリアム・Ｆ・ベンドレー 
フォコラーレ運動諸宗教対話センター共同代表 クリスティーナ・リー 
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比叡山宗教サミット25周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員会名簿

　名誉顧問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
氏　　名 役　　職　　　　 

半田　孝淳 全日本仏教会会長　 天台座主
芳村　正徳 日本宗教連盟理事長　 神習教教主
渡邉　純幸 日本キリスト教連合会委員長 日本福音ルーテル教会総会議長
北白川道久 神社本庁統理
深田　充啓 新日本宗教団体連合会名誉会長　 円応教教主
 

　顧　問 
氏　　名 役　　職　　　　 

出口　　紅 大本教主
黒住   宗晴 黒住教教主
小林　正道 全日本仏教会理事長　
松長　有慶 高野山真言宗管長
寺田　信秀 真言宗智山派管長
加藤　精一 真言宗豊山派管長
伊藤　唯眞 浄土門主
大谷　光真 浄土真宗本願寺派門主
大谷　暢顯 真宗大谷派門首
河野　太通 臨済宗妙心寺派管長
福山　諦法 曹洞宗管長
内野　日総 日蓮宗管長　
池長　　潤 日本カトリック司教協議会会長　 カトリック大阪大司教区大司教
植松　　誠 日本聖公会首座主教
宮本　丈靖 妙智會教団会長
庭野   日鑛 立正佼成会会長　 世界宗教者平和会議日本委員会会長
岡野　聖法 解脱会法主　 新日本宗教団体連合会理事長
保積　秀胤 大和教団教主　 新日本宗教団体連合会常務理事
御木貴日止 パーフェクトリバティー教団教主
田中　恆清 神社本庁総長　 世界連邦日本宗教委員会会長
中島精太郎 明治神宮宮司
小串　和夫 熱田神宮宮司
九條　道弘 平安神宮宮司
髙城   治延 神宮少宮司
徳増　公明 日本ムスリム協会会長
中山   善司 天理教真柱
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　実行委員会
役　　職　　　　　　　 氏　　名　　　　　　　　所　属　役　職     
委員長 阿　　純孝 天台宗宗務総長
副委員長 田中　恆清 神社本庁総長
副委員長 渡邊　恭位 立正佼成会理事長
実行委員 松田　　一 大本亀岡宣教センター長
 黒住　宗道 黒住教副教主
 関﨑　幸孝 全日本仏教会事務総長
 鈴川　智信 全日本仏教会国際部長
 岡部　兼海 高野山真言宗総長公室長
 細川　大憲 真言宗智山派教学部長
 増澤　秀丸 真言宗豊山派総務部長
 中村　在徹 浄土宗総務局長
 東森　尚人 浄土真宗本願寺派所務部長
 宮浦　一郎 真宗大谷派総務部長
 松山　英照 臨済宗妙心寺派総務部長
 石川　順之 曹洞宗責任役員出版部長
 渡邉　義生 日蓮宗宗務総長室長
 大塚　喜直 カトリック京都司教区司教
 柳本　　昭 カトリック京都司教区司祭
 高地　　敬 日本聖公会京都教区主教
 小間澤　肇 神社本庁広報部長
 網谷　道弘 明治神宮権宮司
 中嶋　茂博 京都府神社庁参事
 斎藤　謙次 新日本宗教団体連合会事務局長
 生田　茂夫 新日本宗教団体連合会大阪事務所所長
 宮本けいし 妙智會教団理事長
 根本　昌廣 立正佼成会外務部長
 杉谷　義純 世界宗教者平和会議日本委員会理事長・天台宗宗機顧問
 畠山　友利 世界宗教者平和会議日本委員会事務局長
 田中　朋清 世界連邦日本宗教委員会事務局長
 可児　光永 世界連邦日本仏教徒協議会理事長
 徳増　公明 日本ムスリム協会会長
 樋口　美作 日本ムスリム協会理事
 吉澤　健吉 京都新聞総合研究所特別理事
 武　　覚超 延暦寺執行
 阿部　昌宏 天台宗参務財務部長
 小堀　光實 延暦寺副執行管理部長
 小林　祖承 延暦寺一山止観院住職
  

比叡山宗教サミット25周年記念
「世界宗教者平和の祈りの集い」実行委員名簿
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比叡山メッセージ2012起草委員会
 薗田　　稔 秩父神社宮司・京都大学名誉教授   
 杉谷　義純 世界宗教者平和会議日本委員会理事長・天台宗宗機顧問 
 吉澤　健吉 京都新聞総合研究所特別理事

事務局  
事務局長 杜多　道雄 天台宗参務総務部長
事務局顧問 杉谷　義純 世界宗教者平和会議日本委員会理事長・天台宗宗機顧問
事務局参与 徳増　公明 日本ムスリム協会会長
事務局参与 吉澤　健吉 京都新聞総合研究所特別理事
  
総務部  

部　　長 小林　祖承 延暦寺一山止観院住職
次　　長 生田　茂夫 新日本宗教団体連合会大阪事務所所長
事務局員 岩橋　克二 神社本庁国際交流課長
 赤川　恵一 立正佼成会外務グループ次長
 西澤　弘安 立正佼成会外務グループ国内宗教協力実務責任者
 獅子王圓明 延暦寺副執行総務部長
 吉澤　敬順　 天台宗信越教区威徳寺住職
 福井　邦彦 天台宗務庁国際課長
 草別　善哉 天台宗務庁総務課長
 横山　和人 天台宗務庁出版室編集長
 武田　功正 延暦寺総務部主事
 志井　浩順　 天台宗務庁総務課書記
 赤松　善暢　 天台宗務庁総務課書記
 田渕　観海　 天台宗務庁国際課書記
 櫛笥　亮恵 天台宗務庁総務課職員

会議部  

部　　長 黒住　宗道 黒住教副教主
次　　長 畠山　友利 世界宗教者平和会議日本委員会事務局長
事務局員 藤田　尚三 妙智會教団ありがとう基金事務局長
 和田めぐみ 世界宗教者平和会議日本委員会渉外部長
 南條　雅哉 黒住教学園前教会所所長
 齊藤　圓眞 天台宗参務教学部長
 水尾　寂芳 延暦寺副執行教化部長
 齊藤　哲圓　 天台宗東京教区龍泉寺副住職
 草別　善哉 天台宗務庁総務課長
 林　　昌伸 天台宗務庁布教課長
 一色　皓湛　 天台宗務庁教学課書記
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 矢崎　長潤　 天台宗務庁庶務課書記
 赤松　善暢　 天台宗務庁総務課書記

式典部  

部　　長 松田　   一 大本亀岡宣教センター長
次　　長 小堀　光實 延暦寺副執行管理部長
事務局員 山田　　歌 大本本部亀岡宣教センター国内愛善宣教課長
 佐藤　光春 大本本部亀岡宣教センター企画調整課主幹
 福恵　善高 天台宗参務一隅を照らす運動総本部長
 小寺　照依 延暦寺副執行法務部長
 斎藤　良弘 天台宗務庁一隅を照らす運動総本部次長
 青木　円学　 延暦寺法務部主事
 磯村　良定　 延暦寺管理部主事補
 池田　尭正 天台宗務庁一隅を照らす運動総本部書記
接遇部  
部　　長 根本　昌廣 立正佼成会外務部長
次　　長 中嶋　茂博 京都府神社庁参事
事務局員 鈴川　智信 全日本仏教会国際部長
 柳本　　昭 カトリック京都司教区司祭
 田中　朋清 世界連邦日本宗教委員会事務局長
 佐藤　益弘 立正佼成会京都教会長
 岡安　里佳 立正佼成会外務グループ
 山田　亮清 天台宗参務法人部長
 齊藤　圓眞 天台宗参務教学部長
 大塚　善仁　 天台宗兵庫教区本壽院住職
 真嶋　全康 延暦寺副執行参拝部長
 今出川行戒 天台宗祖師先徳鑽仰大法会事務局幹事
 福島　亮俊 天台宗務庁教学課長
 西村　智秀 天台宗務庁庶務課長
 三浦　密照　 天台宗務庁教学課書記
 鵜浦　俊成　 天台宗務庁庶務課職員
 
財務部  
部　　長 阿部　昌宏 天台宗参務財務部長
次　　長 大角　実豊 延暦寺副執行財務部長
事務局員 福井　邦彦 天台宗務庁財務課長　
 星野　貴宣　 天台宗務庁財務課書記

比叡山宗教サミット25周年記念
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読売新聞
７月７日

毎日新聞
６日２８日
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京都新聞
７月７日

週刊仏教タイムス
７月１２日
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朝日新聞
８月４日

読売新聞
８月４日

新聞報道記事 
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産経新聞
８月４日

産経新聞
８月４日（金）

比叡山宗教サミット25 周年記念
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朝日新聞
８月４日

京都新聞
８月４日

日本経済新聞
８月４日

京都新聞
８月４日

新聞報道記事 
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読売新聞
８月４日

読売新聞
８月５日

毎日新聞
８月５日

比叡山宗教サミット25 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い



104

朝日新聞
８月５日

朝日新聞
８月５日

新聞報道記事 
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朝日新聞
８月１５日

京都新聞
８月５日

読売新聞
８月５日

比叡山宗教サミット25 周年記念
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週刊仏教タイムス
８月９日

新聞報道記事 
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週刊仏教タイムス
８月９日

比叡山宗教サミット25 周年記念
世界宗教者平和の祈りの集い
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読売新聞
８月１６日

新聞報道記事 
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カトリック新聞
８月１９日
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京都新聞
９月４日

新聞報道記事 
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比叡山宗教サミット25 周年記念
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